















































ミカグラ学園組曲８




革新的ヒロイズム
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「はぁ～、もう夏休みが終わっちゃったなんてまだ信じられないよ！　そもそもまだ暑いし？　まだ遊び足りないし？　まだ宿題に手を付けてないし～!?」

　寝袋の中で足をジタバタさせて、寝袋ごと左右にごろごろと寝返りを打ってしまう。

　毎日遊び呆けている間に夏休みは終わり、どうやら新学期というやつを迎えてしまったらしいのだ。

「私はまだ信じてないけどねっ！　だってまだセミもつかまえてないしっ」

「子供かよ。オイラはセミなんて恐ろしくて触れないからそれには付き合わないからな」

　そう言いながら呆あきれるように部室の窓を開けて、新鮮な風を取り入れてくれるのはビミィだった。

「ビミィってばセミが怖いの!?　姿からして大好物かと思ってたよ」

「食べるわけがないりゅい!!　あんなものどうやって食べるっていうんだりゅい!?」

「……からあげにして……？」

「調理方法を聞いてるんじゃないからな!?　あー、オイラは起こしたから。あとは知らないよ」

　ビミィはそう言いながら、フーセンガムを派手に膨らませてスタスタと歩き去ってしまう。

　どうやら早朝からふざけすぎてしまったみたいだ。

　でも、どうしてだろう。ビミィが、

「りゅいりゅい！　セミうまいりゅい！　むしゃむしゃ」

　と満面の笑みを浮かべてセミを頰ほお張ばる映像が頭の中から消えないよ……。

　今度ビミィが寝てるところに忍び込んで口の上にセミを置いてみようかな。寝ぼけて食べたりしないかな？

　我ながら酷な起こし方を考案していると、ぐぅ、とお腹なかから音が鳴った。

「セミのことを考えてる時に空腹を知らせる音が鳴るの、超不本意なんですけどっ」

　まるで私がセミを食すみたいじゃないか。食べるのはビミィなのに。

　相変わらずの寝袋ライフだから自分でも忘れがちだけど……私はもう以前の一宮いちのみやエルナではない。

「ふっふっふ！　一宮エルナ・デラックスと名乗ってもいいくらいの存在！」

　……以前そう名乗るアイディアをおとねちゃんに話したら、

「なんだかよくわかりませんが、名前の最後にデラックスとついているだけでエルナが急に太って見えてきます……」

　と悩まれてしまったけどそういう意図じゃないの！　デラックスでエレガントな学園生活を送る余裕を持った女子という意味なのです！

　鼻息も荒く端末を操作すると、見たことのないようなポイント残高が表示される。

　そう……。中間試戦の優勝によりゲットした高額のポイントが、今の私にはあるのだ。

　今、「ご趣味はなんですか？」と聞かれたら、一切考える余地もなくこう回答するだろう。

「残高を見てニヤニヤすることですっ」

　……どう考えても品のない趣味だ。

　でも、やめられないんだな～、これが！

　ポイント不足に毎日の食事や人間的な尊そん厳げんさえまともに賄まかなえなかった日々の反動なのかもしれないと思う。

「見てるだけでね、心があったかくなるの。ニコニコしちゃって、ドキドキして、頭がふわふわして。熱が上がったみたいに頰ほおが赤くなっちゃったりもして。これってもしかして……」

「恋ではありませんね。かなりロマンティックな言い方してますけど、ニコニコというよりはニヤニヤだし、ドキドキはギャンブルに手を出すときのようだし、頭がふわふわは高額ポイントを前にバカになっているだけだし、頰が赤くなってるのは……」

「おとねちゃんへの恋心だよっ」

「も、もうっ！　そんなうまいこと言ったって藤ふじ白しろは騙だまされませんよっ!?」

　言いながら、バチーン！　と頭をはたかれてしまう。照れ隠しの行動っぽかったのに、力加減を完全に間違っている。

　おとねちゃんってばチョロいな～！　そこが可愛かわいいんだけどっ、と怒られそうなことを考えながら、寝袋から引っ張り出されてしまう。

「朝ごはんを藤白と一緒に食べる約束、忘れてましたか？　そろそろ時間なのにちっとも現れないので来ちゃいました」

　もちろん大切なおとねちゃんとの約束を忘れることなんてあるわけがない。そんなの、浮かれすぎてポイント残高の確認をしている夢を見るくらいありえないことだ。

　……夢でもポイント、デラックスだったなぁ……。

「ふふ～ん！　おとねちゃん、朝食は食べる！　食べるけど、待ち合わせはいつもの場所じゃなくてここだから！」

「こ、ここ……？　ゴミの上でですか……？」

「ゴミじゃない！　おとねちゃんがいま踏みながら指さしてるの、私の大事な寝袋だからね!?　確かにクシャッとしちゃっていかにもゴミっぽいけども！」

「それに匂いもしそうです」

「それは泣くよ、おとねちゃん……？」

　冗談ですよ、と返してくれるけどおとねちゃんの目は笑ってなかった。ゴミにくるまって寝てると思われてたの私……。

　でも、ここ、と言って指したのが寝袋なのは間違いではなかった。正確には、寝袋も含めた私のプライベート空間。

「おとねちゃん、驚かないで聞いて！　今朝はなんとっ……ルームサービスを頼もうと思うの!!」

「はぁ……」

　思ったリアクションと違う!?　なにその「寝ぼけてるのかな、もう少し寝かせてあげようかな」みたいな憐みのこもった瞳ひとみは!?

　どうも上う手まく伝わっていないらしい。おとねちゃんが私の寝袋を広げて中を覗のぞき込み、二人で寝れるのかな、みたいな顔をして試しに横になったりしている。

「あの、私のルームはその中だけだと思われてる……？　一応この周辺全部がプライベートルームみたいな気持ちでいたんだけど、それは調子に乗りすぎだった……？」

　そこまで説明をしてようやく理解してもらえたらしい。

　そう、自分たちで足を運んで食べに行くのではない。

　ここに、ルームサービスを届けてもらうのだっ!!







「あわわわわわ……」

　恭うやうやしく登場したコックとウエイターがテーブルや食器の準備をしているのを見ながら、おとねちゃんがぷるぷると小刻みに震えていた。

　無理もない、私だってこんな経験は初めてだった。

　星せい鎖さ先輩ならこんな状況でも落ち着いて対応するに違いない。

　私も、先輩のような余裕のある女の子になりたいっ！

　おもむろに、用意していたものに着替えてみる。

「エルナ、なんで突然バスローブに着替えたんですか……？」

「高貴な人はこういう恰かつ好こうでご飯食べるんだよ！　知らないの～？　おとねちゃん！」

「多分それ、お風ふ呂ろ上りに着るやつだと思うんですけど……」

　おとねちゃんの遠えん慮りよがちな指摘はもう耳に入っていなかった。私はゆったりとしたバスローブをまとって椅い子すに座り、食器をひとつずつ手にとっては

「これは……いい品ですね。このクオリティは外国産のやつですね。えっ、国産!?　……だと思ってました、国産の奥ゆかしさを感じましたもの。ええ、フェイントですよ？」

　丁てい寧ねいに準備をしてくれているウエイターにあてずっぽうに話しかけては敗走するということを繰り返していた。

　そんな恥ずかしい行動にも笑うことなく仕事を進めているコックとウエイターさんはプロだった。

「お召めし物が汚れてしまいますのでこれをお使いください」

　そう言いながらウエイターが私の膝ひざにかけてくれたのは、ナプキンだった。バスローブの上にナプキン。シュール極まりない絵え面づらである。

「エルナは元々汚れているところがあるので平気ですよ」

「おとねちゃん、緊きん張ちようしてるのはわかるけど咄とつ嗟さに出た一言がそれってひどくない!?」

　思わず口に出してしまった、という本音っぽさが余計に傷つく。

　しばらくして並べられた料理の数々は、朝食なので内容はシンプルながらもひとつひとつが見るからに質の高いものばかりだった。

　思わずおとねちゃんと揃そろってため息をついて見入ってしまう。

「勝ったね、おとねちゃん……」












「これは勝ちました。中間試戦に、そして……」

「「人生にっ!!」」

　声を揃そろえて高らかに叫び、いただきますの挨あい拶さつもそこそこに貪りはじめる。

　これは人生の勝利者しか食べられない類たぐいのやつだ。税金を使って政治家とかが食べる種類の朝食だよ！

　夢中で食べ終えると、デザートまで用意してくれる。飲み物も入れてくれる。至れり尽くせりというやつだった。

「ダメな人間になっちゃいそうだね、こんな生活してたら」

「えっ？　エルナってもう既にダメな人間なんじゃ……」

「おとねちゃん、それ以上は言わないで。それが思いやりってものだよ？」

「わかりましたっ。エルナがダメ界の代表的な存在であるという事実は伏せておきますねっ」

　ちっとも伏せられていなかった。

　食事が終わるとてきぱきと片付けられ、コックさんとウエイターさんはゴミひとつ残さずに帰っていってしまった。

「あれ？　ひとつだけゴミがあるようですけど」

「それ私の寝袋だからね」

「ここにもゴミの気配を感じるのですけど」

「おとねちゃんが気配を感じてるところにいるの、私だからね」

　おとねちゃんの黒い部分はあまり発はつ揮きされなくなってきたものの、こうやってからかう程度にはまだ残っていた。これもおとねちゃんの個性だから、たまにあると嬉うれしかったりもする。

「随ずい分ぶんとでっかいゴミですね～！　粗そ大だいゴミの日にしか持って行ってくれないから置いていかれたんでしょうねっ」

　……嬉しかったりも、する……よね？







　ポイントに余裕があるだけで、心まで豊かになるかのようだった。

　例えば、今日の授業内容が全く理解できなかった。それでも、

「でも、私にポイントがたくさんあることは理解してるから問題ないよ！」

　なんて思考回路でにっこにこ状態なのだ。

　例えば、夏休みの宿題を全くやっていないことを先生に咎とがめられた。それでも、

「で？　いくらポイント払えばこの話終わりますぅ？」

　なんて口に出してしまいクルミ先生にビンタされたりする。

　……どちらも心の豊かさとは程遠いと言われてしまうかもしれないけれど、懐ふところが深くなったというか、どこか余裕があるのは本当だった。

　お金持ちというのはこういう心境で生きてるんだな……。細かいことを気にしたり、小さなことで怒ったりしなくなるのも納得できる。

「そこのヴァカのように、身の丈に合わない生活や態度はやがて自らを滅ぼし……」

　クルミ先生が教室全体に諭さとすように話していても、怒りの感情など湧き上がってはこないのだ。

「自らを滅ぼし、そして死にます」

「そこまで言いますか!?」

「ちょっと言いすぎました」

「ほっ、ですよね……？」

「正確には、死ぬべきです」

　……もっと悪化していた。

　ポイントでも買えないものがある。人の心はポイントでは動かせない。それを学んだ素敵な授業だった。（※そういう内容の授業ではない）







　とはいえ、有り余るポイントをどう使おうかというのは悩むところだった。

　夏休み中に既に色々と試してみてはいる。

　普段なら絶対の絶対に入らないようなお高めの服屋さんに入り、店員さんにされるがままにコーディネートされて一式お買い上げしたこともあった。







「お客様、とてもよくお似合いですよ！　可愛かわいらしいからどんな服でも着こなしてしまわれて！」

「まぁ、そんなことありますけどぉ～」

　店員さんに持ち上げられて絵に描いたように調子に乗る私。

　程よく広い店内の、VIP だけが案内されるという個室で、着せ替え人形のように試着を繰り返されていた。

　対抗戦の優勝者ともなると、学園の敷地内では顔も知られている。どこへ行ってもこんな扱いをされるのが常だった。

　これで勘違いするなという方が無理がある。ただでさえ乗せられやすい私は、ワッショイワッショイと神輿みこしを担がれるように、わかりやすくノリノリになっていた。

「お似合いですよお客様！　こちらまるでオーダーメイドのようにぴったりです！　デザイナーがお客様専用に誂あつらえたかのよう！」

「なかなかわかってるデザイナーだね！　この服を作ったデザイナーは外国人？　どこの国の人？　やっぱりこの国にはない雰囲気というか質感というか、向こうっぽさが溢あふれ出てるよね」

「純日本人ですが……」

「うん、わかってた。ちょっと試したみたいなところがあった、ごめんね」

「さすがです!!」

　何がさすがなのか全くもって理解不能なのだけど、それでも鼻高々になってしまうのが一宮いちのみやエルナである。

「この服、気に入りました！　えっ、カラーバリエーションがあってどれにするかって？　ふふっ、全部買わせていただくよ。ここからここまで全部ちょうだい」

「ははーっ!!　かしこまりました、ご用意致します！」

　テレビで見て憧れていた『ここからここまで買い』も実現してほくほくしている私に、店員さんが奥から持ってきたらしい商品を丁てい寧ねいに包んでくれる。

「お色が１２０種類ございまして、お持ち帰りは難しいかと思いますので配達させていただきましょうか」

「うん、そうしてくださ……１２０種類!?」

　そんなに着るわけがない、っていうか店員さんが包んでるの、形容しがたいカラーのも混ざってるよ!?　あっ、売れそうもない色なので返品って書かれたメモを剝はがして捨ててるよっ!?

　何かございましたか？　みたいな顔をする店員さんに、やっぱり一種類だけでいいですなんてケチくさいことを言い出せるわけもない。

　私はただ、１２０種類（実質まともなカラーは三つくらい）が梱こん包ぽうされていくのを黙って眺めるのみである。

　店員さんは、半笑いで作業を続けてくれていた。いいカモが引っかかったわ、と思っているに違いない。

「領収書の宛名はカモ様でよろしいですか？」

「よろしくないんですけどっ!?　そんな風に名乗りましたっけ私!?」

　店員さんが大変失礼しましたと謝りながら、領収書にカモ様と書いて慌てて書き直しているのを目撃してしまった。ああ……。

（とりあえずこの服の送り先をシグレの部屋にしてもらおう……）

　部室にあっても邪魔なだけなので、私からの贈り物ということで送りつけてしまうことにする。きっと私の着用品だと思い込んで大切にしてくれることだろう。







　……服屋さんでの顚てん末まつを思い出し、その後なぜかその服を自分で着て、見せに来てくれた変態（シグレ）のことも思い返しながら後悔に打ちひしがれる。

　それ以外にも、慣れない買い物をしては失敗しての繰り返し。……失敗するたびに送りつけているから、既にシグレの部屋は大変なことになっているらしい。

　せっかくだから、納得のいく使い方をしたいものだった。不慣れなことをするとロクな結末にならない。

「食べ物……着る物……衣食……あっ、衣食住！」

　あとは住むところだけ手を付けていないぞ、と気が付いた。

　今の部室から、もっといい場所に移るのはどうだろうか！

　自分だけが享きよう受じゆするのではなく、放課後楽園部みんなが喜ぶ使い方でもあると思った。

　でも、そもそも、そんなにいい部室というものがこのミカグラ学園に用意されているのかどうか。あれだけの大所帯の演劇部も、お世辞にも豪ごう華かな部室というわけではなかった。

　美術部のように複数部室があるところは別としても、星せい鎖さ先輩のお屋敷以外にここは凄すごい！　という場所を見かけていない気がする。

　存在しないものは借りられない。それは当たり前のことだった。







「ございますよ」

「普通にあった!?」

　星鎖先輩に相談したところ、ミカグラ学園の不動産担当を自称するメガネの男子が案内を買って出てくれた。

　家や賃ちんとなるポイントは学園側に納のう入にゆうされるので彼を介することはないものの、元々の物件探しという趣味が高じて僅わずかな報ほう酬しゆうで紹介をしてくれるそうだ。

「見た目も不動産屋さんっぽいでしょう？　端末からの部室検索では表示されない、レアな物件も豊富に知っている子だから」

　星せい鎖さ先輩にそう言われ、メガネをくいっと持ち上げる彼はどこか誇ほこらしげだった。

　同じ一年生らしいのにスーツを着こなし、紙がたくさんファイリングされたケースを脇に抱えている。確かに不動産屋さんっぽい。

「そのファイルに山ほど秘密の物件情報が隠されているということだねっ？」

「いえ、これはそれらしい格かつ好こうを追求するためだけの、いわばコスプレアイテムだと思ってください」

　そう言ってもう一度、今度は恥ずかし気にメガネをくいっとする彼。コスプレアイテムだった……一枚抜き取って見せてもらうと、好きな人に送るつもりだったと思われるラブレターの下書きだった。

「ダミーにしても、もっと他にいらない紙はなかったのかな……？」

　付き合った暁あかつきにはこんな部屋に一緒に住みたい、と想おもいを伝える言葉よりも物件の条件ばかり羅列してある謎なぞのラブレターを返して、早速案内してもらうことにした。







　部室といっても、それぞれの好みが共通であるはずがない。性格や服の趣味も似通った部分があるとは言えない放課後楽園部のメンバーだから、各おの々おのがどんな部室を希望するかの聞き取り調査は絶対に必要なことだった。

　ただ広ければいいとか、立地がいいとかいうことだけではない。もっと細やかな条件を確認しておきたいよね。




おしゃれ少女　藤ふじ白しろおとね

「たくさんの服が収納できるスペースがあって、更衣室も欲しいところですね。あっ、着替えを覗のぞくエルナ……じゃない、覗く変質者が現れるかもしれないのでセキュリティはしっかりと！　カワイイをテーマに、デザインにも凝った部室がいいですね」

「ふむふむ、なるほど」




新入部員　御み神楽かぐら星鎖

「いつでも横になれるように、私の寝室が必要ね。二十帖じよう程度あれば狭くても我が慢まんするわ。それとコックと医師の常じよう駐ちゆうは最低限必要でしょうね。内装はシンプルでいいけれど、時には楽団を呼んで演奏を聞きたいからそれなりの広さのホールがあればいいかな」

「な、なるほど……？　かなり浮世離れしているような……」




自称特別講師　ビミィ

「オイラの希望は……」

「ビミィはなんでもいいでしょ？」

「目線でオイラの番って振っておいてそれはきついな!?　順番を待つ間に考えてたの、全部無意味かよ」

　あまりにも不満そうなので、一応聞くだけ聞いてあげることにする。言ってみればと促すと、嬉うれしそうに希望を語り始めた。

「男はオイラだけだから、狭くてもいいから例えばオイラ専用の地下室があったら……」

「無理！　地下に牢ろう屋やなんてあったら気分悪いもん」

「牢屋とは言ってないからな!?　なんでオイラの部屋イコール牢屋なんだよ」

　みんななかなか遠えん慮りよを知らないというか、好き放題言ってくれていた。当然私もこの全員よりも膨ぼう大だいな量の希望があるわけだけどっ。

　こんな勝手な希望全てを兼ね備える部室なんて、存在するわけが……。

「ございますよ」

「あるのっ!?　存在してしまうのっ!?」

　ミカグラ学園の敏びん腕わん不動産担当、名前も知らないメガネの彼はこともなげに頷うなずいていた。

　あっさりと肯定する彼の物件情報力にも驚くけれど、ミカグラ学園の恐ろしさにも震えあがってしまう。

　自分たちで条件を挙げておいてあれだけど、一体なんのために用意された部室なのだろうか……？　謎なぞは深まるばかりだった。

「厳げん密みつには、その土台にできる部室がございます。あとはカスタマイズを施ほどこせばご希望全てを兼ね備えたものになるでしょう」

「なるほど、リフォームしていくわけね。よくよく考えたらそうだよ、最初から地下室に牢屋のある部室なんてあるわけが……」

「ございますよ」

「あるんかいっ!?」

　完全に犯罪の匂いがするんだけど平気なんだろうか……？







　本当に希望通りにリフォームしてもらうにはいくらポイントが必要になるのか計算してもらっている合間に、他の未公開部室を案内してもらうことにした。

「こちらは温水プール付きの豪ごう華か部室です。ちなみにここも地下室に牢屋がありますが、その一方で事故物件でもありますのでお安くなっていますよ」

「牢ろう屋やがあって事故物件って、ヤバイ匂いがぷんぷんするね!?」

　どんなに豪ごう華かで安くても絶対に使用したくなかった。それに、なんで当然のように地下室として牢屋設備があるのか。目的はなんなの!?

「事故といっても想像されているようなものではありません。とある大所帯の部が集団で忍び込んでプールを勝手に使用して、部員の一人が足をつって溺おぼれたそうなんです」

「迷惑な話だねー。でも、そのくらいで事故物件ってずいぶん大おお袈げ裟さじゃない？」

「そうなんですが、溺れたその生徒が強く主張したそうなんですよ。『何かに足を引っ張られた気がするっス！　決して元々泳げないのに青春っぽく見み栄えを張ってプールに飛び込んだせいではないっスよ！』って」

「その溺れた生徒、心当たりあるんですけど……？」

　大所帯の部、特徴的な語尾、青春病……あいつしかいなかった。けど、そこを掘り下げてもどうしようもなさそうだったので黙っておくことにする。

　豪華な部室だけど、このプールで巻き起こった珍騒動を思うとなんだか恥ずかしくてイヤだ……。

　その他にも、たくさんの素敵な部室を紹介してもらった。

　確かに、目にした瞬間はテンションが上がる。驚きもするし、感動さえも覚えてしまう。

　だけど……なんだろう？　そこに放課後楽園部がいる、というイメージがまるで湧いてこなかった。

　それは、私たちの要望を全て兼ね備えてリフォームしてくれるという完成予想図を端末から投影してもらっても同じで。

「なんだか……藤ふじ白しろたちのあの部室に帰りたくなってきちゃいました……」

　おとねちゃんが、言いにくそうにぼそりと呟つぶやく。自分でもワガママを言って、それが叶えられる場所が用意してもらえる手前なのだろう。遠えん慮りよがちに、でも明確に彼女は本音を吐と露ろしていた。

「そうね。私はまだ入部したばかりだけれど、おかしいかしら？　もうあの部室に愛着が湧いてしまっているの」

　星せい鎖さ先輩もおとねちゃんをフォローするように呟いた。

　放課後楽園部の拠点。凄すごく広いわけでも、綺き麗れいなわけでもない。特別な設備があるわけでもない。

　……ただ、思い出はたくさんそこにあった。

「うん、豪ごう華か絢けん爛らんな部室なんて放課後楽園部っぽくないし！　私たちにとってあそこ以上にいい部室なんて、きっとないよねっ！」

　みんな同じ意見だったと知って、嬉うれしくなってしまう。趣味嗜好は異なっても、気持ちが向いている方向は同じで。

　投影された映像を消して、うーんと伸びをする。その間に周囲を見回すと、おとねちゃんも星せい鎖さ先輩もタイミングまで揃そろって伸びをしていた。

「あっ、でもさでもさっ。ビミィのための地ち下か牢ろうだけは必要じゃないかな？　女の子ばっかりで息苦しいこともあるだろうしさ～」

「地下牢より息苦しい空間はないと思うんだりゅい!?　それに、今の部室に都合よく地下牢だけ追加するリフォームなんて、そんなうまい方法あるわけが……」

　ビミィの言葉を遮さえぎるようにして、不動産担当の彼がメガネをくいっくいっと二度持ち上げ、笑って言う。




「ございますよ」










　わざわざ案内してくれたのに結局部室はそのままでいいという結論に達した私たちを怒るわけでもなく、むしろ部室を大切に思っているのを喜んでくれている節さえあった彼と別れた私たちは、足取りも軽く元の部室へと歩き始めた。

「エルナ、本当に改築して地下室を作るつもりなんですか？」

　とてつもなく嫌そうな顔でおとねちゃんが尋ねてくる。

　それはそうだろう、地下へと続く階段の先に牢ろう屋やがある部室なんてちっとも可愛かわいくない。彼女のポリシーに反しまくる設定である。

「そんなの作るわけないよ！　ビミィのためにそんな無駄なポイント使いたくないもん」

「くっ……作らないという決定は喜ばしいけど、その理由は聞きたくなかったぞ……」

　複雑そうな表情を見せるビミィの背中を慰なぐさめるようにさすって、冗談だよと伝える。

　こうして歩いていても話は尽きることがない。特別誰だれかが中心になるわけでもなく、誰からともなく話題が生まれてそれに全員が参加して続いていく。

　私の居場所はここなんだな、と素直に思える素敵な部だった。

「わーっ、着いた着いた！　帰ってきましたよ、我らが放課後楽園部の部室に！」

「やっぱりここが一番落ち着くわね」

　まるで旅行から自宅に帰ってきた時みたいなことを言う星鎖先輩に同意しながら、

「おとねちゃん、ここよりリラックスできる部室なんてあると思う？」

「んッ……んんっ……ございますよ……って、変なことやらせないでくださいよ恥ずかしいっ」

　赤面しながら男性声を作ってノッてきてくれたおとねちゃんを抱きしめて、賑にぎやかに部室の扉を閉めた。

　……ただいま、これからもよろしくね。







　小さい頃に何かを制限されて育つと、大きくなって自分の力でそれが自由に手に入れられるようになった時、タガが外れたようになるケースが多いらしい。

　自宅でお菓子を食べることを禁じられていた子は、アルバイトを始めてから飽きることなくお菓子を食べまくるようになった。

　ゲームの時間を厳しく制限された子は、その制限されていた分を取り返すかのように一日中ゲームで遊ぶようになった……など。

　私は幸い、何か制限されたという意識はなかった。

　やりたいことはやらせてもらえたし、これはダメと頭ごなしに鎖を付けられるようなこともなく。

　……ただ、それは常識の範はん疇ちゆうでということだったのかもしれないと今になっては思う。

　子供心に考えるのだ。自分の自宅の大きさで。どうやらテレビで見る豪ごう邸てい拝見番組のようなお金持ちとウチは違うみたいだぞ、と。

　一般庶しよ民みんというやつに分類される家庭らしいぞ、と。

　そして無意識に遠えん慮りよして、何かを欲するのにも自然、その枠の中で求めていくようになる。

　旅行に行きたいとおねだりするのでも、お金がかかりそうな遠い海外を望んだりはしないのだ。




「お母さん、私手近な温泉旅行に行きたい！」




　……例えばこんな風に、ワガママを言う時もおそらく叶えられるであろう範疇で、無理のないところを見計らってお願いする。

　決して現実味のなさすぎるお願いはしないのだ。子供ながらに、「ウチの雰囲気じゃ世界一周旅行に行きたいっていうのは夢物語だな」っていうのはわかる。悲しいことにわかってしまう。

　そういう意味では、制限されて育ったと言えなくもないのかもしれない。

　だからこそ、ミカグラ学園の中でお金の代わりとなる大量のポイントを手にした今……タガが外れたような状態になるのもおかしな話ではなかった。







「がっはっは！　この店で一番高い料理を持ってこんかい！　がっはっは！」

「ファーストフードのお店で何を言っているのかしら……？　それと、この子こんな笑い方だった……？」

　不審そうに戸惑う星せい鎖さ先輩と一緒に食事をしにきた店内で、私はおかしくなっていた。

　ファーストフードの、極めてリーズナブルなお値段で利用できるタイプのお店に入るや否や、

「私だけど！　VIP ルームは空いてる？　あ、私だけど！」

　存在するはずもない特別席を要求して（しかも顔パスで）みたり。

「女の子じゃんじゃん呼んで！　大丈夫、何もせえへんから！　がっはっは！」

「この子、関西人だったかしら……？」

　星鎖先輩に疑念を抱かせながら謎なぞの関西弁を操ってみたり。もちろん女の子が席について接客してくれる類たぐいのお店ではないのに。

　お金は……大量のポイントはこうも気を大きくさせてしまうものなのだ。







「できればもっと早く気づいてほしかったというか、気づくと思ってました……藤ふじ白しろはもう、こんな派手なサングラスをして遊ぶのは限界でしたよ!?」

　おとねちゃんがサングラスを忌々しそうに外して叫ぶ。

　確かに、こんなでかくて前が見えにくくなるレベルのサングラス、なんでかけてたんだろう……。しかもハート型。はしゃぎすぎにも程があった。高かったけど仕方ない、これもシグレに送りつけよう。

　ただ、言い訳をするわけじゃないけれど、一度実際に経験してみてわかることもたくさんあったように思う。

　やりたくてもできなかったこと。やりたくないけどせっかくだからと、なぜかしてしまったこと。

「ライブハウスを借り切ってうさ丸まるくんをドッキリに仕掛けたのは本当に謎の遊びだったわ。あれは結局なんだったの」

「ありましたねそんなこともっ」

　お客さん役としてライブハウスにエキストラをたくさん呼んで、うさ丸まるにアイマスクをつけたまま連れてきてステージ上で外す。

　巻き起こる大歓声。渡されるマイク。泣き出す観客も続出。するとうさ丸はどうなるか。

「うぉ～～～!!　今日はぼくのために集まってくれてありがとうっス！　青春の一ページ、みんなで一緒に刻んでいこうっス!!」

　うさ丸の言葉に合わせて鳴らされるドラム。いつの間にかバンドも登場しており、ギターがチューニングを始めている。……するとうさ丸はどうするか。

「じゃあまずはこの曲から歌うっス……聴いてください」

　万感の思いを込めたみたいに言い放ち、アーティストっぽく顔を作って歌い始めたのだ。

「結局、うさ丸のライブを六時間もぶっ通しで聞かされる羽目になりましたよね……。しかも持ち歌がないからずっと同じ曲をロックっぽくやったりバラード調にしてみたり。エキストラの人は約束の時間を過ぎて帰り始めるし、それなのにうさ丸は気づかずボルテージ上がりまくりでステージで飛び跳ねてるしカオスだったなぁ」

　最後にはなぜかうさ丸も泣き、それにおとねちゃんももらい泣きするという全く理解不能な状況だった。

　うさ丸が最後にステージ上で飲んでいた水のペットボトルを客席に投げていたけど、取り合いになるはずもなくおとねちゃんが大切そうに拾って抱きかかえていたのも印象的だった。いや、普通にファンかよ!?　このライブでうさ丸にハマったのおとねちゃん!?

　ある意味楽しくはあったけど、同じメンバーが揃そろえばきっとそんなシチュエーションなんて用意しなくても笑顔になれてしまうはずだった。

　変にポイントがたくさんあるとおかしな方向に行ってしまうかもしれないな、という気がする。

　ただでさえ誘ゆう惑わくに弱くて歯止めが利かないタイプなのだ。

　もちろん放課後楽園部の代表として得たポイントだから部員に了承を得る必要はあるけれど、私はポイントの使い道を思いついてしまっていた。

　そして思いついたことは是が非でも実行したくなるタイプでもある。

　何か新しい企てに手を出そうと思っているのが表情でバレたらしく、星せい鎖さ先輩とおとねちゃんがしょうがない子供を見るような微笑ほほえましい目で私を捉えてくれていた。

　きちんと説明したら、呆あきれながらも反対はせず最後まで付き合ってくれるだろう。疑いの余地なくそう思える、大切な仲間だった。







「第一回！　放課後楽園部、余りに余ったポイントの使い道会議～～～！　長いな、おとねちゃん、略して～？」

「えっ、ええっ!?　略して……余りに余った……余り余り……あまあま……あっ、放課後あまあま会議ですっ!!」

　イエ─────────────イ！

　と盛り上がって拍手しているのは私だけで、おとねちゃんは所在なさげに俯うつむいてしまい、星せい鎖さ先輩は居眠りを始め、ビミィは端末片手に鼻で笑っていた。

　あれっ……？　大切な仲間だよね……!?

　相変わらずの部室で、会議っぽくテーブルを間に挟むでもなく、思い思いの場所で過ごしながらなのは、私以外がこの議題に乗り気ではないということを如実に表しているように思う。

「無理に使う必要があるとは思えないけれど。いずれ必要な時がくるかもしれないし、その時に備えてとっておけばいいでしょう？　おまんじゅうたべたい」

　居眠りをしたポーズのまま、夢を見ながらの寝言なのかリアルな意見なのか絶妙に判定が難しいことを言ってくれる星鎖先輩。

　正論中の正論、キングオブザ正論に返す言葉もないんだけど、これはもう性格の問題なのかもしれない。

　なんだか気持ちが悪いのだ。例えるなら、どうぞ召し上がれ、とテーブルに陳列された料理を食べ残すみたいな気持ち悪さがある。

　女神の意見だと、冷凍しておいてお腹なかがすいたら食べればいいでしょう、ということになるのだろう。

　でもだめなんだ。食べきりたいんだ私は！　お腹が破裂しても、並んでいる料理を混ぜて無理やり味に変化をつけておかしなことになってでも！

「エルナの考え方は破滅型ですよ……それこそ甘々な思考、あっ、あまあま会議だけにですよっ……！」

　おとねちゃんが話しながら上う手まいことを言えた気になったらしく、不思議なドヤ顔できょろきょろしながら褒ほめてほしそうにしていた。

　誰だれもそれについて触れないとわかると、

「……え、エルナの考え方は破滅型ですよ……」

　と、問題の箇所だけ省いて言い直す。なんてかわいい子。

　確かに、お仕事をして得たお金ならそうなるのだろうけど、私にとってポイントはまた違うんだ。

　お金代わりに使えるものだけど、それはもちろんこの学園の中だけ。なら、自分たちなりに有意義な使い道を考えて循環させたいと思ってしまう。

　放課後楽園部の活動自体、そんなにポイント消費の必要は感じられなかった。

「そんなに使い道が欲しいなら、エルナが前に言ってた『おいしいご飯を食べるポイント、誰だれか恵んでくれないかなぁ……。空腹だと元気も出ないし笑えないしで負の連鎖だよ……』っていうのを自分で実行してみたらいいんじゃねーの？　きっかけがあれば浮上できる子がたくさんいるってわめいてたろ」

　無関心なような態度でもしっかりと考えてくれていたようで、ビミィがそんな提案をする。

　けれど、言い方からして本気ではなさそうだった。そんなことも言ってたけど、いざその立場になるとしないでしょ？　とでも言いたげに。

　そんなビミィを尻目に私の脳内では、モノクロに彩られた景色に光が射さしていくようなイメージが広がっていた。小鳥は鳴き、丘の上にある教会の鐘が高らかに響いている。シグレが風か邪ぜをひいて寝込んでいる。……って、最後の光景はなんだろう。

「それだっ!!　そうだよ、私は前に思ってたんだ！　部費が足りなくて思うように活動できなかったり、日常生活にも苦心するような生徒って結構たくさんいるの！　私はその中でも酷ひどい部類だったけど、この学園のシステムは一度負のスパイラルに陥おちいったら救済のチャンスが少ないというかっ」

　だからこそ、そういう生徒の手助けができたら素晴らしいじゃない!?　放課後楽園部は、自分たちだけじゃなくて……この学園に住まう人みんなの放課後を楽しいものにしたいのだ。

　これは、変な買い物をするよりもよっぽど有意義で実のある使い道のように思えた。

　一人で突っ走って、もう決めてしまったみたいな態度の私に、星せい鎖さ先輩とおとねちゃんが順番に黙って背中をとんと押してくれた。

　その手は優しくって、でも心強い力を貰もらえた気がする。

「だいぶ甘々なやり方のようにも思えますけど、試してみましょう！　誰にでもというわけじゃなく、藤ふじ白しろがきちんと審査させてもらいますけどっ」

「生徒がやるには大それた行動だけれど、そうしたいなら躊躇ためらう理由はないと思う」

　私の独走になんてならない。おとねちゃんも女神も、きちんと並走して……ついてきてくれている。なら、大丈夫。

　新しいことに一歩を踏み出す前って、どうしてこんなにワクワクしちゃうんだろう！　たくさんの笑顔が生まれたらいい。そう願いながら、夜まで詳細な案を相談し続けるのだった。












　積み上げるのはとてつもなく大変で、時間もかかって……でも、崩れる時は一瞬だ。

　そんな教訓をどこかで読んだか、聞いた記憶はある。

　そんなもんかねー、と思っていた。それについて深く考えることはしてこなかった。

　……まさか、それを実感する日がこんなにも早く訪れるだなんて想像もしていなかったから。

「あの……おとねちゃん、お昼ごはん食べるポイントがないからおごってくれない……？」

「なんでそんなになるまで配ってしまったんですかっ!?　エルナは限度という言葉を知らないんですかっ!?」

「私の辞書に、限界という文字はないの……」

「そういうのいいですからっ、もう!!」

　カッコいい感じで言い訳する私におとねちゃんが憤慨するのも無理はなかった。気づいた時には、というやつだ。

　放課後楽園部の活動の一環として行ったポイントの配布は、思った通り学園生活や部の運営で困っている人にきちんと行き渡るようにできた。

　ズルをして余裕があるのに貰おうとするような生徒は排除できたし、クリーンこの上ない形で成功したと言える。

　でも、でもだ。

「と、途中からなんか気持ちよくなっちゃって……ほら！　昔ばなしで笠地蔵ってあるじゃない？　雪の中寒そうにしているお地蔵さまに、自分の分がなくなっても笠をかぶせてあげるお爺じいさんの話。あのお爺さんの心境がわかったっていうかさぁ……。気分はもうお爺さんだったっていうかさぁ……」

「だからって、自分が困こん窮きゆうしたら意味ないでしょう……」

　小さな子供に言い聞かせるようなその言葉に、思わず胸が痛む。バカにされるよりも辛い。いっそ罵ってほしかった。

　星せい鎖さ先輩はこうなると薄々わかっていたようで、これでひとつ学習できたわね、とだけ言われた。なんだろうこの育てられてる感……しかも結構ハードな育成方針だよ……。

「自じ業ごう自じ得とくですっ。笠地蔵なら、お地蔵さんが恩返しにきてくれますけど……今回蒔まいた種が芽吹くのは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは難しいですからね？」

　物語のように、朝起きたらお礼の品がズラリと並んでいるかもしれないという妄想はその一言で無へと帰してしまった。

　いつかそういうことも起こり得るかもしれないけど、そんなにすぐにと期待するのは、おとねちゃんの言う通り……無理だ。

「ひもじいよう……まだ気温は高くて暑いくらいなのに、懐ふところが寒いだけで震えるくらいに凍えてしまいそうだよう……」

　常とこ夏なつ気分はどこへやら、一転して最下層まで舞い戻った私だった。

　実際には助けてくれる友達もいるし、そこまでの地獄ではないのだけど、いかんせん落差が大きすぎる。

　お腹なかがすいて飢え死にしてしまうようなことはありえないんだけど、最近食事に関しては贅ぜい沢たく三ざん昧まいだっただけに、好きなものをお腹いっぱい食べられないというだけでストレスになってしまう。

　一度自分の中の基準が上がってしまうと、元に戻すのは難易度の高いことなのだと実感した。

　徐々に慣れていきたいけど、現状はそれすらも許されない。

　こうなったら毎日偶然を装って、食事の時間が近くなったら星せい鎖さ先輩のお屋敷にいるようにして「エルナも一緒に食事をとっていく？」の一言を待つという、クルミ先生に嫌われそうな行動をとるしかないか……。




「エルナさん！　偶然ですねっ」

　思い悩んでいるところに声をかけてきてくれたのは、射い水みずアスヒくんだった。

　両手に買い物袋をぶらさげて、フラフラと落ち着かない様子で歩み寄ってくる。

　見た目は細身だけど、いつも天体望遠鏡を持ち歩いていることもあってそんなに非力ではないはずなのに、余程大量に買いこんだのだろうか。

「アスヒくん、重たそうだね～！　部屋に持って帰るところ？　よかったらお手伝いするよ」

　一歩、また一歩と踏みしめるように歩く様子を見ていると、挨あい拶さつをして素通りなんてできるはずもない。

　まるで長い旅をしてきて、ゴールまであと少し……一歩が重いけど着実に進んでいく！みたいなドラマティックなシチュエーションでもおかしくないくらいの足取りだった。

「本当ですか、ご迷惑おかけします……よろしくお願いしますっ」

　アスヒくんはふにゃっとした笑みを浮かべると、買い物袋を片方渡してくれた。

　受け取ると、予想通りずっしりと重量感がある……ものの、そんなにふらつく程ではない。

　なんなら、もうひとつ受け取っても特に問題なく持ち運べそうな印象だった。

　はっ……！　私は女の子！　ここで軽々と持ち運んでしまうのは可愛かわいくないかもしれないっ。どうにかギリギリで持てています、手が痛いよぉ～！　みたいな顔をしないと！

　自身の力の付き方がここまでだったとはと思いながら、計算高いことを考えてしまう。

　アスヒくんはそんなことで人を判断したりしないよな、と頭ではわかっていてもだ。こういう時、一応私も女子なんだなと自覚する。

　私のヘタクソな演技を見破っているのかそうでないのか、アスヒくんは何がそんなに嬉うれしいのかと思うくらいにニコニコしながら部屋へと案内してくれた。

　買い物袋に印刷された店名は、学園の敷地内にある大きなスーパーマーケットのもの。けど、私のいた場所から考えると、買い物してからアスヒくんの部屋に帰るなら結構な遠回りをして私と遭遇したことになる。

　……もしかしてアスヒくんは偶然なんかじゃなく、私が空腹で苦しんでいるのをどこからか伝え聞いてきてくれたのだろうか。

　この買い物量も、それなら頷うなずけた。

　一人で食べるような量じゃないのだ。

「ちょっと食材を買いすぎてしまって。偶然お会いしたのも何かの縁ですし、こうして手伝っていただいたお礼もしたいのでよろしければ一緒にご飯を食べていきませんか？」

　なにこの、私に気を使わせまいとする憎い心遣い！　ご飯を御ご馳ち走そうしてくれる理由まできちんと用意してくれて……天使や。天使が降臨なさった……。

　ここで遠えん慮りよしたら、せっかくのアスヒくんの優しさを袖にしてしまうことになる。

「わー、いいの!?　偶然ちょうどお腹なかがすいてたところで！」

「それは良い偶然ですっ」

　アスヒくんのぽへっとした笑顔を見ていると、今日も平和だな～と素直に思える。

　平和の象徴とされる鳥は鳩はとらしいけど、ミカグラ学園での平和の象徴はきっとアスヒくんなのだ。







「あ、あんまり観察しないでください。恥ずかしいのです……」

　アスヒくんの部屋に入るなり、重たくてどうにか持っている設定も忘れてつい買い物袋を放り投げてしまった。そしてそのまま両手を天高く突きあげる。お手上げのポーズだ。

「なにこの空間……？　一人暮らしの女子大生なの？　生活しやすさよりも部屋のおしゃれさを選ぶタイプの意識高い系女子大生の部屋なの……？」

　高校生男子の部屋というのはもっとこう、乱雑にマンガ雑誌が落ちていてお菓子の空き袋や飲みかけのジュースが散乱しており、ちょっと大人向けの雑誌が隠してあるものではないのか!?

　ベッドの下や怪しい棚を探索してみたものの、そんな雑誌は一冊たりとも見当たらない。それどころか、

「料理の本ばっかり出てきたよ……？」

　女子大生どころか主婦の部屋みたいになってきた。

　私の放り投げた買い物袋から零れ落ちた食材を拾い上げながら、アスヒくんが遠えん慮りよがちに私の暴走を止める言葉を投げかけてくる。

　きっと、発見されたら恥ずかしいものなんて何一つないに違いない。恐るべし、射い水みずアスヒくん……！

「ごめんごめん、あんまり整いすぎてる部屋だったもんだから、ついついねっ」

　考えるよりも先に体が勝手に動いてしまっていた。我ながら本当にどうかと思う、反省しないといけない。

　はー、とようやく落ち着いて、これも男子の部屋にあるとは思えないかわいい星型のクッションを借りて座りこむ。

　くんくん、と部屋の匂いをかいでみたりもする。

「なんか甘い匂いがするよ……？」

「あっ、アロマを焚たいてるからだと思います」

　女子か!?　アスヒくんの性別は本当は女子ではないのか!?　男子だという証拠を見せてはもらえないか!?　それはさすがにセクハラになるのか!?

　自分の中の男子の部屋像からあまりにかけ離れているものだから、半ばパニック状態だった。

「料理の本をたくさん取り出してますが、興味があるのですか？　よければゆっくり読んで待っていてくださいです」

　言いながら、アスヒくんがごそごそとキッチンの前で何か着ようとしていた。

　いや、噓うそでしょ……？　まさかそれって……。

「アスヒくん、それって……そのブルーで愛らしい動物がたくさんプリントされている布きれって……例の、あの……？」

「エプロンのことですか？」

　そうだった。何かの間違いかと思って目をごしごしこすってみたり自らの頰ほおを強めにはたいてみたりしたけれど見間違いなんかじゃない。

　エプロンだ。

　エプロン男子だ!!

　何かおかしいでしょうか？　と心配そうな顔をしているアスヒくんの女子力といったらもう、ストップ高を更新しまくりだった。

　もういっそ感心してしまうくらいに徹底されている。それと同時に、その姿と自分とをつい比較してしまった。

「街行く人に今の二人の姿を見てもらってどっちがより女子かを判定してもらったら、圧倒的大差で負ける気がするよ……」

　なんだろうこの敗北感。向こうに戦意はないはずなのに、勝手に戦って勝手にやられてる感。

　私が自分の世界に入り込んでいるのを察してか、アスヒくんは手早く料理を始めてしまっていた。

「ふんふんふーん♪」

　しかも鼻歌混じりである。可愛かわいい。こんな彼女がいたら、毎日料理してるところを後ろから抱きしめつつ、つまみ食いして叱られたい。そんな願望が湧き出てしまうのは自然の摂理だと思う。

　改めてキッチンを見ると、簡易的なものではなく広めの本格的な設備が揃そろっていた。調理器具も、私が見たことのないどう使うのかもわからないものまである。

「うぅ……なんか落ち着かないから私も手伝わせてもらってもいいかな？」

「もちろんです！　じゃあこの袋を破いて野菜を取り出してもらえますか？」

　そういう役割ならお任せあれ！　力任せに封を破り、野菜を取り出して洗っていく。

　キッチンに二人で並んでこうやって作業するのって、なんかいい。じわっと幸福感が体を満たしていくようで。

「終わったよ！　次は何をしたらいい？」

「えーと、そうですね。じゃあこれをかき混ぜていてくださいです」

「さっきから凄すごい簡単な、ちびっこでもできるような役割ばっかり任されてない!?　もっと難しいのを託してくれてもいいんだよ!?　包丁を持ちたいの。それで思いっきり切りたい、何でもいいから切らせて～～～！」

「こ、怖いのです……」

　はっ、驚かせてしまった。私から一番遠い場所へ、静かに包丁を置き直しているアスヒくんを見てまた反省する。

　邪魔しないように、おとなしく言われたことだけ頑張ることにしよう。

　だんだんと鍋からもいい匂いが漂ってきて、お腹なかの音が鳴ってしまう。

「ふふ、もうすぐできますよ」

　またご飯を待ちきれない子供に言い聞かせるように、アスヒくんが優しく言う。

　キッチンでエプロンをつけている時のアスヒくんは、なんだかお母さんみたいだなと思った。

　本人にそう言ったらムッとするだろうか。女子力で対抗しようとまだ気を張っていたけど、もう負けを認めよう。心の中で白旗をふりふりと振りながら、魔法のように次々と綺き麗れいに盛り付けられていく料理を見守っていた。

　お皿をテーブルに運ぶ仕事は任せんしゃい！　とばかりに張り切ったけれど、運んでいくうちに改めてその完成度に驚きよう愕がくする。

「私、こんなに可愛かわいいお皿ひとつも持ってないよ……。っていうか、料理をお皿に盛りつけるっていうこと自体あんまりした経験がないかも」

「えっ。お皿に盛りつけないでどう食べていたのですか？」

　アスヒくんも一緒になって運んでくれながら、不思議そうに聞いてくる。

「いやあの、お惣そう菜ざいを買ったらそのままお皿には盛りつけずにパックのまま食べちゃうし……。ラーメンを作ったらどんぶりに移さずお鍋のままで食べるし……。たまにお皿に盛りつけたときも、あとで食器を洗うのが面倒だからって食器にラップをかけて使ってたよ……」

　説明していて本当に悲しくなってくる。対抗戦に向けての実力だけじゃなく、女子力も磨いておくべきだった。女子高校生として青春溢あふれる学園生活を送るために必要なものをひとつ、完全に捨て去って過ごしてたよ……。

　私がだんだんと暗くなってきたのに気づいたアスヒくんが声をかけてくれる。

「どうしましたかエルナさんっ。嫌いな野菜でも入っていましたか？　それはボクが食べてあげるので心配はいらないのです」

　この優しさよ……！　私なら、例えばビミィと食事を一緒にしていたとして、相手が嫌そうに端っこに避よけている食べ物があったら、

「あれ～？　ビミィったら好物は最後にとっておくタイプだったりする～？　ふふっ、なら私のもあげるよ、はいっ」

　ぽいぽいぽいっと有無を言わさずお皿に入れてあげるだろう。このクズっぷりよ……。優しさのカケラもないどころか、優しく見せかけておいてのこの所業。完全に有罪である。

「ううん、なんでもない。ただ、アスヒくんのことを見習いたいなと思っただけ……」

　言いながら席について、声を揃そろえていただきますの挨あい拶さつをする。こうして食卓に並べられると、彩りまで計算してメニューが決められているのがよくわかる。

　見ているだけでおいしそうで、食欲が増幅されていく。それに……。

「わっ、私の好きな食べ物ばっかりだよ!?　私的フルコースが全部あるよ!?」

　そうなのだ。どこで聞いたのか、私の大好物ばかりがお皿の上を埋め尽くしていた。嫌いな野菜どころか、この中に嫌いな食べ物なんて何一つない。

「あはっ、本当ですか？　それは良かったのです！　偶然、ですね？」

　アスヒくんは軽くウインクをするようにしてそう言うと、笑いかけてくれた。

　なんだこれ……。もう嫁に来てくれ……。幸せにしてくれ……。

　幸せにする、じゃなくて幸せにしてくれという辺りが私のどうしようもないところだと思いながらも、早速料理をいただくことにする。

「神」

「えっ？」

「神の作りし料理を、私、一宮いちのみやエルナは食べさせていただいております。ありがたやありがたや……」

「ボクが作ったお料理ですよ、神様じゃなくてボクを褒ほめてくださいねっ。あっ、エルナさんもお手伝いしてくれましたから、おいしいのならもちろんエルナさんも立派ですっ」

　私は感謝した。アスヒくんをこんなにまっすぐに育てたアスヒくんのご両親に。アスヒくんを構成する全ての細胞に。アスヒくんの存在するこの宇宙に……っとこの辺りにしておこう、永遠に続くぞこの感謝。

　料理に〝お〟をつけてお料理と呼ぶ子に悪い子はいない……アスヒくんを色で例えるならば白か透明で、私はカレー色だろう。いや、もっと汚い色をイメージしてるんだけど食事の時に口に出すワードではないから控えておくけども！

　料理がおいしいと会話も弾む。夏休みのこと、放課後楽園部のこと、星の話題や友達の話。どれだけ時間をかけてゆっくり食べても、尽きることなんてなさそうだった。

　優しい人と長い時間一緒にいると、その影響を受けて自分も少しずつ優しくなれるって聞いたことがある。そんなことあり得るのかなって疑ってたけど、アスヒくんと一緒にいるとそれはあながち噓うそでもないことのように思えてくるんだ。

　会話の中で誰だれかを悪く言ったりしない。多分一番重要なことはそれで、これって簡単なようで意外と難しいことなのかなと思う。

　それができているから、きっとアスヒくんといると心地いいんだ。

「エルナさんはそうして楽しそうに笑っている時が一番素敵です。ボクが力になれる時は、いつでも声をかけてくださいねっ」

「ありがとう！　……って、素敵？　私が？　生まれた時に素敵という要素を全部お母さんのお腹なかの中に置き忘れてきたと揶や揄ゆされたこの私が……？」

　聞き捨てならない一言だった。アスヒくんのその言葉に、深い意味は込められているのだろうか。残念な女子力の持ち主の私にだってわかるぞ!?

　一度冷静になって考えてみよう。男の子の部屋で二人きり。キッチンでの共同作業とも言える料理。そしてテーブルを挟んでの食事。トドメの〝エルナさんは素敵〟。

　これって……まさか……？

　自分の中に微かすかに存在していたらしい乙女心というやつが急にむくりと起き上がる音が聞こえた気がした。

　いや、待てよ。落ち着け。シグレには素敵って言葉を二人きりの状況で無数に投げかけられていたはず。でもこのきゅんきゅんしている乙女心はウンともスンとも反応していなかった。

「なのに、アスヒくんには反応した……？」

「反応？　なんのお話ですか？　ごめんなさいです。ボク、サラダがおいしくって夢中になっていたので何か聞き逃してしまっていたかもしれないです……」

　なんだその理由。愛らしすぎるだろう……。

　アスヒくんに直接聞くことなんてできるわけもなく、頭の中でぐるぐると悩み続けることしかできない。

　聞いてみて違ったら恥ずかしいとかそういうわけではなく、いやそういう気持ちもなきにしもあらずというか、もうなんなのこれ!?

　私が黙り込んでいるのを、料理の味を嚙かみしめて食べているのだと判断したらしく、アスヒくんはうんうんと満足そうに頷うなずきながら言葉を続けた。

「ボクは、エルナさんのようになりたかったのかもしれないです。いつもキラキラと輝いて、生命力に満ち溢あふれていて……いつの間にか中心にいて周囲を引っ張っているような、そんな人に」

「そう言ってくれるのは嬉うれしいけど、私、そんな立派な人間ではないよ」

「確かに立派ではないかもしれません」

「そこ認めちゃう!?　今のところはそんなことないですよとか否定してもっと褒ほめてくれるとこじゃなかった!?　思ってた展開と違うよ!?」

　私のオーバーリアクションに、笑いが起こる。そしてアスヒくんは、冗談ですよ、と繫つなげる。

「万人が立派だと思うような……おとなしい優等生。穴が見えにくいだけで、なんとなく与えられてしまうそんなポジション。ボクはそれより、エルナさんの方がずっと素敵だと思うだけです。憧れます」

　私は、本当にそんな風には思えないけどな。これも隣の芝は青く見える、みたいな現象なのだろうか。

　憧れる、とまで言葉を尽くしてくれる。でもそれって、恋愛感情とはまた別なのだろうか。

　私の読んできた少女マンガのパターンにそんなのあったっけ!?　私の教科書代わりになってたマンガたちは従妹いとこ同士が禁断の恋愛をしたりとかの偏ったヤツが多かったから全然わからないよ!?

　そもそもの話、これまでの人生で誰だれかとお付き合いをした経験もなかった。

　女子高校生なのに！　恋愛のひとつもせず！　対抗戦のためとはいえ体を鍛きたえてバトルばかり!!

　あれ、ちょっと待って……？　私の求めていた学園生活って、楽しい放課後ってこんなのだったっけ……？

　ダラダラと冷や汗をかいてしまう。その汗に気づいたらしいアスヒくんが、冷房が弱かったですか？　とエアコンの温度を調節してくれている。優しさのパラメータがマックスの完璧超人かよ……。







　入学からこれまでのことが走そう馬ま灯とうのように頭の中を駆け巡る。

　確かに楽しい思い出ばかりだけど、思い描いていたものとは大分かけ離れていた。

　ハーレムルートに行くための選択肢、間違えたかな……？　そもそもそんなのどこかにあったかな……？

　どれだけの時間、そんなことに思考を巡らせていたのだろう。

　アスヒくんの部屋にチャイムの音が鳴り、応答を待たずに一人の少女が入ってきた。

「アスヒくん、持ってきたよー。すぐに食べるの？　ここに入れておこうか？」

　ごくごく自然な態度で、まるで勝手知ったる場所だとでもいうかのように部屋まで入り、持ってきたらしい物を冷蔵庫に入れている。

「あっ、これ賞味期限切れてるよー。この前食べきっておけばよかったねぇ」

「忘れていましたです！　ごめんなさい、捨てておいてくださいっ」

　アスヒくんの返しも、自然すぎる……ほとんど家族に対する対応だった。

　私は状況の把握に頭の中のコンピューターがフル稼働してフリーズ寸前だった。ただでさえ容量が少ない頭なのに……。

「って、誰の頭が低容量じゃい!?」

「それどんな挨あい拶さつですか……？　わたしの知らないところで流は行やってるやつですか？」

　私の自己ツッコミにそう返してくれたのは、間違いなく彼女。

　花か袋たいめいかちゃんだった。







　私がこれまでに発した声は、『って、誰だれの頭が低容量じゃい!?』だけ。

　それ以外何も言うことができず、ただただ二人の会話を聞くだけになっていた。

　私の知らない間にかなりの大型アップデートがあったようだ……データを落としても落としてもなかなか読み込みが終わらない。

「アスヒくん、ついでに洗剤も買ってきたよー。クリーニングも受け取ってきたから、クローゼットの中に入れとくね」

「いつもすみませんです」

　いつも!?　クリーニング!?　清潔なはずのワードなのに不ふ潔けつな……不ふ埒らちな香りがしてしまうのはなぜ!?　あれこれと世話を焼く花袋ちゃんに、それをいつものことのように受け止めるアスヒくん。

　ズガーン、という衝撃で殴られたように頭を抱えてしまう。












「ま、まさかこの二人いつの間に!?　あの墨ぼく汁じゆうくさかった小娘が……花か袋たいちゃんが香水っぽい香りを漂わせてるし!?」

「何を言ってるのかわかりませんけど、香水はつけてませんよ。それはただの女子としての体臭ですっ」

「墨汁くさかったのも体臭……？　オリジナリティのあるタイプの体臭だね……？」

「それ以上は怒りますよ？」

　花袋ちゃんは口ではそう言いながらも、アスヒくんを前にして満更でもなさそうな表情を浮かべていた。そもそも彼女が否定したのは匂いについてだけで、二人の関係については言及していない。

　私が知らない裏側でこんな展開が進んでいたなんて、想像もしてなかった。

　この組み合わせは確かオリエンテーリングでの優勝ペアだったとはいえ、それ以外そんなに接点も……あ、接点は私!?

　私やみんなが集まる場所に集うメンバーの中に、いつだってこの二人もいたのだ。

　そこから……というのは考えられなくもなかった。

　アスヒくんには親しげに敬語もなく話しかけているという辺りに、花袋ちゃんの距離の詰め方が伝わってくる。

「私に対してはまだ敬語混じりなのに……女って怖いよ……」

　私の独り言は幸か不幸か届くことなく、二人は親しげに会話を繰り広げていた。

「花袋さん、ありがとうございました。助かったのです」

「それじゃ、お掃除とかしようかな？　あ、まずはこのお皿から片づけていい？」

「いえ、今はお客さんがいらしているので大丈夫ですよっ。突然お願いしてすみませんでした、これでエルナさんにデザートをご馳ち走そうできますっ」

　どうやら、アスヒくんがデザートに使う食材を買い忘れていたようで、花袋ちゃんに端末でお願いしていたらしかった。

「じゃあ他に何かやることは……お洗濯とか」

「今朝自分でやりましたので空っぽですよ、お気遣いありがとうです」

　……んん？

　その会話に、何か違和感を覚えた。

　お礼を言って部屋から送り出そうとするアスヒくんに、どうにか理由を探してここにいようとする花袋ちゃん。

　彼女の態度からもう二人は……とまで想像してしまっていたけど、それは私の考えすぎだったのかもしれない。

　花か袋たいちゃんの好意は傍はたから見ていて痛いほどに伝わってくるのに、アスヒくんはそれに全く気が付いていないような気がする。

　なるほど、仲良くはなったけど、今はまだ花袋ちゃんの片思いという構図なのかな……？

　それにしてはアプローチが大胆だし、話を聞いていると部屋にもよく訪れているようだから昨日今日のアタックではなさそうだった。

　さっきは冗談っぽく香水の話をしたけど、香りだけではなく明らかに女の子らしく……大人っぽくなっているのだ、あの花袋ちゃんが。

　どちらかというと幼い印象だった彼女が、色気のようなものを手に入れている。

　どこで!?　それは一体どこで買えますか!?　って聞きたい衝動を必死で抑える。

　アスヒくんはどこまでも鈍感なのか、それとも自分が好意を寄せられる対象だなんて考えもしないのか、花袋ちゃんの全力の思わせぶりな態度にもいつものほんわかした様子で相対していた。

　これは成じよう就じゆするのに苦労するよ、花袋ちゃん……？

　二人のやり取りを横目にしながら……でも、と思い返す。

　こうやって知ってしまってからよくよく考えると、花袋ちゃんの想おもいが伝わるような光景を何度も目撃していたかもしれない。

　それなのに気が付かない私も相当な鈍感なのだろうか、と笑ってしまう。

　例えば、アスヒくんと端末でチャット会話のやり取りをしていたら、花袋ちゃんが私の手の動きを見ただけでその内容を予測し、言い当ててきたことがある。

　その時はその特殊技術に単純にびっくりしただけだったけど、今考えたらアスヒくんとのやり取りの時だけ睨にらむような眼めで私の手元を凝視していて、シグレとのチャットの時は見向きもしていなかった。

　……その時の形ぎよう相そうを改めて思うとゾッとしてしまう。

　ほとんどホラーだった。怨おん念ねんめいたものがこもっていたのかもしれない。

　それだけじゃない。私が学園内を歩いていて偶然アスヒくんと出会うと、その直後に花袋ちゃんも必ず偶然登場して会話に参加していた。

　敷地の広い学園なのに、こんなことが続くと狭く感じるね、なんて言っていたのに。

　今考えると、あれは偶然ではなかったのではっ……!?

　それ以外にも思い出せるのは、ストーカーじみたシチュエーションばかり。花袋ちゃんのキュートな笑顔が、途端に恐ろしい物に見えてしまう。

「た、たまたまだよねっ……？」

　花袋ちゃんにそう問いただす間もなく、彼女はアスヒくんの部屋から退出していってしまった。見送るアスヒくんに手を振りながら。

　……最後に私に向かって小さく笑ったのは怖い意味じゃないよね!?　友達に対する笑顔の一種ってことで受け止めていいよね!?　夜道を歩くときに気を付けなくても平気だよねーっ!?







　私の無言の叫びは、誰だれにも届くことはなかった。

「花か袋たいさんはボクがドジなのを心配してくれて、色々とお世話をしてくれているのです」

　彼女がいなくなったあと、アスヒくんはそう説明してくれた。

　ドジなのを心配して、とかそういう理由では絶対ないと思うんだけど……。

　なぜだかこの会話さえ花袋ちゃんに筒抜けになっているような妙な悪寒がして深くは立ち入らないことにした。

　どこかから見られている気さえするのだ。完全に気のせいだと思うけど。……そう思いたい。

　学園内では頻ひん繁ぱんに会うけれど、いつだって周囲には誰かしら人がいて。こうして二人だけでのんびり会話するのはなかなかないことかもしれなかった。

　会話は尽きないけれど、もし尽きたとしても、何か話さないと……間を繫がないと……という変な焦りのようなものは、アスヒくんとの間には生まれそうにない。

　それは、とても心地が良かった。

「季節毎に綺き麗れいに見える星というのは違って、日々星空は生きて変化していて……どれだけでも見ていられるんです」

「そっか。天文部の活動も充実してるみたいでよかったよ～」

　新入生にして代表という重責を担うアスヒくんが浮くようなこともなく、伸び伸びと学園生活を送れている。それだけで心にじんわりと暖かいものが広がるような感覚だった。そんな私の感情が表情に出てしまったのか、

「エルナさんは赤あか間ま先輩と同じ反応をしますねっ。なんだか嬉うれしいのです」

　なんて言われてしまう。

「最近、なんだかんだと理由を作って部屋にきてくれて……泊まって行ったりもしてくれるのですよ。悩みごととか困ってることはないか、って何もないのに何度も聞いてくれて。ないって言うとしょんぼりされてしまうから、小さなことでも相談させてもらうようにしてるのです」

「赤間くん、今そんな感じなの……？」

　アスヒくんに対して複雑な感情がありそうだったのに、随ずい分ぶん極端な変化だった。でも、その姿が想像できてしまうから面白い。

　それを知ってから食器棚を見ると、赤あか間まくんの分らしくセットで置かれているものが多かった。聞けば二人でキッチンに立つこともよくあるらしい。

　悪戦苦闘しながら料理する赤間くんをアスヒくんが優しくサポートするのが容易に想像できてしまう。

　そんな風に楽しく会話していたら、たっぷりと並べられていた料理をすっかりたいらげてしまっていた。

　きっと栄養素まで考えてメニューを組み立ててくれていたのだろう、体の端っこにまでエネルギーが行き渡ったような、満腹感を超えた充実感があった。

「デザートを用意しましょうか？　まだ食べられますよね？」

「待って！　デザートは私が用意してもいいかな？　材料は使わせてもらうね！」

　そのくらいはさせてほしかった。

　料理は確かに得意とは言えない。でも、ファミリーレストランのドリンクバーで色々なジュースを混ぜて、変な色だけど奇跡的においしい！　というジュースを作る才能があるのだ。きっとセンスはあるに違いない。

　アスヒくんがせっかく用意してくれた材料だろうに、何も文句も言わずに私のしたいようにさせてくれた。

　用意されていた材料は多た岐きにわたり、元々予定されていたデザートの完成形は私にはさっぱり予想もつかない。

　でも、そんな決められた……名前のあるデザートじゃなくてもいい。私の、私なりの心を込めたものになればそれでいいのだ。

　味なんて関係ない。そこに想おもいが入ってさえいれば……。

　色なんてドス黒くても構わない。

　匂いは臭くたっていい。

　真っ黒に焦げていたって大丈夫だ……。

　……途中から自分に言い聞かせるみたいになってきたけど、本当に食べられるものなんだろうかこれは……？

　味見するのも怖い。かといってこのまま出さないわけにもいかない。

「はい……できあがりっ」

　デザートのできあがりというよりは、あの世行きの切符のできあがりの方が相応ふさわしい気がするけど……。それでも、アスヒくんは。

「うわぁ、凄すごいですねっ。ボク、これは初めて食べるかもしれませんっ」

　嫌そうな顔なんて全くせず、ネガティブな言葉を用いずに言ってくれた。

　私もこれは食べたことがないです、なんてとてもじゃないけど言えない。

「なんていう名前のデザートなんですか？」

「名前とか……そういう概念はないかな……」

「かっこいいですっ……。ロックですっ」

　心底感動した、という感じで言ってくれるアスヒくんには、もっと人を疑うことを覚えてほしい。

　ロックでもなんでもないのだ、ただ無軌道なだけなのだ。

　なんて言えばいいだろうか、と悩んでいるうちに、彼は何の躊躇ためらいもなくその物体（図々しくもデザートと名乗っているらしい）を口に入れていた。

「こっ、これはっ……？」

「吐くならこれに！　このビニールの中にどうぞ!!」

　私が咄とつ嗟さにビニールを広げて最悪の事態への対処を用意していると、彼の続けた言葉は、

「見た目はきれいではないかもしれませんが、とてもおいしいですよっ」

　想定外の褒ほめ言葉だった。

　……そうだ。アスヒくんは心根のとても優しい子。どんなにマズくても、どんなに吐き出したくても口ではそう言ってくれるに違いなかった。

　こんなビニールは最初から必要なかった。むしろ失礼にあたる。

「エルナさんも食べてみてくださいっ」

「マジで……？」

　返しの言葉としては完全に間違ってるけど、目の前の物体を口に入れる勇気はなかなか湧いてこなかった。

　たとえば、私は人類で初めてタコを食べた人をとても尊敬している。

　あんなニョロニョロしてるの、「おっしゃ、うまいかもしれへんし食べてみよ！　この墨もいけるんちゃうか」と最初に食べた勇者が存在するのだ。

　関西弁なのはなんとなくの勝手なイメージだ。

　ウニもそうだ。「なんやこの中にトロッとしたの入ってるで！　毒入ってるかもわからへんけどいっちょなめてみるか！」と一歩を踏み出した豪ごう傑けつがいるのだ。

　またも関西弁なのは単なる偏見なので気にしないでいただきたい。

　今、私はその先人たちと同じ場所に立っているのだ。

　……いや、アスヒくんが先に食べてくれてはいるんだけどね。

　でも、何の邪気もないきらきらとした瞳ひとみでアスヒくんに勧められているのだ。ここで急に満腹を装うのは無理がある。腹痛を騙かたるのも心配されてしまうのでよくない。

「い、いただきま～すっ……」

　意を決して口に入れる。

　鼻につーんとくる刺激臭を越え、ポロポロと剝はがれ落ちる焦げを無視し、どうにでもなれという思いで咀そ嚼しやくする。

「あ、あれ!?　意外といけちゃうよ!?　何この斬新な味！」

「ですよねっ。クセになるお味です。さすがエルナさんなのですっ」

　アスヒくんはここぞとばかりに持ち上げてくれるけど、正直言って食べれなくはないけどおいしいと言い張るにはちょっと、というレベルだ。

　彼は本音を優しく隠すのがとても上手な子だった。

　誰だれのことも傷つけないようにと。真綿で包み込むように。

　だから、実は同じように私への想おもいも隠し通していたりして……？　はは、まさかそんなことはないよね～。

　そんな結論には至らない私だった。





　　　＊






　真っ暗な部屋。

　夜だというのに照明もつけず、光を通さないカーテンをしめきって月明りさえ遮ったその場所は、ただただ無音だった。

　遮音性の優れた壁は外の音のほとんどを受け入れない。

　浅い呼吸音だけが、ひんやりとした室内を漂っている。

　寝転がることさえ億おつ劫くうだというようにベッドに寄りかかって座り込んでいる男の姿を学園の生徒が見たらきっと驚くのだろう。

「ボクの……二にの宮みやシグレの抱いだかれているイメージとはかけ離れてるんだろうな」

　部屋は程よく綺き麗れいに整頓されていて、一宮いちのみやエルナのポスターが貼ってあったりもするけれど……その他は概おおむね一般的で清潔感のある高校生男子の私室。

　けれど……そこには本来あるはずの様々なものが欠落していた。

　生命力、色彩、温度。

　もちろん、それらが存在しないわけではない。

　それなのに、まるでそこに何もない空間のように感じられた。

　あるのに、ない。

　誰だれにも見られない時間までを装う余力が最も早はや残されていないのを感じていた。

「……ここは居心地がいいのか悪いのか」

　それさえも既に定かではない。

　誰の視線も気にしなくていいこの部屋では、ボクはいつもよりもずっと無表情である時が多いはずだった。

　そちらが素なのか、と問われても、そういう次元の話ではないところまできていた。

　自分という人間を見失いかけては引き戻す。

　そして、同じ場所を目指して戻ってきたはずなのにそのたびにまた違う場所に立っている……。

　そんなことの繰り返しだった。

　徒労感ばかりが蓄積されていく。

　現在地点はどこだ？

　目的地だけは明確に見えているのに。

　ずっと以前から……変わらず定まっているというのに。

　けれど、その目的地に辿たどりついてはならないということを、ボクは……二にの宮みやシグレは幼少期から知っていた。

　知って、しまっていた。

　それはとても悲しいことだ。

　けれど受け入れなければならない現実だった。







　エルナちゃんからメッセージが届いたことを知らせるために、端末が小さく光を放った。

『作ったデザートがあるから食べに来ない？』

　彼女はボクがこうしていることなど何も知らないはずなのに、暗い思考を巡らせている時に限ってこうして折よく誘ってくれる。

　引かれるくらいにテンションの高い返事を端末に連投してから、思い切り息を吐き、ゆっくりと起き上がる。

　顔の表情筋を両手の指で力強く揉みほぐすようにしながら、錆さびつきかけている心を無理やりにでも輝かせて。

　また失敗作の料理を食べさせてくれるのかな、と苦笑いを浮かべながら、部屋の扉を開けた。

　光の射さす方へと、ボクは歩いていく。

　暗闇と静寂と……そして渇望をその場所に置き去りにして。












「エルナちゅわぁぁぁぁぁんっ!!　食べにきたよっ！　ボクが全てをたいらげにっ……エルナちゃんの全てをいただきにきたよ……って、アレ？」

　シグレがフィギュアスケートの演目のように三回転ジャンプを決めながらやってきたその時には、私の作ったデザートは既に完食されていた。

　文字通りアスヒくんの部屋に飛び込んできたシグレはがっくりと力なくうなだれている。

　テンションの最高潮からの落差が凄すごすぎない？　あとチャイム慣らさずに勝手に入ってきてない？

「いつもなら私がメッセージ送ったらすぐ来るのに、最近遅いことが増えたもんね～？」

　それが寂さびしいとかでは全くもってないけれど、何か忙しいことでもあるのかなと思ってしまう。

　シグレが恨みがましい目で見つめる先に座っているのは、

「悪いねシグレさん。俺おれが残り食べちゃったよ。あー、安心して。エルナの作ったデザートはちゃんとマズかったからさ」

　手をひらひらと振りながらアスヒくんの入れてくれた紅茶を飲む赤あか間まくんだった。って、ちゃんとマズいってなに!?　そんな日本語あるの!?　私にだけ適用されるタイプのやつなの!?

「そのエルナちゃんらしいマズいデザートが、ボクは食べたかったんだぁぁぁぁぁっ!!」

　シグレもなんだか失礼なことを絶叫してアスヒくんの部屋を飛び出していってしまった。

　嵐のようにやってきて、あっという間に去っていった……。

　せっかく呼びつけたのに悪かったかな、とも思うけど、私らしくマズいデザートという発言によってその罪悪感は消し飛ばされた。もうあんなヤツに食べさせないからね！

　せめて食べる前だけは淡い期待を持って挑んでほしいのだ。そういう心意気が大事なんじゃないかって思うのだ。

　そして食べてみたらやっぱりマズかったとしても、それはそれなのだ。

　……随ずい分ぶん勝手なことを言っている気もする。でも、そんなことさえいつだって受け入れてきてくれたのが、シグレという従兄いとこだった。

「ああっ、シグレ先輩はとてもお腹なかがすいていたのかもしれないのですっ。お腹がすきすぎると、人は目が血走っておかしな行動をとることがあると本で読んだことがありますっ」

　そう言いながら、シグレにあげるつもりらしく手早く料理を始めるアスヒくん。なんていい子なの。

　でも、目が血走ってたりおかしな行動をするのはいつものことだと思うよ……？

　そのことをどういう言い回しで伝えようか悩んでしまう。

　せっかくのアスヒくんの優しい気持ちを台無しにしたくないのだ。




『大丈夫、お腹なかがすいてるとかじゃないと思う。禁断症状みたいなものだから、少し寝たら元のシグレに戻ってるよきっと』




　ダメだダメだ！　そんな言い方だと完全にヤバイ薬の弊へい害がいみたいだよね!?　禁断症状っていう言葉は避けて通らないとまずいね!?




『ちょっとアレが足りてなくて不安定になってるだけだから！』




　もっとダメだ!?　私は今なんでアレって言った!?

　私成分が足りてなくて……って言えばよかったんだけどそんなの自分で言うのは恥ずかしくて思わず濁したら不ふ穏おんすぎる感じになったよ!?

　うんうんとそんなことを悩んでいる間にも、アスヒくんは軽食を完成させてシグレを追いかけるところだった。

「い、行ってらっしゃ～い!?」

「はいっ、すみませんがゆっくりしていてくださいねっ」

　何もせずに座っている私と赤あか間まくんのことまで気遣ってくれる。

　なんかこう、人間としての出来の違いを感じてしまう。

　点数をつけるなら、アスヒくんが１００点で私は……70点くらいだ。

「自己評価結構高いね……？」

　心の中で考えていたことが小さく声に出てしまっていたらしく、赤間くんがたまらずといった感じで追及してくる。

「そうかなぁ……ちなみに赤間くんは65点だよ」

「俺おれの方が下なの!?　断固として納得いかないね！　再審査を要求するね！」

「再審査するのも私なんだけど……うーん、そういう反抗的な一面を採点対象に加えると20点になります」

「もっと下がったし……しかも下がり方激しすぎるでしょ……」

　それ以上は食い下がれば食い下がるほど点数が減っていくと察したのか、赤間くんが何か言ってくることはなかった。

　ただ、唇を嚙んで悔しそうにこちらを見ている。

　なんていじましいの……。ハンカチでも持っていたらそれを嚙かみそうな勢いだった。「きーっ！」とか言いそうな空気を醸かもし出していた。

　アスヒくんが言っていたように最近はこの部屋によく訪れるらしい赤あか間まくんは、勝手知ったるという感じで私にも紅茶を入れてくれていた。

　以前なら、アスヒくんの部屋でこんなに落ち着いている彼なんて想像が難しかっただろう。

　でも、今はごくごく自然体でここに存在していた。

「はー……」

　赤間くんが、アスヒくんが手早く作っていた軽食の残りと、私の作ったデザートが入っていたお皿とを無言で見比べたまま深い深いため息をついていた。

　深すぎて深海まで到達しそうなやつだった。

　普通の生命体では生きていけないくらいの深さのやつだった。

「赤間くんの言わんとしていることはわかるよ！　でも比べられちゃうと辛いものがあるよ!?　っていうかなんだか体調も悪かった気がするしそのせいかも！　あ、そのせいだ絶対」

「言い訳の子供っぽさが果てしなく凄すごいな……？」

「なんだか体が重くて動きにくい気がするし……あっ、デザートに何か毒でも入ってたのかも!?」

「一宮いちのみやちゃんも食べるのに自分でデザートに毒入れるの!?　そんな展開ある!?　……あれ、でもなんかそう言われたら俺おれまで体が重くなってきた気が……」

　そう言って、赤間くんがぐったりしてしまった。

　まさか私本当に毒なんて入れてないよね!?　私は本当は全然体調平気だし！

　さすがに、アスヒくんの料理のお礼にと作ったデザートに毒を入れてたら私は相当ヤバイやつである。すぐに取り押さえられるべきだ。

「一宮ちゃん悪い、水ちょうだい……」

「わ、わかりました！　ミカグラ学園で一番おいしいとされる井戸水を汲くんできま……」

「水道水でいいから……」

　張り切った私の言葉を遮って言う赤間くんのそのセリフは力なく、演技や私みたいな仮病ではなく本当に体調が悪いだろうことがわかる。

　疲れでも溜たまっていたんだろうか。

　演劇部のあれだけの大所帯を一人だけでまとめているわけではないとはいえ、一人一人にまで目を行き届かせるのは精神力を使いそうだった。

「お、お薬探さないと！　でもアスヒくんの部屋だからどこにあるかわかんない！　もし部屋を勝手に漁あさってアスヒくんらしからぬ大人向けの DVD が出てきたりしたら……どんな顔をしてアスヒくんに会えばいいの!?」

　とりあえず、と赤あか間まくんを寝かせて膝ひざ枕をする。

　おでこに手を当ててみると、なかなかの熱さだった。

　風か邪ぜかもしれない。顔も真っ赤だった。

「一宮いちのみやちゃん、俺おれの顔が熱いのは熱のせいだけじゃない気もするんだけど……」

「え？　私も風邪ひいたらお母さんとかシグレにこうしてもらってたよ!?　なんか安心するでしょ、人の体温に触れると」

　多分膝枕のことを言ってるんだろうけど、私にとって膝枕はそんなに恥ずかしいことという認識はなかった。

　それよりも今はお薬のことで頭がいっぱいなのだ。

「うーん、大人向けの DVD が出てきて、それが強烈なフェチ系のやつだったりしたら気まずいし……。透明人間になってイタズラするタイプのやつだったりしたらどうしよう……」

「具体的だね!?　絶対ないから！」












「いーや!!　そうは言うけどアスヒくんだって男子だよ。男の子の部屋にはそういういかがわしいものの百個や二百個は平気であるって知ってるよ？」

「全男子に謝れ……」

　あー、でもでもどんなものが部屋にあるのかは気になるな……。

　こんな時くらいにしかアスヒくんの部屋を自由に漁れないよね……。

　小さい頃の写真とかあるかもだし……はぁ、絶対そんなのかわいいに決まってるし……。

「もう薬よりもアスヒの部屋を漁る方に気持ちがいっているでしょ……？」

　私の思考が顔に出ていたのか、赤あか間まくんはそう言って笑った。

　その吐く息が熱くて、ちょっと心配になってしまう。

　でも表情はさっきよりも落ち着いていた。

　やっぱり膝ひざ枕はこういう時にいいのだろうと思う。

　膝枕それ自体には何も思わないけれど、こうして下からまっすぐな視線で見上げられてしまうと、距離も近いしでちょっとドキドキはしたりもする。

「少し楽になってきたよ、ありがとう一宮いちのみやちゃん」

　そう言われると私の気持ちも楽になってくる。

　体調の悪い人を目の前にすると必要以上に焦ってしまうのはよくない癖くせだった。

　赤間くんの頭に負担をかけないように足を崩して、姿勢を変える。

　その間も、赤間くんはまっすぐに私のことを見つめているようだった。

「こうやって一宮ちゃんを見ているとさ、悪いものがなくなっていくような気がするんだ」

　随ずい分ぶんと抽象的な言い回しだった。私にそんな便利な最新機能は搭載されていない。

「……赤間くん、それは例えるなら、空気清浄機みたいな存在ってこと？」

「いや、ぞうきん的なものかな……？」

「例え直すにしてももっといいのなかった!?　頭このまま地面に落っことすよ!?　突き刺すよ!?」

「ボロぞうきんじゃなくて新品のやつだよ」

「ならいいけど……」

「いいんだ!?」

　赤間くんのリアクションに二人でひとしきり笑ってから、アスヒくんに端末で風か邪ぜ薬の場所を聞くことにした。最初からそうすればよかったのに、冷静さを欠いていた証拠かもしれない。

　アスヒくんからすぐに戻りますという返事があり、それを待つ。

　安あん堵ど感かんと共に訪れたのは沈黙だった。でも、決して嫌な沈黙ではない。

　エアコンの作動する音が、静かな部屋に響いた。

　それに背中を押されるようにして、赤あか間まくんが口を開いた。

「アスヒはさ、本当に俺おれの弟によく似てる。でも本当の弟ではもちろんないんだ。そう理解しているのに、なんだかほっとけなくてついここに足を運んじゃうのは、俺の中で弟のことが解決していないせいなんだろうなって思うんだ。アスヒには……悪いと思ってる」

「そんな……アスヒくんは喜んでたよ？　赤間くんと仲良くなれて。頼りになるお兄さんみたいな存在だ、って」

　そう伝えると、赤間くんの頰ほおが僅わずかに緩んでいた。

「一宮いちのみやちゃんもミカグラ学園に姉妹校があるのは知ってるでしょ？　そこの中等部に俺の弟がいて、どうも来年にはそのまま高校に進学するらしいんだ。だから……なんでだろうな、まだ俺が代表として選ばれるのかも、弟が姉妹校で選出されるのかも未知数なのに。おかしいだろ？　ミカグラ学園と姉妹校との交流対抗戦で再会できるような、そんな確信に近い予感があるんだ」

　赤間くんは、それが嬉うれしいことのような……苦しいことのような。その狭間はざまにあるかのような複雑な表情を浮かべていた。

「それがもし実現したら……その時はなんて声をかけるの？」

「わかんないよ」

　きっと、何度も考えたんだろう。何度も想像したんだろう。

　だけど。

「今からどれだけイメージしたところで、絶対にその通りにはなりそうもない。演劇とは違うんだ。台本通りになんていかない。……けどさ」

「けど？」

「けど、その時になったら自然に言葉が生まれてくるんだと、思う。それがどんなセリフだったにせよ、俺は偽らずに口にしようと思ってるんだ」

　願わくば、私もその場に立ち会えたらいい。

　ミカグラ学園の代表の一人として、赤間くんの横に並び立って。

　なんでだろ？　赤間くんと同じで選ばれる保証なんて何も示されてはいないのに、私はそこに行ける気がしていた。

　そして……赤間くんと弟さんが心を通わせ合う光景がリアルに想像できた。

　うん、そうなるはず！

　アスヒくんもそこにいたら最高だった。

　弟さんとも仲良くなれるよ、きっと。




「アスヒのやつ、そろそろ戻る頃かな。そういえば、これ」

「うん？　これは……チケット？　なんの？」

　赤あか間まくんが膝ひざ枕から起き上がって椅い子すに座り直しながら、一枚のチケットを手渡してくれた。

　カラフルに印刷された表面を読むと……演劇部の公演の招待券と書かれている。

　裏面には演劇部の面々が今回の衣装を着た写真がプリントされていた。

「わー、凄すごい凝ってるねっ！　絶対見に行くよ、だから放課後楽園部のみんなの分もちょうだい！」

　言いながら図々しくも両手を差し出すと、素直に人数分の招待券を手渡してくれた。

「やったー！　うさ丸まるはどうやって死ぬ役なんだろ～？」

「なんで死ぬ前提で話してるのかはわからないけどね……うさ丸には、期待されてた的に伝えておくよ」

　私が喜んでいると、赤間くんが手を差し出してきた。

　なんだろう？　あっ、そういうことか！




　私は差し出された赤間くんの手のひらに自分の手をぽんと乗せてみる。

「ち、違うから！　お手を求めたわけじゃない！」

　慌てたように私のその手を振り落とそうとして……それも失礼だと思ったのかどうか思い留まっていた。

　私の手はまだお手をした状態のまま。

「チケットはタダってわけじゃないから、その分のポイントをくれってことだよっ」

「え～～～っ!?　招待券なのにポイントとるの!?　いいじゃんいいじゃん、いっぱい声出して応援するからぁ！　うさ丸が死ぬシーンでは大声で泣くからぁ！」

「野球の応援とかじゃないから！　声出して応援とかしてたらつまみ出されるからね!?　あとうさ丸が死ぬシーンないからね!?」

「死なないんだ……」

「それでそんなに落ち込まれるとは思わなかったよ……」

　それは冗談だけど、純粋に演劇部のステージが楽しみだった。

「ポイントは貸しにしといて……？」

「しっかりと取り立てるからね」

　泣きついた私に歯を見せて笑った赤間くんは、そう言いながらお手状態だった手をいつの間にかぎゅっと握りしめていた。

　あれ……？　と思うが早いか、アスヒくんが慌てて戻ってきたのを見てその手はさっと離されている。

　私の見間違いかな？　と思ってしまうくらいに一瞬の出来事で。赤あか間まくんは、アスヒくんに甘えるみたいに薬を貰いにいってしまった。

　でも、その手の暖かさがまだ余韻のように残されていて。

　赤間くんのその手はかなり熱かった。




　やっぱりまだ熱があるんだろうか？





　　　＊






　わざわざ軽食を作って持ってきてくれたアスヒ君にお礼を言って、自室へと向かう。

　エルナちゃんはとにかく人に恵まれる。

　それは彼女に備わった天性の資質だった。

　昔は、エルナちゃんに近づく性根の悪いやつはボクが……二にの宮みやシグレが全員遠ざけてやろう、なんて画策したこともあった。

　でも、そんな必要が生じたことはこれまでに一度もなかった。

　みんながみんな、エルナちゃんと触れ合うことによって……変わっていくのだ。

　どんなに歪ゆがんでいるように見えた子も、その色はどこまでも明るく変質していった。

　でも、それを一番近くで見ていたボクは……ボクは今、どんな色をしているのだろう？

　周囲を確認するようにしてから、自室の扉を開ける。

　暗闇がまるで歓迎するようにボクを包み込んだ。

　貰った食事を冷蔵庫に放り込んで、ベッドに倒れこむ。

　あんなに騒いでおいてなんだけど、食欲はまるでない。

　胸が張り裂けそうに苦しかった。

　自らを律する自制の鎖が、長年の劣化によって壊れかけているように感じていた。

　その鎖は神経に深く食い込んでいて、鈍い痛みを与えてくれる。

　最近、その痛みが日に日に増しているような感覚があった。

　楽しいこと。

　そう、楽しいことを考えよう。

　幼少期の記憶。

　それはいつだって何も欠けることなく思い出せる思い出だった……。







「わたし、大人になったらシグレのお嫁さんになる！」

「うんうん、それを10回言ってみて？」

「わたし、大人になったらシグレのお嫁さんになる！×10」

　何歳の頃だろうか。

　まだ小さなエルナちゃんが、時折嚙かみながらも嬉うれしそうにボクの言う通りにしていた。

　純粋無む垢くな彼女は、疑うということを知らない。

　裏を読むということももちろんしない。

　ただひたすらにまっすぐな女の子だった。

「じゃあ、エルナちゃんの好きな特撮ヒーローに結婚してって言われたら？」

「シグレと離婚してそっちと結婚する!!」

　……噓うそのつけない、まっすぐな少女だった。












「そ、そっか。じゃあ、もしそのヒーローが今とは違ってお酒に溺おぼれ、借金を抱えていたら？」

「そのヒーローの顔はそのままなの？」

「う、うん」

「なら更生させて結婚する！」

　顔の問題らしかった。

　真っ白が故に、これから何色にでも染まれる存在。

　それが一宮いちのみやエルナという女の子だった。

「じゃあもしヒーローの足がとてつもなく臭かったら？」

「鼻がもげるくらい？」

「うん、鼻がなくなるくらいね」

「うーん、悩むけど……シグレの足と交換してもらって、ヒーローと結婚する！」

　酷ひどい発想だった。

　悪気がない分余計に残酷だった。

　ボクは足が臭くなった上にお嫁さんまで失うのだ。なんて末路だ。

「じゃあ……」

　そうやって、何の罪もないそのヒーローの行く末をどんどん悲惨なものに変化させて、これなら？　これなら？　と例え話を繰り返す。

「んー……それならやっぱりシグレのお嫁さんになる！」

　この答えを引き出すまでに、どれだけの時間を費やしただろうか。

　それまでにヒーローはとんでもない境遇になっていた。もう数十回死んでいた。

　でも、そんなふざけた問答をすることさえ、他の何にも代えられないほどに大切で幸せな時間だった。

　彼女にとってはまだ物事をよくわかっていないが故の言葉だとしても、ボクにとっては。

「ボクが君だけのヒーローになってみせるよ」

　それは、プロポーズの言葉だった。

　伝わらなくてもいい。

　だけど、宣言だけはしておきたかった。

「くっせー!!　まだ足交換してないのにくっせー!!　もう一回、もう一回言って！」

　鼻をつまみながらキャッキャとからかってくるエルナに、真顔でもう一度繰り返した。

「……ボクが、君だけのヒーローになってみせるよ」

　その時の決意は、今もまだ変質してはいない。

　父と母が困ったような顔で、遠くからその光景を見据えていた。

　大事な話がある、と父に告げられたのは、その日の夜のことだった。












「ふわぁ～、ミカグラ学園にこんなに大きな劇場があったなんて、藤ふじ白しろは知りませんでした……。一体何人収容できるんでしょう？」

　放課後楽園部のみんなを連れて演劇部の公演へとやってきた。

　おとねちゃんだけが驚いているわけではない。

　私もよだれがたれそうなくらいにあんぐりと大きな口を開けて、入り口から全景を見渡していた。

　後方の席からでも見やすいように傾斜がついていて、どの席からでも演者さんの顔まで細やかに観劇できそうだった。

　星せい鎖さ先輩とビミィは驚いている様子がないので何度も来たことがあるのだろう。余裕の態度で飲み物を買い求めていた。

　ステージが始まる前ならば劇場内で飲むこともできるらしい。

　私にジュースを放りながら、ビミィが言う。

「ま、この劇場は滅めつ多たに使われないからな。何せ、この席数だろ？　演劇部でもなけりゃ埋められないのさ。維持費もばかにならないだろうに、こんなことに学園の予算を割くんならオイラの給料も上げてほしいぜ……」

　最後の方は雇われ教師の悲ひ哀あいに満ちていたけど、そういうことらしい。

　私とおとねちゃんのように劇場の広さに感かん嘆たんの声を上げている生徒が多いのも頷うなずけた。

「エルナ、早めに席に座ってしまわない？　こうして入り口にいたら、ほら……」

　星鎖先輩が言いながら、周囲を見なさいと目で訴えていた。

　どういうことだろう、と見回してみれば……。

「うっ、なんかいつの間にか取り囲まれてるんですけどっ……？」

　大勢の生徒が遠巻きに囲むようにして私たち一団を眺めていた。

　端末を構えて写真を撮ろうとしている生徒さえいる。

　放課後楽園部は、今やミカグラ学園において特別な存在になっているらしい。らしい、とは新聞部の離り宮きゆうルミナさんにインタビューを受ける時に聞いてはいたけれど、度々こういうことがあるのでさすがに受け入れざるを得ない。

　あの学園の女神、御み神楽かぐら星鎖を擁ようする……というだけで注目度抜群な上に、中間試戦での優勝は私が思う以上にインパクトが大きかったらしい。

「それなのに新しい入部希望者が全然来ないのはどうしてだろう……？」

「入りにくいみたいですよ、輪が既に完成してしまっているように見えて」

　私の疑問に答えてくれたのはおとねちゃんだった。

　私の手を取って、取り囲む生徒の輪を抜け出しながら続ける。

「藤ふじ白しろは、自分が入ることでこの輪をもっと大きく広げよう……っていう志を持った人が来てくれたらいいと思っていますけどねっ」

　とにかく大人数が入部すればいいという考えではないらしい。

　それと似たようなことを、星せい鎖さ先輩も言っていた気がする。

　私は、輪が完成しているなんて思ったこともないんだけどな。

　それどころか、まだ完成形……全容さえ見えてきてはいない。

　もっともっと大きなものにしていけると信じてるから。







「で、このチケット番号だとどの辺りの席なんだ？　並びの席を用意してくれてるみたいだけど」

　ビミィが招待券を確認しながら星鎖先輩に聞いていた。

　先輩は既に見当がついているようで、ついてきなさいとばかりに先導してくれていた。

　……さっきから公演が純粋に楽しみみたいな風を装っているつもりだけど、大丈夫だろうか。不安が顔に出てはいないだろうか？

　チケットを見るたびに、心臓が痛くなる。

　なぜなら、まだチケット代金となるポイントが未払いなのだ。

　席についた途端、「この招待券は無効ですね」と言われても文句は言えない立場なのだ。

　入場の時に止められることがなかったからホッとしたけど、まだまだ予断を許さない状況だった。

「こんなことなら、頑張って貯ためたポイントの使い道をもっとよく考えるんだったかなぁ……」

　そう、別にタダで見てやろうなんてつもりはさらさらなかったし！　ちゃんとチケット分のポイントは貯めていたのだ。

　でも、今回の公演のお祝いにみんなで特大のスタンドフラワーを贈ろうという話になって……。

　調子に乗ってそれにポイントを全てつぎ込んでしまったのだった。

　なんという計画性のなさ。なんという刹せつ那な主義……。

　今回ばかりは猛省してしまうけれど過ぎたことは戻らない。

「放課後楽園部からのスタンドフラワー、一番目立っていましたねっ」

　おとねちゃんもまさか自分の分のチケット代が未払いだなんて想像すらしていないだろう。

　スタンドフラワーで目立つどころか、チケット無効で警備員さんに連れ出されることでこれから最も目立つ瞬間が訪れるかもしれない恐怖は、私だけが知っているんだ……。

　オドオドしながら星せい鎖さ先輩の後について歩く。広い劇場を縦断するような形で、気づいた時には最前列まできてしまっていた。

「どうしました星鎖先輩？　行きすぎちゃいました？」

「いいえ、違うわ。ここよ」

　星鎖先輩が微笑みを浮かべて指さしたのは、最前列ど真ん中。

　誰だれがどう見ても特別席という感じで、他の席とはクッションの柔らかさも椅い子すの幅の広さも異なる、最上級の指定席で……。

「えっ!?　嬉うれしいけど逆に見づらいっていうか演劇部のみんなと目が合いそうで緊きん張ちようするんですけど！」

「えええエルナ落ち着いてください！　最前列で藤ふじ白しろたちが緊張してしまったら演者の方たちにもその緊張が伝染して、伝染したものは次々にゾンビとなりやがて世界を覆い尽くし大恐慌の大パニックです!?」

　おとねちゃんは持ち前の想像力を駆く使ししてとんでもない展開を思い描いてしまったらしく、空想のゾンビと戦うために立てこもるためのホームセンターを、端末で検索していた。

　完全にゾンビ映画の見すぎだった。

「だだだ大丈夫ですよ。たくさんゾンビが発生しても主人公である藤白だけはなぜか襲われないという感じになっているはずですっ」

　ゾンビ映画の見すぎじゃなく、ネット上のゾンビ小説の読みすぎみたいだった。

「落ち着くべきなのはおとねさんの方ね……」

　諭さとすように言いながら優ゆう雅がに座る女神は、特別席がとても似合う存在だった。

　ビミィも特に思うところはないようでその隣に座っている。

　女神とは逆に特別席に座らされているような、何かの間違いで座ってしまっているような存在だった。

「エルナ、何か失礼なこと考えてないかりゅい!?　顔でわかるんだからな！」

　えー、私そんなに顔に出るタイプだったかなぁ？　そんなこと考えてないよー、とごまかしながら席に座ると、思った以上にふっかふかだった。視界にステージしか入らないので、いざ始まってしまえば本格的に没入してしまえそうだ。

「ねえねえおとねちゃん、こんな席って普通は偉い人とか大切な人が座るんじゃないのかな!?　もしかして赤あか間まくんって私のこと……」

「え、エルナ……？」

「もしかして赤あか間まくんって私のこと、演劇の才能がありすぎる人材って思ってくれてるのかな!?　だからこの席から隅から隅まで見た上で忌き憚たんのない意見を欲しいみたいなことなのかな!?　やー、これはプレッシャーだね！　うさ丸まるにヤジを飛ばすつもりできたけどそんなことしてらんないね！」

　なるほどなるほど、そういうことならこの席のポイント代金のこともそんなに気にしなくてもいいのかもね……って、どうしておとねちゃんはあからさまに胸をなでおろしてホッとしてるんだろ？

　入場の際に貰った本格的なパンフレットを読みながらはしゃいでいると、おとねちゃんに肩を叩かれた。後ろを見てみてください、と促されてその通りにすると、

「わ、もう席が埋まってる……！　これだけの人数だと圧巻だねー」

　演劇部のみんなが普段とは違う余よ所そ行ゆきの姿で撮影されているパンフレットに夢中になっているうちに、もう開演直前の時間になっていたらしい。

　微かすかなざわめきには大きな期待感がこもっているのがわかった。

　演劇部がこれまで積み上げてきたものがどれだけ信頼を得ているかが伝わってくる。

　やがて劇場に流れていた音楽が止まり、照明が落とされる。

　いよいよ開演の瞬間だった。







　知っている顔はいつ出てくるかなとか、最前列の私たちに気づくかなとか、そんな余計なことを考えていられたのは最初だけ。

　第一声から、その世界観に引き込まれた。

　演劇部の部室で練習は何度も見てきているはずなのに、それとはまるで異質。

　誰だれが演じているとか、その人が普段はどんなキャラだとか、今日はどういう衣装で、とか。そういう雑念は全て吹き飛ばされてしまった。

　決して叶わない悲恋の物語。

　まるでそれが本当であるかのように。

　自らも介在している日常のように、それは眼前に広がっていた。

　時には踊り、時には歌い。

　ミュージカル調に繰り広げられる笑いあり、涙ありのステージに、きっと観劇している人全員が夢中になって。

　今回の演目は、端末による観劇はできないらしいのだけど、こうまで圧倒されると納得できる。

　もちろん映像で見ても楽しめるだろうけど……こうして足を運んで直接〝参加〟してこそのものなのだと思った。

　ただ観みるだけではない。客席全体が参加して、それを含めての世界に塗り替わっていく感覚は鳥肌モノだった。

　時間も忘れて、という言葉は今この時のために存在したのかもしれない。

　そう思ってしまうくらい没頭していたけれど、その物語は結末へと向かっているようだった。

　悲恋を乗り越えた赤あか間まくん演じる主人公は、その悲しみを覆い隠すように歌い踊る。

　楽しいはずなのにどこかせつなさの残るその姿に、私は魅み了りようされて……。

「って、えっ、えっ。なになに!?」

　最前列の席だけに、演劇部の面々が目の前にいる……という感覚は常にあった。

　でもこれは今までのそれとは少々異なる。

　だって。

「赤間くん、ちょっと！　あわわわ……」

　錯覚でもなんでもない。

　赤間くんに手を引かれて、私は客席からステージ上に引っ張り上げられてしまった。

　どういうことなの、と目を白黒させていると、他にも同じように何人かが客席からステージに連れてこられていた。

　なるほど、どうやらそういう趣向らしい。愉ゆ快かいな音楽が高らかに始まり、ダンスが始まった。演劇部のみんなの動きを真ま似ねするようにしてどうにかついていく。

　必死になっていると、いつの間にか赤間くんがすぐ真横にいた。

　そして私に耳打ちをしてきた。

「チケット代の貸し、ここで返してもらうよ。さあ、盛り上げてくれ一宮いちのみやちゃん♪」

　にんまりと、心底楽しんでいそうな笑みを浮かべながら、とんでもない無む茶ちやぶりをしてくれた。

「赤間くん、そんなこと私に任せちゃっていいのかな～？　おいしいところ、全部かっさらっていっちゃうよ!?」

　こういう時の私に照れや躊ちゆう躇ちよといったブレーキは全くない。

　ただアクセルを全力で踏み込むことしか知らない。

　つまり、どうなっても知らない！

　ここからは私が主役になるくらいのつもりで前に出る。

　にゃみりん先輩と赤間くんが何やらこそこそと話をしていて、まだなにか企たくらんでるのかなと訝いぶかしむけれどもういい！　いくぞっ！

「遊ゆう兎と、これで借りを返してもらったってことにしちゃって、本当にいいのぉ～？　もっとさぁ、他にエルナちゃんに要求したいこと、隠し持ってたりしてぇ～」

「う、うるさいな！　まだ幕は下りてない的な……にゃみりんもほら、一宮いちのみやちゃんと一緒になって騒いできなよ！」

　二人の会話は、私の耳に届くことはなくて。でも何を話していたのかなんて気にする暇もないくらいにはしゃいでしまっていたので、その光景はすぐに忘れ去ってしまった。

　横を見れば、うさ丸まるがステージに引っ張り上げたらしい、吹奏楽部の相良さがらあづみさんも一緒になって踊っていた。もう本当に何の遺い恨こんも残ってないんだな、と嬉うれしくなる。

　もう客席は総立ち状態で、どこからが舞台でどこからが客席かなんて境目はとうに失われているみたいだった。

　この劇場の中……この空間全てがひとつになって、汗だくになって声は嗄かれて。

　大・大・大成功で、演劇部の公演が終わった。

　余熱は冷める様子を見せずに、アナウンスは公演の終了を告げているのにもかかわらず、劇場から立ち去ろうという生徒は誰だれもいなかった。

　みんなまだ醒さめない夢の中にいるような……白はく昼ちゆう夢むから起き上がりたくないという心境なのかもしれない。

　かくいう私も全く同じだった。

　勢いのままになぜか客席に戻るのではなく、演劇部のメンバーと共に舞台袖に行ってしまうくらいに我を失っていた。







「あれぇ～？　エルナちゃん、どうしてみんなとお揃そろいの演劇部Ｔシャツまで着てるのぉ？　遊兎にもらってたっけ～？」

　にゃみりん先輩に言われて着ている服を見ると、確かにいつの間にやら無意識で着替えていたらしく演劇部のＴシャツを着ていた。

　今回の公演のグッズらしく、宣伝のために最後はみんなでこれを着てステージで挨あい拶さつしたのだ。

「覚えてない……。私、どこで着替えたの……？　それになんだか私のとは違う汗の匂いがする気が！　なにこのＴシャツ!?」

　爽やかな汗をかいたはずなのに、私の汗はさらさらでべたつかないフルーツの匂いがする汗のはずなのに、フルーツの匂いはちょっと噓うそついたけどそんな綺き麗れいな汗のはずなのに、肌にまとわりつくこのＴシャツの汗は違っていた。

「か、返してほしいっス……。ぼくのを無理やり脱がせて奪い取って着たのはそっちっスよ……？」

　上半身裸でぷるぷると震えながらそう訴えるのは、うさ丸まるだった。

「狂気に満ちた笑顔でぼくから力ずくでシャツをはぎ取る様子はホラーだったっス……。山さん賊ぞくの末まつ裔えいか何かっスか……？」

「ご、ごめんって！　で、私が元々着てた制服はどこに……？」

　どこかに投げ捨ててしまったのだろうか。テンションに任せて客席に投げたりはしていなかっただろうか、と心配になってきた。

「エルナちゃん何も覚えてないのぉ？　ほら、あれあれっ」

　にゃみりん先輩が指さしたその先には、私の制服……の上着を無理やり着せられたらしいトンきゅんの寂さびしげな背中があった。

　背を向けているから顔は見えないけど、どう見ても元気いっぱいという背中ではない。どんよりと落ち込んでいる。

「まさかあの姿で最後舞台上に立ってたの……？　っていうか私がそうさせたの……？」

「そのまさかっス……。トンきゅんの目は死んだ魚のようだったっスよ」

　大成功だったはずの公演で、まさかの後悔を抱える部員を生み出してしまったよ……。ど、どうしよう。

　かける言葉もないとはこのことかもしれない。

　助けを求めようと周りを見回してみても、自分で責任をとれと言わんばかりの視線が痛いばかりだった。

「よ、よっしゃー！　みんな、打ち上げに行くぞ───!!　大成功を祝って、今日の打ち上げ費用は放課後楽園部が出させてもらうよ───っ！」

　わー！　と演劇部一同が盛り上がる。

　トンきゅんも、落としていた肩の角度が少しだけ上向きになったような気がする。気のせいだったらどうしよう。

「そんなポイントないくせに、一宮いちのみやちゃんどうするんだ……？」

「ごめん赤あか間まくん、これも貸しにしておいて……？」

　放課後楽園部のみんなも呼んでこなくちゃ。ポイントのことを言ったら絶対おとねちゃんに怒られるけど、ううぅ……。

　撤収作業をしながら打ち上げで何を食べようかと大騒ぎの演劇部を尻目に、私の心は萎なえていくのだった。







　意外なことにというべきかどうか、おとねちゃんはもちろん、星せい鎖さ先輩からもビミィからも私が勝手に決めてしまった打ち上げ費用についてはお咎とがめがなかった。

「ふ、藤ふじ白しろはとても感動してしまいましたっ！　あんなに素敵な体験をさせてくれたんですから、文句なんてあろうはずもないですっ」

　公演グッズを両手いっぱいに抱え込んで、演劇部のみんなにサインを書いてもらうくらいにハマってしまったらしいおとねちゃんに、ビミィが苦笑いをしている。

　ビミィとしてはあまり興味がなさそうだし、星鎖先輩はといえば、

「エルナの創った部だもの。最初から無軌道さについて何も言うつもりはないわ」

　なんて、懐ふところの深すぎるお言葉をいただいた。

　ははーっ！　という感じでひれ伏したい。ありがたかった。

　演劇部の部員以外には私たちしか呼ばれていない打ち上げの席は、それでも大所帯の演劇部がほぼ総動員されているようで人数を数えるのが困難なくらいには大賑わいだった。

　星鎖先輩が急きゆう遽きよ抑えてくれた和風の居酒屋……もちろん未成年ばかりのミカグラ学園でお酒の注文なんてまずないから居酒屋と呼ぶべきかわからないけど、そういう形態の広い座敷を丸々借り切っての宴会だった。

　演劇部はみんな解放感から、飲めや（※ジュース）歌えやの乱らん痴ち気き騒さわぎ……かと思いきやそんなこともなく、エネルギーを使い果たしたのか眠っている子もちらほらと見られるくらいで。

　安あん堵どの声でお互いを称たたえあう様子が散見された。

「赤あか間まくんは……っと。あー、今度は向こうで摑まっちゃってるなぁ」

「仕方がないわね。本日の主役だもの。全員に少しずつでも声をかけて労ねぎらって、労われて。それが済むまでは彼にとっての終幕は訪れないのよ」

　なるほど、そういうものか。今日の感想を早く伝えたいって気持ちばかりが逸はやってしまうけど、星鎖先輩の言うことももっともだと思った。

「っていうか、星鎖先輩それなんですか!?　随ずい分ぶん可愛かわいらしいドリンクを飲んじゃってまあ!!　しかもちびちびと子犬のように！　抱きしめてもいいですか!?」

「抱きしめてから言わないでちょうだい。いちごミルクよ、悪い？」

　ちょっぴりすねた様子の女神も至高だった。私もあとで同じもの飲もうっと！

　ビミィは演劇部女子に謎なぞの人気があるらしく、一緒に写真を撮ってほしいと頼まれたりしている。ビミィのくせになんてことなの……？

　邪魔しにいこうかとも思ったけど、今日は演劇部の顔を立てて何もせずにいよう。命拾いしたね、ビミィ。

「うっ……。今オイラの背筋に悪寒が走ったんだけどなんだ……？」

　私の殺気だけは伝わってしまったらしく、ビミィが写真をねだられながらびくついている。

　おとねちゃんは……どんな脇役の人にも等しくサインを貰うつもりらしく、燃えまくっていた。こっちはこっちで邪魔しない方がよさそうだね……？

　でも、あんなに人見知りだった彼女が、緊きん張ちようすると黒おとねちゃんに変身してしまっていたあの子が、こうして初対面の相手に自分からどんどんいけるようになったのかと思うと感かん慨がい深くもある。

　放課後楽園部に入って、彼女も成長しているんだ。間違いなく。

　で、見た感じ、暇そうなのは……。







「ぼくのどこが暇そうだっていうんスかっ!?　今日の演目で大役を見事果たしたぼくはそりゃもう大人気で、次から次に青春の演技論を交わしに部員が訪れて……」

「あれ？　うさ丸まるって今日出てたっけ？」

「出てたっスよ！　えっ、そんな感じでくるつもりっス!?　ぼくの頑張りについて褒ほめたたえる雰囲気が微み塵じんも存在しないんスけどっ」

　うさ丸はジュースをテーブルにどんっと置きながら、激しいアクションで不満を露あらわにしていた。こぼれたジュースを、黙ってトンきゅんが拭きとってあげている。

「演技論を交わすどころか、うさ丸がセリフをとちったところを指摘されるばかりでしたね」

　冷静にトンきゅんに暴露されて、うさ丸はぐうの音も出ないようでシュンとして座り込んでしまう。

　どうやら何か失敗したのは確からしい。

　見てる側からすると全くわからなかったし、うさ丸もとってもいい味出してたと思うんだけどな。

　私が二人の間の席を空けてもらってそこに座った後も、次々に部員がうさ丸をいじりにやってくる。

「愛されてるねぇ、うさ丸」

「ぼくの知っている愛とは形が違うっス……。こういうのじゃないんスよ欲しいのは……」

　まだ公演の緊きん張ちようを引きずっている部員もいるようだったけど、うさ丸まると話すと途端に弛し緩かんしてほんわかした空気になっていく。

　多分、うさ丸はもう演劇部にとってかけがえのないキャラクターなんだろう。

　それに、落ち込むうさ丸を的確にサポートして慰なぐさめるトンきゅんが隣にいてこそ成立するポジションなのかもしれない。どの角度から見てもいいコンビだった。

「演技論ならこの私！　一宮いちのみやエルナさんと交わそうよ！　いくらでも相手になるよ、さぁさぁかかってきな！」

「な、なんでファイティングポーズとってるんスかね……？」

「え？　だって最後はお互いの意見をわからせるために拳こぶしと拳で語り合う展開になるじゃない？」

「ならないっスよ!?　なんスかその偏りに偏った演技論のイメージは!?」

　そうなの……？　殴り合いの末に、意味深に笑ってお互いを認め合うツンデレ的なやつだと思い込んでたよ？

　でも、こういう場で深いことを言い合うみたいなのって憧れちゃったりする。他の人からしたら何を話してるのか理解不能だけど、当人同士はわかってる的な。かっこいい……。

「そもそも演技とはなにかという話なんスよ！　ぼくが思うに、演技なんていうものは……」

「演技とは、虹である」

　うさ丸の熱弁を無視して、私の演技論をぶちかましていく。端的に言い表すのが粋というやつだと思い込んでいる私だった。

「虹っスか……？　う、うーん、そういう意見もあるっスね！　わかる、わかるっスよ!?」

　絶対わかっていないであろううさ丸が、頭の上にクエスチョンマークをいくつも浮かべながら言い返してきた。目が完全に泳いでいる。

「演技とは虹……。それはつまりね、七色の色彩……種類があって綺き麗れいだねってことだよ!!」

「浅ッ!?　もっと深くて含がん蓄ちくのある意味が隠されてると思ったらめちゃめちゃ浅かったっスね!?　裏を読んで考えすぎてたぼくが馬鹿みたいっスよ!?」

　そ、そうかな!?　えっ、あれっ、こういうことじゃなくて？　私なんか方向性違う？　でもトンきゅんにも静かにため息吐かれてるしダメだったってことね!?

　なんか心臓が痛くなってきた。こんなはずじゃなかった。

　そんな表現の仕方があったのか、さすがエルナちゃん！　みたいに尊敬のまなざしを一身に受ける予定だった。

　でも今浴びせられているのは冷たい視線だけだ。

「違う、待って。今のナシで。私まだ何も言ってない」

「強引すぎないっスか!?　演技とは虹って確かに言ってたっスよ！」

「それは確かに言った、そこまでは認める。でもその後の浅いやつは言ってない」

「浅いやつとまで明言してるのに、それでも言ってないと主張できる根性があっぱれっス……」

　大切なのは、信じることだよ。自分でそれを信じきることができれば、黒でも白になるんだよ！（※なりません）

　落ち着いてもう一度やり直そう。

　きっと……きっと、やり直せるよ。

　完全に己の犯したミスにもかかわらず、まるで悲劇のヒロインのような言い回しで自分を慰なぐさめる。

　そうでもしないとこの心臓の痛みは止まりそうにないのだった。

　騙だませ、自分を騙しきるんだエルナ！

「んっ、んっ！　テイク２。演技とは虹……」

「普通にテイク２って言っちゃってるっスね!?　あ、睨まないでほしいっス。黙って聞くから……」

「……じゃあテイク３。演技とは虹……。それはつまりね」

　ごくり、とうさ丸まるが唾つばを飲み込んだ音が聞こえてきた。

　トンきゅんも私がどう切り抜けるか興味津々のようで、じっとこちらを見つめている。

　やばい、ハードル高くないこれ!?　これを越えられるような内容を思いついて話し始めたわけじゃないんだけど!?

　でももう進むしかない。後戻りはできない。思いっきりＵターンして逃げることも考えたけど、今はそれで良くても今後もうさ丸との上下関係に支障が出る。

「演技とは虹……。それはつまりね、遠くから見れば一筋の光彩。でも、近くで見ると幾つもの色が折り重なって構成されている。その中のひとつが目立とうとしてもバランスが崩れてしまうし、どれかが欠けても崩れてしまう。演技とは虹のようなもの……」

　私の声帯から発せる最大限の渋い声を作って、言い切ってやった。

　我ながらなんとなくそれっぽいことを言えていたはずだ。深く考察されて細かいところをツッコまれたら、正直雰囲気だけの思いつきだから何も答えられない。

　だから、何を言われても『ふっ……』って意味深げに笑うだけにしよう。

「す……凄すごいっス！　全然浅くなかったっス！　ぼくは感かん銘めいを受けたっスよー！」

「ふっ……」

　チョロすぎるうさ丸まるは簡単に感動してしまっていた。なんて安い感動なのか。投げ売り状態か？

「ところでここにあったからあげ、最後の一個食べたっスか？　ぼくのだったんスけど……。楽しみに残しておいたやつ」

「ふっ……」

「はぁっ……!?　まさかぼくがダイエット中なのを知っていてわざと食べてくれたんっスか……!?」

「ふっ……」

　食べたいから食べただけだったんだけど、うさ丸は今にも泣きだしそうなくらいに口元を手で抑えながら驚きよう愕がくしてくれていた。

「あ、違うなら違うって言ってほしいんスけど、さっき間違って注文しちゃって、本当に注文通ってたらどうしよう？　さすがに店員さんも気づくか、ってなってた枝豆五百人前って知らないっスよね？　いやー、注文も端末だから数字を打ち間違えたらしいっス」

「ふっ……」

「え、知ってるっスか？　まさか一人で全部食べちゃったとか……？　枝豆五百人前っスよ……？」

「ふっ……」

　なんとなくおかしな展開になっているのはわかったけど、思考停止して今日はしばらくこれでいこうと決めた手前、うさ丸の話す内容はあんまり耳に入ってきていない。

　とりあえず尊敬しているような、驚いているような反応をしているのは伝わってきているので良しとしよう。うん、うまくいった。うまくいったぞ！

　その後、大食いのエルナとか豆食いのエルナとかいう異名をつけられて、なんでそうなったんだろうと悩むことになるのを、この時の私はまだ知る由もないのだった。







　気づけば、みんな最初にいた席から好き勝手に移動しているようで、仲のいい面子メンツで集まって喋しやべっているようだった。

　星せい鎖さ先輩もおとねちゃんも、いつの間にやらすぐ傍そばに座っていた。

　おとねちゃんは首尾よくサインが集まったらしくホクホク顔である。

　ビミィだけは、女子部員に捕まりっぱなしのようで遠くから面倒くさそうに対応している声が聞こえてくる。

　人の多い場所は苦手だとか、うるさいのは嫌いだとかいう人がよくいるけれど、私はこういう賑にぎやかな空間に身を置くと逆に落ち着くタイプだった。

　静かすぎるとそわそわしてしまうし、所在ないような気になってしまう。

　……というようなことを隣に座っているトンきゅんに話していたら、

「俺おれも最近そうなりつつありますよ。演劇部に入る前はその大多数と同じように、うるさい場所は苦手でしたが」

　意外なことに同意してくれた。

　トンきゅんの演劇部入部以前のことは知らないけれど、内面……考え方の変化は確実にあるみたいだった。

　それに、彼には私でも気づくくらいに大きな変化もある。

「ねえねえ、最近トンきゅんって呼ばれても本当の名前を言おうとするシーンを見てない気がするんだけど……あれはもういいの？」

「そうなんスよ！　むしろ『トンちゃん』とか微妙な間違いをされると『トンきゅんです』って指摘する始末っス」

　うさ丸まるもそのことには気づいていたようで、横から絡んできた。

　するとトンきゅんはマスクを外してドリンクを一口飲み、表情も変えずにこう言った。

「この場所に……演劇部にいる限り、トンきゅんという名前以外必要ないので」

　冷めているように……クールにも聞こえる一言だったけど、なんだか重みがある気がした。

　あきらめたんじゃない。受け入れたんだ。

「随ずい分ぶん時間がかかりましたが。今はむしろ本名で呼ばれたら反応が遅れてしまうくらいです」

「それもどうかと思うっス……」

　実家の両親が泣いちゃうよ。

　まさか大事な息子が学園で豚の役を与えられ、本人もその名前を気に入って生活しているとは思うまい。

「でも、こうなってくると本名が気になってきてしまうのは藤ふじ白しろだけですか？　言おう言おうとしている時は興味が湧かなかったのにです。押してダメなら引いてみろというヤツに藤白は引っかかってしまっていますか？　はっ、これが手口ですか!?　男の子は汚いですっ！」

　後半、勝手に妄想を膨らませて男性不信みたいになっているおとねちゃんは置いておいて、言うことには一理あった。

　今までなら、トンきゅんはトンきゅんだもん、で終わっていたはずなのになんだろうこのモヤモヤ感は。

「どうかしましたか？」

　トンきゅんは、多分こうなることを予測して狙っているわけではない。これは天然のはず。

　でも手のひらの上で弄もてあそばれてる感がヤバイ。

　そう感じているのは私とおとねちゃんだけではないようで、星せい鎖さ先輩もトンきゅんのことを静かに見つめていた。

「ずっとクイズを出題され続けたのに結局答えを知ることのできないようなむず痒がゆさがあるわね」

「答え、ずっと言おうとしてましたけど……」

　星鎖先輩が言うことに、トンきゅんが即座に反応していた。自分が責められているような空気に抵抗を感じるらしい。

　そりゃそうだ、トンきゅんはちっとも悪くない。『なんと正解はっ……！』とトンきゅん的には答えを言う寸前だったのに、それを聞こうともしなかったのは私たちなのだ。

　でも、今更本名はなんていうのかなんて聞いてしまうのもなんというか……。気恥ずかしさというか、申し訳なさみたいなものがあった。

　なんだろうこの自分勝手な感じ。

　ただ、そう考えているのは私だけではないようで、おとねちゃんも星鎖先輩もなにかを言いかけては思い留まるということを繰り返していた。

　すっきりしない……。知りたい欲求と、でも聞けないという気持ちのバトルが頭の中で熱戦を繰り広げていた。

「……あっ、そうだ！　いいこと思いついたよ」

「エルナのいいこと思いついた、からは不吉な予感しか感じ取れないのは藤ふじ白しろだけでしょうか……」

「奇遇ね、私もよ」

　おとねちゃんと星鎖先輩の反応が酷ひどいけど、気にしないのだ。今はそれよりもトンきゅんの本名問題の方が優先度が高いのだ。

「第一回！　トンきゅんの本名はこれだ！　大予想大会っ!!」

「なんでそんな大会が突然開催されるのか理解に苦しみます」

　トンきゅんの困惑は無理もなかった。

　だって今までは言おう言おうと必死になっても聞く耳も持たれなかったというのに、今度は一転手のひらを返して予想大会をするというのだ。

　でも、おとねちゃんも星せい鎖さ先輩も乗り気なので止めるつもりもないみたいだった。

「じゃあまずは私からね！　うーん、うーん……ちょっとトンきゅん、マスクとるね？　顔よく見ないと……」

「顔が名前に関係あるんですか？」

「そりゃああるよ！　名は体たいを表すっていうじゃない？　顔つきを見ればなんとなく名前なんてわかっちゃうもんだよ」

「はぁ……」

　全く納得いってなさそうなトンきゅんだけど、素直にマスクはとってくれた。

　相変わらず綺き麗れいなお顔だ。

　ぺたぺたと頰ほおに手をあててみたり、鼻をつんつんしてみたりもする。匂いを嗅いでみたりもする。

「それも名前に関係が？」

「もちろん！　大いに関係してくるね！　私の顔をよくみてごらんなさい、どこからどう見てもエルナ顔でしょ!?」

「エルナ顔とは……？」

　困惑しているトンきゅんは、私に触発されたらしい星鎖先輩とおとねちゃんにまで顔や体のいたるところを触られていた。

「なんかその状況、羨ましいっス……青春っス……」

　うさ丸まるにとっての青春の幅広さとは一体、と思いながら、されるがままになっているトンきゅんの正面に立つ。

　見えた。

　ふふふ、私には見えてしまったよ。

「トンきゅんの本名、それは……」

　ごくり、と誰だれかが唾つばを飲み込む音が聞こえたような気がした。

「伊い集じゆう院いん・カトリーヌ・ピエール・加か藤とう・さっきあんなに食べたのにまたちょっとお腹なかすいてきちゃった・雪ゆき丸まるだ!!」

　会心の解凍だと思った。トンきゅんが白旗を上げて正解だと認め、みんなに驚かれてやっぱりエルナちゃんは凄すごいな天才だなって詰め寄られると思った。名誉という名のトロフィーは私のものだと確信していた。

「えっ、一文字も合ってませんけど」

　正解を告げる前の、盛り上げを考えての溜めてからの、十分に間を取ってからのトンきゅんの発言だと思っていたのに、全く違っていた。

　ただの『本気で言ってんのか』の間だった。

「ま、またまたー！　トンきゅん……ううん、ピエールったら、最初から正解が出ちゃったらつまらないからってそんなドッキリ企画はいらないんだよ？」

「俺おれはピエールではないですし、そもそもその名前ってどこの国の人なんです？」

「苗みよう字じが複数ある辺りがオシャレすぎてぼくにはついていけないっス。あと、途中で完全にエルナの気持ちを表す文字列が挿入されてたっス」

　ドッキリとかではないようだった。周囲をくまなく確認しても隠しカメラはない。私を映し出しているのはカメラなんかではなく、トンきゅんの白い目だけだった。

「本当の本当に……さっきあんなに食べたのにまたちょっとお腹なかすいてきちゃった、ではないのね？」

「親にそんな名前を付けられてたら俺、この世に生まれ落ちたことを後悔してダークサイドに落ちてます。そしてその名前を認めたこの国を亡ほろぼすために生きていきます」

　そ、それもそうか。考えすぎが仇あだになったみたいだった。

　……それ以前の問題じゃ、なんていう正論は無敵バリアで跳ね返します。

「それよりも俺が気になるのは、一宮いちのみやさんが答えた瞬間に藤ふじ白しろさんと星せい鎖さ様が『しまったー！　先に言われたー！』みたいな表情を見せたことです」

　トンきゅんの反応しか見えていなかったけど、そんなことになっていたのか。

「だって、どう見てもピエールですもん。ピエールの要素しかないですもん」

「そうね。役所に行って名前を確認しなおしてみてはどうかしら？　そこには実はピエールと記されている可能性が……」

「ありません」

　おとねちゃんと星鎖先輩に、うさ丸まるが珍しく強めの口調で否定していた。

「わかった、じゃあピエーリオですね！」

「おとねさん、ピエーニャの可能性もあるわ」

「ピエールといい、〝ピエー〟が付くのありきなんですか……？　俺の顔はピエーというメッセージを発信しているんですか？　自分の知らないところでピエーって言ってますか？　寝言とかですか？」

　トンきゅんが自分のことがわからなくなってきた、という様子で混乱し始めてしまった。

「いいですか、一度しか言いませんからよく聞いてくださいね。俺の名前……本名は──」

　騒がしい打ち上げの席に、トンきゅんのその声はかき消されてしまった。

　でも、私たちの耳まではちゃんと届いた。

　聞いてみると、案外腑ふに落ちる名前……名は体たいを表すというのにも当てはまるように思えた。

「なるほど、いい名前で似合ってるね！　でもさっきの私の予想した名前、割と惜しくない!?」

「いえ、ですから一文字も合っていないです」

「限りなくピエールに近い名前だと思うんだけどなぁ」

「下の名前の響きだけはそうかもしれないっスけどね」

　うさ丸まるが一応という感じで同意してくれて、釈しやく然ぜんとしない様子のトンきゅんを慰なぐさめるように笑っていた。

　うん、でも。

「やっぱり本名を知った後でもトンきゅんはトンきゅんだなぁ。あと、うさ丸はやっぱりウザいんだなぁ。これからもトンきゅんって呼ばせてもらうよ！　たまにピエールとも呼ぶよ！」

「あの、しみじみとした感じで自然にぼくの悪口挟んでくるのやめてもらってもいいっスか!?　助けてほしいっス、ピエール！　あれっ、冗談っスよマスクを目隠しみたいに顔の上半分にかぶって自分の殻に閉じこもるのはやめるっス！」

　トンきゅんのまた新たな一面を見せてもらえたような気がして満足感があった。

　……トンきゅんとしては消化不良かもしれないけど、ね。







　打ち上げの席にきて、どれだけの時間が経過しただろうか。

　料理もとうになくなったというのに退席する部員の姿はなく、むしろ疲れ切っていてもこの場にいたいのか横になって眠っている姿さえ見られる。

　赤あか間まくんは相変わらず人に囲まれていた。

　ちょうど目が合い、視線で「どうかした？」と問われたので首を横に振っておく。

　私に呼ばれたのを口実に移動しようとでもしていたのか、目もく論ろ見みが外れたように溜め息をついて、赤間くんはまた話の輪の中に帰っていった。

　トンきゅんがどこかから手鏡を借りてきたようでじっとそれを見つめながら、「ピエー顔……」と真剣に自問自答しているのには他の部員も触れにくいようで、そこだけは空気が違うものの概おおむねまったりとしたいい雰囲気だった。

「おうおう、エルナも飲んでるかっつって！　熊くま野のさんが大人の味を教えてやるから、苦いけど試しに飲んでみろっつって！」

　千鳥足でそんなことを言いながら近寄ってきたのは、熊くま野のさん先輩だった。手に持っているのはビール……ではもちろんなく、単なるグレープフルーツジュースだ。確かに苦味はあるけどジュースだ。

　なんで熊野さん先輩がそれを飲んで酔っ払っているのかは全くもって不明だった。

「熊野さんの若い頃はなぁ……最近の若いもんはなってないっつって！　毎日飲んだくれてはオフサイドだっつって！」

「それを言う熊野さんも若いというか、見た目年齢でいったら藤ふじ白しろたちよりもかなり下なような……」

　おとねちゃんが口答えしているけど、それよりも私は『飲んだくれてはオフサイド』の意味を問いたい。問い詰めたい。熊野さん先輩が酔っ払ってサッカーをしている姿しか想像できないんだけどそれで合ってるの!?　それ以外だとしたらなんの比ひ喩ゆなの!?

「かーっ！　おとねはちっともわかってないからレッドカードだっつって！　熊野さんの見た目年齢は29歳くらいだし！　大人っぽい部類だもん！　そろそろ結婚に焦りだしそうな雰囲気だよっ！」

　ぷりぷりと怒りながらの大人っぽさアピールは逆に子供っぽさを助長している上に、本当に結婚したがっている大人のお姉さんにキレられそうな言いようだった。

「熊野さん先輩、なんでわざわざ一いつ升しよう瓶びんにグレープフルーツジュースを……？」

「熊っぽいでしょ？　ワイルドさが増すっつって！」

　一升瓶に熊っぽさがあるか否かの議論になると朝までかかりそうなのでそこは否定せずにスルーしよう。満足げな熊野さん先輩を見ていると可愛すぎて幸せな気分になれるのだ。

　おとねちゃんも同じ気持ちなのか、ぬいぐるみを抱きしめるみたいに熊野さん先輩を抱きかかえて自分のところに座らせていた。

「て、店長！　熊野さんは酔ってないっつって！　もう一杯だけ飲ませろっつって！」

　居酒屋の店長に酔いを咎とがめられて店からつまみ出されているような気持ちなのか、ぬいぐるみ代わりにされている現状とは辻つじ褄つまの合わないことを口走っていた。

　グレープフルーツジュースでここまで酔えるのは才能かもしれない。

　人間誰だれにでもひとつは秀ひいでた才能が与えられると聞いたことがある。

　それは仕事にできるような類たぐいのものだったり、地味すぎて自分でも気が付かない種類のものまで様々で。

　でも、もしも熊野さん先輩の才能が『ジュースでも酔える』だとしたら……。

「熊野さん先輩、強く生きてください。そのうちいいことありますよっ！」

「強く生きてるっつって！　熊並みのパワーで強者として君臨してるっつって！」

　まるで嚙かみあわない会話は、本当にお酒の席で繰り広げられている会話みたいだと思った。

　その酔っ払いが唐突にふにゃっと笑顔になる。にゃみりん先輩の姿をすぐ傍そばに発見したかららしい。

　その笑顔は公園で遊んでいたらお迎えにきた母親を発見した、みたいな安心感に包まれているようなもので。

「ママぁ……ぐぅ……」

　本当に母親を幻視でもしたのか、熊くま野のさん先輩はそう言い残して眠ってしまった。

「わたしはママじゃないよぉ？　子供を産んだことなんてな……あぁっ」

　にゃみりん先輩は途中で何かを思い出したように、意味深なところで言葉をとめた。

　産んだことないですよね!?　母性溢あふれる先輩でもさすがに産んではないですよねぇ!?

　でももしものことがあるかもしれない。年齢的には結婚もできるし不思議ではないのだ。

　聞けない。私にはとてもじゃないけど踏み込めない。これ以上一歩でも進んだら地雷を踏んでしまいそうだった。

「まるで本当は子供を産んだ経験があるみたいね？」

「星せい鎖さ先輩、地雷原を大型トラックで全速力で突き進むみたいな聞き方しますね!?　死ぬ気ですか!?　残される人の気持ちも考えてください！」












　女神のあまりにストレートな問いに、こっちが動揺してしまった。

　この人はやっぱり凄すごいお人だ……。それでこそ私の尊敬してやまない先輩だ……。

　けど、にゃみりん先輩は答えにくそうにするでもなく、あっさりと言う。

「そうなんだよねぇ。お家で子猫の出産に立ち会って手伝ったことがあってねぇ、まるでわたしが産んだ子みたいな気持ちになっちゃったんだよぉ」

　だからさっき言葉に詰まったということらしい。微笑ほほえましいけど紛らわしいな!?　星せい鎖さ先輩の突撃にはらはらした自分がバカみたいだった。

　すっかり寝息を立てている熊くま野のさん先輩がにゃみりん先輩の肩を枕代わりにしている。

　29歳の大人のお姉さんはこんなことはしない。いや、私が知らないだけでするのかな!?　計算の上で、狙っている男の前ではやるのかな!?

「遊ゆう兎とがね、最近やる気満々なんだよぉ。って言っても勘違いしないでねぇ、前からやる気はあったんだけど、その頃にも増してっていうこと～」

　にゃみりん先輩は、愛いとおしそうに熊野さん先輩の髪の毛を撫なでながらそう告げた。

　対抗戦に関しても、今日みたいな演劇部の公演活動にも意欲的ということなのだろう。

　それはとても良いことなんだろうけど……。でも、どうしてそれを私に？

　私が不思議そうな顔をしているのがわかったんだろうか。にゃみりん先輩は続けた。

「今日の公演もね、エルナちゃんに一番見てほしかったみたいなんだぁ。だから……ふふっ、特等席が用意されてたでしょ？　遊兎、みんなに何言われてもあの席のチケットだけは死守したんだよ～」

　赤あか間まくんの輝いている姿が、ずっと見ていられる特別席だった。

　途中で何度も目が合ったような気がするのはその席の場所のせいかと思っていたけど……私がちゃんと見てるか、確認してたのかな？

「だからね、いっぱいいっぱい褒ほめてあげてほしいな？　遊兎は自分からそんなことは言えないタイプだから、わたしがこっそりエルナちゃんに伝えちゃったけどっ」

　赤間くんの姿を探す。

　部員に囲まれている彼は、にゃみりん先輩が余計なことを言わないか心配でもしているんだろう、ちらちらとこちらを横目で見ながらも、絡んでくる部員たちを鬱うつ陶とうしそうにあしらっていた。

　そこに作り笑顔はない。けど、迷惑そうな素振りも全てポーズなんだろう。

　素直なようで、素直じゃないのが赤間くんなのかもしれなかった。

「これからも、放課後楽園部と演劇部は姉妹関係だからねぇ。いい距離感で付き合っていけたら嬉うれしいなぁ。遊ゆう兎とはもっと近い方が嬉しいかもだけどね～」

「にゃみりん先輩、いい距離感とはっ！　もっと近くとはこのくらいですかぁっ!?」

　言いながら、にゃみりん先輩に密着しようと企たくらんではみたものの……その行為はおとねちゃんに襟えり首くびを引っ摑まれて華麗に阻止されてしまった。

　目が怖い。摑む手がぷるぷると震えているのも恐ろしい。

　何も言ってはこないのも背筋が凍る。

　その様子をみんなに笑われながら、夜は更ふけていった。

　赤あか間まくんがようやく部員に解放されたようで、こちらにやってくる。

　近づくにつれて足早になっていくのが、なんだか愛らしかった。

　さあ、どうやって今日の感動を伝えよう？

　どれだけ言葉を尽くしても、伝えきれそうにはなかった。
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　夜の帳とばりが降り、建物の外を出歩く影は見渡す限り自分……二にの宮みやシグレ以外には見当たらなかった。

　特に校則に違反しているわけでもなければ、あくまでもミカグラ学園の敷地内なので当然危険があるわけでもない。

　でも、夜中に外をうろついてはいけません、という刷り込みが働いているのだろう。

　それはボクにとって好都合なことだった。

　まだ生温さの残る夜風は心地よく、思考を冷やしてくれるように思えた。

　車も走っていないし、街灯は足元が見える程度にささやかに照らすだけ。

　響くのは自分の足音。

　元々は、遊び疲れたエルナちゃんを見送った後にこうして散歩しながら帰ることから始まった趣味だった。

　趣味……といえるのだろうか、これは。

　でも、何か考え事や悩み事があるときには欠かせないライフワークになっていた。

　……思えば、ほとんど毎日こうして歩いているようにも思う。

　そんなにも悩み事の尽きない人生を送ってきたのかな、と自じ嘲ちようして笑ってしまう。

　誰だれかに見られていたら、夜中に一人でにやけてる人がいる、と怖がられてしまいそうな光景だけれど、夜の散歩ならばそんなことが起こるリスクも限りなく低い。

　まるで今この世界に自分しか存在しないような錯覚にも陥おちいってしまう。

　もちろんそんなわけはなくて、それぞれの建物の中では静かに寝息を立てている人が大勢いるわけだけど。

「……どうしたよ二にの宮みや。こんなところで一人で笑って。気持ち悪いな」

「リスクは低いだけで、ないわけではないんだよね……」

　感傷に浸っていたところで、突然スポットライトを当てられたような気分だった。

　簡単に言えば穴があったら入りたいくらいに恥ずかしい。

「九く頭ず竜りゆう君。気配を殺して散歩するクセ、やめない？」

「確かに女子生徒が凄すごい勢いで走って逃げていくこともままあるけどよ。ヤンキーのお化けが出るって都市伝説が流れたこともあるけど……」

　彼は彼なりに気にはしているらしい。ちょっとだけ落ち込んでいるようにも見えた。

　わざとではなく、自然と気配を殺して歩いてしまうんだろう。

　……いや、なんだそれ。忍者か？　暗殺者なのかな？

　それじゃあ、と別れてスポットライトから外れようと歩き出すと……九頭竜君も少し距離をあけて何も言わずについてくる。

　同じ方向へ向かうのだろうか、と足を止めてみる。

　……すると、九頭竜君はボクを追い抜くでもなく、不自然に少し離れたところで同じように立ち止まっていた。

「あー、早く朝になって絞りたて直送の牛乳が入荷されねぇかな……」

　強烈に白々しい独り言まで呟つぶやきながら伸びをしていた。

　なんて不自然なんだ。ごまかすのが小学生並みにヘタクソだった。

「どうしたの九頭竜君。何か相談でも？」

　果たしてボクが役に立てることだろうか、と思いながら促してみる。

　もし彼が今何か相談をしてくるとしたら、きっとそれは軽い内容ではないだろう。

　ありもしないスポットライトに眩まぶしさを感じながら、それでも彼に何かあるならばやれるだけのことはやりたい。

「相談……そうだな、そのために来たのは間違いない」

　どこか言いづらそうに、ぶっきらぼうに。

　出したい言葉はわかっているのに、どうしてもそれを言うのには高い壁が存在するかのように。

　でも、その高い壁を勢いよく乗り越えて、九頭竜君は言った。

「……無理してないか？」

「え……？」

　想像していたものとは違った。彼がボクに相談するのではなく、逆……？

　ボクから何か相談があるのではないか、という問いだろうか。

　ふむ、と考え込む。不思議だった。どうしてわかったんだろう。

　誰だれにも明かさず、一人で抱え込んで……苦しい顔なんて見せてはいないはずなのに。

　九く頭ず竜りゆう君は……京きよう摩まは、どこかでボクを見てくれていて。そして見抜いてしまったのだろうか。

　もしそうなら、ここで隠し通すのは良くないことだ。

「実はちょっと最近お腹なかまわりが気になってさ。こっそりダイエットしてたんだけど、どうしてわかったの？　無理してるように見えたかい？」

「それは知らねぇよ！　いやいや腹を見せてくんな！　自慢げにぽんぽん叩くな！　いい音させてんな！　ダイエットじゃなくて……他にあるだろ？」

　子供だましのような話の逸そらし方は通用しなかったらしい。

　同じ部屋で生活を共にした仲だ。ふとした表情で伝わってしまうものはあるのかもしれない。












　嬉うれしいことのような気もするし、そうでないようにも思える。

「親友に隠し事をするのかよ」

「だからこそさ。親友だからこそ……伏せておきたいこともあるんだよ、京きよう摩ま」

　ボクはそう言って笑った。

　上う手まく笑えているだろうか。不自然になってはいないだろうか。

「一度しか言わないからな？　……なんでも力になれることがあれば言ってくれ」

「ボクも一回しか言わないよ？　照れ臭いからね。……今、こうして話しているだけで力になってもらえてる。京摩が存在する。ここにいる。そのことに、ボクは安心するんだ」

　それは本心だった。

　噓うそ偽りのない、何の脚色も加えていない感情だ。

「ふん……。不安そうな顔で、迷子の子供みたいにフラフラと歩いてたやつのセリフじゃねーな、それは」

　彼はそう言ったきり、黙り込んでしまった。

　むすっと怒るでもなく、ボクが言わずに……誰だれにも明かさずにいたことを喋しやべるのを待つでもない。

　言いたくないなら言わなくてもいい。それなら深入りするつもりはない。

　そんな態度は、ボクの気持ちを揺らした。

　話すだけでも楽になるだとか、一人で抱え込まずに共有すれば気持ちが軽くなるだとか。

　そんな一般論の範はん疇ちゆうに収まる話ではないと思っていた。

　墓場まで持っていけばいい。

　楽になれるとしたら、大おお袈げ裟さでもなんでもなくそれはボクか……彼女が死んだその後だ。

　生きている限り抱えて、背負い続けるもの。

　それは業のようなものなのかもしれない。

　でも。

「でも、京摩になら話してもいいのかもしれない。おとぎ話だと思って聞いてくれるかい？　昔々の、お話を……」

　九く頭ず竜りゆう君は、道化のようなボクの語り口調を笑うでもなく、真剣な顔でただ頷うなずいてくれた。

　これからボクが語るのは、運命の血の系けい譜ふ。

　一宮いちのみや家と二にの宮みや家の間で紡がれ代々伝わる、そんな物語だ。
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　それは、何度繰り返されてきたのだろうか。

　もしそれが代々、毎回必ず起こることだったら、記憶は薄れずに悲劇を避けるようにして育てられるのだろう。

　でも、一宮いちのみやの家に姫が生まれ、二にの宮みやの嫡ちやく子しが男子。

　そんな限られたケースで命が誕生した時にのみ生じる……それを、ボクは呪いだと思っている。




　一宮の姫に二宮の男子が恋をして、もしも結ばれてしまったなら……。

　一宮の姫は早逝の運命を辿たどる。




　最初は、単なる偶然だと思われていた。

　けれど二度、三度と重なれば偶然とは呼べなくなる。

　原因のわからない病に倒れる一宮の姫と、残される二宮の男子。

　共に生きていこうと誓ってしまえば、その誓いは死という刃で無に帰されてしまう。

　これを呪いと呼ばずしてなんと呼べばいい？

　何代も間が開いて巻き起こるそれを、生涯で二度目撃した血族は存在しなかった。

　だから、真しん実じつ味みの薄いまま語られ続ける。

　子供にする怪かい談だん噺ばなしのように扱われることさえある。

　けれど、その呪いがもしも必然だった場合を恐れるがあまり、一宮の姫と二宮の嫡子が結ばれるのは絶対の禁きん忌きとされた。

　薄れることはあっても、伝えられないということはない。

　そして現在。

　この時代に、一宮家に姫……エルナ。二宮家に男子……ボク、シグレが生まれた。

　ボクは、幼い頃から両親からしつこいくらいに何度も言いつけられてきた。




「エルナちゃんと仲良くするのはいい。でも、決して好きになってはいけませんよ。それは、エルナちゃんのため。彼女を守るために必要なことなの。わかるわね？」




　最初は信じてなんかいなかった。

　従兄妹いとこ同士で結婚する……結ばれるということの世間体を気にして脅かしているのだとさえ思っていた。

　本家のお嬢さんであるエルナを分家の人間が好きになってはならないという古い家柄だからこその事柄なのだと思っていた。

　エルナちゃんにそれとなく探りを入れてみたことがあるけど、彼女はその禁きん忌きのことを家族から知らされてはいないらしい。

　それはそうだろう、ボクさえ言いつけを守ってさえいれば済む問題だ。

　きっと彼女に話したら笑い飛ばして「そんなの信じてるの～!?　シグレってそういうとこ純粋だよねっ」なんて言われるに違いない。

　無邪気だったボクは、最初はそんな風に軽く考えて。

　……でも、エルナちゃんと過ごす日々の中で、少しずつ彼女に惹ひかれていくのがわかって……。

　怖くなったんだ。

　もしその禁忌の呪いが真実で、ボクのせいでエルナの命が奪われてしまったら、って。

　でも、彼女を好きな気持ちは変わらなかった。

　そんなことくらいで諦められる……捨てられる想おもいではなくなっていた。

　いつからだろう？　彼女への想いの距離が縮まるたびに、夢を見るんだ。

　悲劇の道を歩んだ、一宮いちのみやと二にの宮みやの二人。

　幾つもの恋が始まり、そして一宮の姫の死によって終わる物語を、夢に見たんだ……。

　ボクは二宮の男子として追体験する。

　夢からさめて、目を覚ました時に残っている裂かれるような胸の痛みは、決して恐怖から生まれた空想なんかじゃない。

　実際に起きた出来事だとボクに教えてくれた。

　何度も恋をして、何度も守ろうとして、何度も失って、何度も涙して。

　だからといって、彼女は何も知らずに日々傍そばにいる。

　突き放すなんてとんでもない。

　君のためだから、なんていって誰だれが信じる？

　いや、彼女なら信じてくれるかもしれない。

　ううん、きっと信じてくれるだろう。

　だからといってボクから離れたりもしないのだろう。

　そんな彼女が、好きなんだ。

　結実してはいけないとわかっていても、ボクはエルナちゃんが好きなんだ。




　……気持ちは全て飲み込んで生きる。

　大人ぶって、余裕ぶって、冗談めかして。

　あつらえたキャラクターは、既に二にの宮みやシグレとして固着してしまっていた。
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「じゃあよ、俺おれが今話してるシグレも既に形成された……後付けのキャラクターだっていうのか？　だとしたら、本当のお前はどこにいるんだ？」

　九く頭ず竜りゆう君はボクの話した物語をしばらく咀そ嚼しやくするみたいに考え込み、言葉を選ぶようにして……そう言った。

　その問いに答えるのは困難だった。

　真しん摯しに向き合ってくれる彼には、誤解されたくない。

　今のボクは本当の二宮シグレではない。そういうわけではない……のかも既にわからない。

　自分というものがなんなのか、何もかもわからなくなっていた。

　……ただ唯一わかるのは、今も以前もずっと……エルナを愛しているということ。

　確信が持てるのは、それだけだった。

「なんてね！　どうだろう？　即興にしてはよくできた話だったと思わない？」

　九頭竜君はきっと一緒に悩んでくれるだろう。

　親身になって解決への糸口を探してくれるだろう。

　でも、それを強制させてはいけないと思った。

　作り話だって風を装って、「そんな話あるわけがないよな。冗談だろ」と思える道もしっかりと用意しておかなくてはいけない。

　……それは、九頭竜君のためと言いながらも自分のための逃げ道を作っただけかもしれないけれど。

「突とつ拍ぴよう子しのなさに笑われるかとも思ったけど、京きよう摩まが真剣に聞いてくれて嬉うれしかったよ」

「あ？　笑うわけねぇだろ？」

　ボクの軽口に怒りそうになる九頭竜君は、どこまでもいいやつだった。

「それに、ちょっとした牽けん制せいの意味合いもあったのかもしれない」

「牽けん制せい？　どういう意味だよそりゃ」

「最近、京きよう摩まはエルナちゃんと随ずい分ぶん仲がいいみたいだからさ。嫉しつ妬とってやつだよ」

　それにはきっと、ボクの本音が内包されていた。

　誰だれにもそんなイメージは抱かれていないだろうけど、実際のボクはなかなかに嫉妬深いんだ。

　九く頭ず竜りゆう君は焦ったように、言い訳するみたいに言い返してきた。

「え、エルナは誰とでも仲がいいだろ？　俺おれは特別じゃない……はずだ。いちいちそんなんで嫉妬してたらやってけないだろ」

　それはわかっているつもりだった。彼女は誰にでも分け隔てなく接する。

　男子相手でも他意はないのだろうけど距離が近かったりする。

「うん、やってけないんだ、ホントは」

「あ……？　シグレ……？」

　どうにかなっちゃいそうなんだよ、もう。












　演劇部の公演から一カ月くらい経たっただろうか。

　そろそろうだるような暑さは影を潜め、女子の薄着率は激減し、エルナちゃん得の季節が終わりを迎えた……と思っていた。

　それなのに、ここ最近では間違いなく一番暑くなって、汗をかいている。

　異常気象で気温が高いわけでも、オシャレをはき違えて重ね着をしまくった結果こうなったわけでもない。

　目の前の子が全ての元凶だった。

「ひ、ひみちゃん……？　もう一度言って……？　上目使いで、瞳ひとみをうるませてもう一回……！」

「えーっ、瞳をうるませるのなんて、ひみできないよー。エルナちゃん、目薬持ってない～？」

　困惑するひみちゃんに、ちょうど偶然持っていた目薬をささっと手渡して目を潤ませてもらう。そして端末を構え、録画の準備も万端だった。

　放課後、夕焼けの射さし込む教室で二人きり。

　夕焼けの赤で頰ほおが染められているのか、それとも別の理由で赤くなっているのか。

　遠くから聞こえてくる喧けん騒そうが、まるで背景音楽のように聞こえていた。

　まるで、少女マンガのワンシーンのようなシチュエーション。

　そんな中で、ひみちゃんはモジモジと言い難にくそうにしながら両手を後ろで組み……意を決したように俯うつむいていた顔を上げて私を見る。

「ひみちゃん……どうして泣いてるの？」

　私は優しくその涙を拭った。

　彼女に悲しむ姿は似合わない。いつだって天てん真しん爛らん漫まんで、弾けるような笑顔で……

「ん？　泣いてないよ～？　これはエルナちゃんに借りた目薬で……」

「それ以上言わないで!!　わかってる、私には全部わかってるの！　私に言いたいことが、あるんでしょう……？」

　私の願望をイマイチ理解してくれていないひみちゃんを無理やりに制して、強引に続行する。

　録画してある映像は何度でも見返す予定だった。食欲のない時や、なんだか頭が痛む時に見る予定だった。

　……それは明らかに風か邪ぜひいてるから薬を飲もうよ、とは思わない。ひみちゃんの可愛かわいらしい映像は万病に効く特効薬だと信じ切っている私だった。

「うん、そうなの。実はエルナちゃんに大事な相談があってねっ」

　背の高さの関係上、ひみちゃんにそのつもりがなくても上目使いで見上げられるような体勢になる。

　涙の跡もバッチリ残っていた。

　多少目薬の薬品臭さがあるものの、問題ない。映像に香りは残らないのだ。

　放課後の教室で二人きり、女の子が頰ほおを赤らめて大事な相談。

　こんなの、内容はひとつに決まってるじゃないか！　これ以上女の子から言わせるのは野や暮ぼというものだ。私も女の子なんだけど、そんな細かいことはどうだっていいのだ。

「ひみちゃん……実は私、迷ってたの。でも、ひみちゃんからそうやって押してもらえるなら、断る理由はないっていうか！」

「本当にぃ～？　わぁ……安心しちゃったよ～。でもエルナちゃんだけにしかこんなこと相談できないからね、思い切って言ってみて大正解っ！　だね！」

　私以外に相談されたら困るよ！　でも、安心しきっているひみちゃんを見ていると頑張らなきゃな、という気持ちになる。

「ひみちゃん、そうと決まったら早い方がいいよね？」

「うんうん、一日でも早くお願いしたいくらいだよ～」

「そ、そんなにまでっ……!?　ひみちゃん、私ったら鈍いところがあるから！　今までその想おもいに気が付かなくてごめんね？　任せて、準備万端整えてその瞬間を迎えられるようにするよっ！」

「準備がいるの～？　あっ、そうだよね。いきなりだと心の準備とかも必要なのかなぁ？」

「あ、それも大事！　日取りはまた追って相談するね。こいつは忙しくなってきちゃったよ～！」

　ドタバタと教室を後にする。

　ひみちゃんは嬉うれしそうに手を振って見送ってくれた。勇気を出してくれてありがと、ひみちゃん！

　さてさて、まずは何から手を付けるべきだろうか。もちろん初めての経験だから最適解なんてわかりはしない。

　経験者に話を聞こうにも、学園内の知り合いにはいないかもしれない。仮にいたとしても教職員くらいのものだろう。

「かーっ！　まさかひみちゃんからプロポーズしてくれるとは思わなかったよね！　結婚式をこんなに早く挙げるなんて想像してなかったけど、盛大な式にするぞ～！」

　もう少し順序を踏んでから、と思わなくもないけれど向こうから一歩踏み出してくれたのだ。それに応えない私なんて、私じゃないでしょう？

　夕刻を知らせるチャイムの音が、廊ろう下かに鳴り響いた。

　その音は、まるで私たちの門出を祝福する教会の鐘の音のように、私の耳には聞こえていた。

　一宮いちのみやエルナ＆八や坂さかひみ……ううん、苗みよう字じが変わるんだから一宮ひみちゃんになるのかな!?

　どうしよう、ドキドキしてきた……心臓破裂しそう！

　こうして二人の結婚式大作戦が、誰だれも知らないところでスタートしたのだった。







「誰かに相談したいところだけど……こういうのってサプライズ感が重要だったりするもんなぁ。招待したい友達はたくさんいるけど、知らせ方にも気を配りたいし」

　現実的に結婚式のことなんてイメージしたことはなかったけど、私は案外完璧主義者らしい。

　それでもこの喜びを誰にも言わずに粛しゆく々しゆくと準備するなんて到底無理なので、

「星せい鎖さ先輩にそれとなく連絡してみようっと」

　端末からメッセージで『私、幸せになります！』とだけ送信してみた。

　今はなんのことなのかわからないけど、後になってあのメッセージはこのことだったのね！　となる計算だ。

　怒ど涛とうのカタルシスが得られて、ハッピーなスパイス増量中となる予感しかしない。こういう伏線めいたものも張り巡らせていきたいものだ。

「あっ、早速返事がきた！　どれどれ、内容は……？」

　星鎖先輩からのメッセージを見て、私は胸が痛くなった。

『私は、エルナに出会ってから……放課後楽園部に入ってから、幸せになっていると思うわ』

　なに、このひみちゃんとの進展に浮かれているこの状況を一気に罪深くしてしまう重たい一撃は……？

　私、偉い人になりたい……！　そしてこの国の法律を変えて、重婚が認められるようにする……！　燃えてきた……！

　人生における大きな夢というか目標が思いがけず決まってしまった。

「それはいずれ頑張るとして、今はひみちゃんを幸せにすることを考えないとっ……」

　半泣きで端末をしまいこみ、大いなる野望を胸に抱いて走り出す。

　行くべき場所はもう決まっていた。







　ミカグラ学園の広大な敷地には、ありとあらゆる施設が立ち並んでいる。

　それこそ、未成年にはそもそも入場が禁止されている類たぐいの施設や、需要がほぼ皆無なのではないかと疑ってしまうようなお店まで、もう何か意地を張っているのではないかと思うくらいに網もう羅らされている。

　そういう施設が対抗戦のステージとして使用されるケースもあるのかもしれない。けど、ここが選ばれたのを見たことは、少なくとも私が入学してからは一度もなかった。

　そう、私が大急ぎでやってきて、その入り口で立ち尽くしている場所とは……結婚式場、なのだった。

　もちろん中に入ってみたことはないので、もしかしたら建物だけが用意されていて中に働いているスタッフは存在しないのではとも思っていた。

「っていうかめっちゃスタッフの人いるんですけど!?　入り口から中を覗のぞいてたらチラシを渡された……と思いきやそのチラシを向こうが離してくれないからそのままズルズルと引きずり込まれているんですけど～っ!?」

　私のそんな叫びにも営業スマイルを崩さないスタッフのお姉さんは、獲物に飢えた狼おおかみのように私をロックオンして式場へと半強制的に誘う。

　最初は困惑したし怯えてもいた私だったけど、

「うわぁ、綺き麗れい……！」

　式場内部の華美な装飾と、チャペルの美しさに息を吞のんでしまった。

　ぴかぴかに磨きあげられた床は輝きさえ放ち、スタッフの方々がどれだけ手をかけているのかがよくわかる。

「まあ、あまり利用者がいないから綺麗なだけなんですけどね……。教職員が主な顧客になりますから。それと、写真部や趣味でコスプレをする生徒に撮影スタジオとして貸し出すこともあって、そちらの方が利用は多いですね」

　つまり、仕事はかなり暇ということらしい。

　もちろん勤務時間中なのでムダ話もできず、端末を見ることだって当然許容されない。綺麗な場所を無心で清掃するばかりの時間……想像したら地獄だった。

「仕事中の一時間が、百時間くらいに感じられますよ」

「それ、ちょっとした刑罰じゃないです!?」

　どんな罪を犯したらそんな職に就くことになるのだろうか。

　将来が不安になってくる……。

　とはいえ、お姉さんが私の緊きん張ちようをほぐすために半ば冗談で言ってくれているのであろうことはわかっていた。

　ここで働いている人たちは、人の幸せのお手伝いをするのがきっと心底好きなのだろう。

　……でも、お客さんに飢えているというのも本心なのだろう。パンフレットをかき集めて用意してくれている姿からは、獲物を逃すまいとする獰どう猛もうさが垣かい間ま見みえて恐ろしかった。

「何やってんの？　一人で来るようなところか？　ここ」

　聞き覚えのある声で話しかけられた、と思ったらビミィがいつの間にやら後ろに立っていた。

　ビミィもここは来るのは初めてらしく、物珍しそうにキョロキョロと眺めまわしては感心している。

「言わせないでよ、ここに来る理由なんてひとつでしょ？　私に任せなさいって！」

「好きにしろよ。オイラは帰るから」

　そう言い残して、言葉通りスタスタと立ち去ろうとする。

　どうやら、私がここに引っ張り込まれるのを偶然見てしまい、心配して来てくれたようだった。

　冷たそうに聞こえる言葉の中にもホッとしたような声色があって、ほっこりとさせられる。

　ビミィ、私、幸せになるよ……！

「ちょっと待って、せっかくだからここにいて！　一緒に選ぼうよ」

「ええ……？」

　面倒なことに巻き込まれた、という態度のビミィを連れて席に戻ると、スタッフのお姉さんが目を輝かせていた。

　さっきまでとは温度感がまるで違うのはなんだろう。パンフレットも用意されていたものを全て取り下げて、急ぎ別なものを並べてくれた。

「写真撮影でのご利用かと思っていましたが、ご結婚の……お式を挙げられるご予定が？」

「そーなんですっ！　なんとなんとの逆プロポーズをされてしまって。もー突然だからびっくりしちゃって！　あ、馴なれ初そめからお話をすると二時間くらいかかりますけど聞きます!?　聞いてくれます!?」

　お姉さんは笑顔を絶やさないままに「またの機会に是非」とにこやかに言い、鮮やかにかわされてしまった。またの機会、ちゃんと訪れるのかな……？

　ビミィは隣の席に座って、欠伸あくびをしながらパンフレットをぱらぱらとめくっている。

　男性目線からの意見も欲しいと思って残ってもらったんだけど、参考になることを言ってくれるかどうか……。

「明るい花嫁さまで旦だん那な様もお幸せですねっ！　細かいことをたくさん決めなくてはなりませんが、まずはせっかくですからドレスを試着してみませんか？」

「試着できるんですか!?　してみますしてみます、全種類制覇するまで帰らない覚悟です！」

「いえ、閉店時間になったらお帰りください」

　そこは意外とシビアだった。

　……でも、本番は私がタキシードでひみちゃんがウエディングドレスのつもりでいたんだけど試着はどうしよう？

　今ここにいるのは私とビミィだけ。

　つまりできることとしては……。

「なんでオイラがタキシード着てるんだ？」

「あら、大変よくお似合いですよ！　フーセンガムは衣装についてしまうといけないので今はやめていただいてもよろしいですか？」

　できることとしては、私の代わりにビミィにタキシード姿になってもらって、私はひみちゃんが着たら……という想定でウエディングドレスを試着させてもらうことだった。

　お姉さんはビミィのフーセンガムを強制的に割り、ネクタイを締めてあげていた。

　されるがままのビミィのことを完全に私の恋人だと……今回の新郎だと勘違いしているような空気だけど、いずれ訂正すればいいだろう。

　そして私は私で、カーテンで仕切られた隣の試着スペースで別のスタッフさんにドレスを着せてもらっていた。

「うわぁ、ちょっと感動して泣きそう……」

「そうですよね、泣いてしまう花嫁さんも多いんですよ」

　スタッフさんが同意してくれたけど、私の思っているところはちょっと違っていた。

　このドレスをひみちゃんが着ている姿を想像したら可愛かわいらしすぎて泣きそう、ということなのだ。

　今、これを着ている私のことはどうだっていいのだ。私にこんな純白のドレスが似合うとも思えない。着せられている感が半端なかった。

　軽くヘアメイクまでしてもらっても、私というフィルターを通して鏡に映るのは、ひみちゃんに変換された花嫁姿だった。

　だから、思わず口に出てしまう言葉はひみちゃんをイメージしてのものだ。

「うわぁ、超かわいい……。花嫁史上最高のキュートさかも……」

「そ、そうかもしれませんねっ」

　スタッフさんが思いっきりひいていた。それは言いすぎだろ、って顔してた。

「このドレス姿を撮った写真を空からばらまいたら、世界中から争いがなくなるような気がしてきた……」

「世界中からごみ処理料金の請求が届くだけのような……いえなんでもありませんっ。おっしゃる通りですね！」

　スタッフさん、本音が出かけてたけどプロとして軌道修正をしていた。それが上う手まくいっているかどうかは別として、その根性は素晴らしい。

　何度だって言うけど、鏡に映る自分の姿を見て言っているんじゃないよ？　ひみちゃんと差し替えた姿を思って言ってるんだよ？

　自分のことを言ってるんだとしたら相当痛いヤツだった。

　……スタッフさんの目が相当痛いヤツを見るように私に向けられているような気がするのは考えすぎだと思うことにする。

　アイドルが撮影会でとるようなポーズを鏡の前で色々と試しているのも、全てはひみちゃんだったらで変換しているのだ。

　まるで私がノリノリみたいになってるけど、そういう訳では決してないのだ。

　そうこうしている内にビミィの方も着替えが整ったようで、間を仕切るカーテンが開けられた。

「わぁ……こうなるんだ」

　大人とは思えないベビーフェイスのビミィがタキシードなんて着てると無理があって笑えちゃう……と思っていたのに、案外それらしく見えるものだった。

「ビミィ、一着目だけどそれなかなかいいんじゃない？　大人っぽくなるというか、中学生くらいに見えるよ」

「いつもは何才児に見えてるんだりゅい!?」

　あ、忘れかけてたけどビミィが似合うかどうかは二の次なんだった。タキシードは私が着るんだから。

　うーん、ひみちゃんの時とは違って自分が着た場合っていうイメージがまるで湧いてこない。

　あ、もしかして逆だった？　私はそのままタキシードを着て、ビミィにドレスを着てもらうべきだったのでは？

　ビミィ本人がそれを嫌がるかどうかということを完璧に置いてけぼりにした勝手すぎる悩みを繰り広げていると、

「ふん、エルナも……悪くはないぜ？　喋しやべらないで黙ってたらもっといいけどさ」

「どういう意味～!?」

　ビミィが思わぬ言葉をかけてくれた。

　褒ほめてくれてるんだろうけど、照れ隠しなのか、褒めるだけでは終わらないのが彼らしかった。

　一着着てみて、ドレスの試着には思っていた以上に時間がかかるということが判明した。

　……私が騒ぎながら着ているからかもしれないけど。

　時計を見ると、いつの間にやらなかなかの時間になってしまっていた。

　というわけで、ドレスを着たままなのにスタッフのお姉さんに着席を促される。

　ビミィも隣に座ったところで、お姉さんが取り出してきたのは契約書だった。

　完全に仕留めに来てるよ……？　帰って考えさせる前に決めさせてしまおうとしてるよ……？

　日取りや式の人数、料理のことなど何もかもが未定なのに気が早すぎやしないだろうか。

「あくまでも仮の、仮押さえの契約書ですので！」

　お姉さんは気楽にいこうということを強調してくるけど、印いん鑑かんを押す場所の多さからはそんな軽さは全く伝わってこない。

　取り返しのつかない代しろ物ものだと私にだってわかる。

　ビミィは知らんぷりで、私が招いた事態なんだから自分で解決しろと言っているみたいだった。

　それはごもっともなんだけど、助け舟くらいは出してくれたっていいじゃない……？

　豪ごう華か客船での助け舟とは言わない、そんな贅ぜい沢たくは言わないから、手て漕こぎの船でいいからどうにか出してはもらえませんかね？

「あの、今日はハンコを持ってきてないので」

「拇ぼ印いんで結構ですよ？」

　お姉さんに逃がす気はなさそうだった。

　そもそもいくらかかるんだろう結婚式って。

　ミカグラ学園にある式場だからポイントで支払えるんだろうけど、膨ぼう大だいな額を請求される予感がある。

　ドレスに染みができてしまうくらいに汗が噴き出してきそうだったけど、ドレスを汚してしまったら余計に逃げ場を失うと思って根性で汗を止める。

　根性で汗って止まるんだ……。と驚く余裕もなく、この場をどうやって切り抜けようかと考えていると……。

「あ───っ！　エルナちゃんってばこんなところに隠れてたー！」

　走って探しでもしていたのか、ぜえぜえと息を切らせて登場したのはひみちゃんだった。

「隠れ……？　あ、端末見てなかったけどいっぱいメッセージきてる！　気づかなかったごめん！」

　メッセージをどんなに送っても反応がないから、位置情報から直接来てくれたらしかった。そんなにも急な用事があったんだろうか？

「さっ、行くよん！　今なら時間とってくれるらしいの！　急いで急いでっ」

　言いながら、ひみちゃんは私の手を取って式場の出口へと走る。

　ウエディングドレス姿についてはノーコメントな上に、特に着替える時間も与えてくれないらしい。

　さながら、結婚式の最中に「ちょっと待ったー！」と言って本当に好きな人に式から連れ出されるヒロインのような気分だった。

　悪くない、悪くないよ!?

　ひみちゃんがタキシード姿で私を連れ去ろうとしている幻視さえしてしまってるよ!?

　残されたビミィは啞あ然ぜんとそれを見送る……わけではなく、これで開放されるとばかりに早速タキシードの上着を脱いでいた。












　焦ったのは、スタッフのお姉さんである。

　話の成り行き上、お姉さんはビミィが新郎で私が新婦だという前提で試着を勧めてくれていたようだった。

　つまり、お姉さんから見てこの場面は、文字通り婚約者が連れ去られるシーンにしか見えていないはず。

「えっ、あれっ……？　連れ去られるのも女の子で、連れ去るのも女の子だし、あれっ……？」

　困惑するさまは可哀かわい想そうなくらいだった。こんな状況に遭遇するのは当然初めてなのだろう、あたふたしながらビミィにフォローを入れていた。

「ど、ドンマイです！　契約を決めてしまう前でよかったと思いましょう！　前向きに、ですよ！」

　フォローに無理があった。

　きっと結婚を後押しするためのキーワードのレパートリーは豊富にお姉さんの辞書に記されているんだろうけど、こんな時のためのページについては真っ白に違いない。

「オイラの仕事って、こういうことだったっけ……？」

　学園の講師として思い描いていた理想と現実とのギャップに押しつぶされそれそうになりながら考え込むビミィは、足取り重く私とひみちゃんの後を追うように歩きだした。

「ひっ……。事件だけは起こさないでくださいね……」

　スタッフのお姉さんから見れば、復ふく讐しゆうに燃える男にしか見えないのだろう。

　ガタガタと震えながら見送って、着たままのタキシードについては何も触れられないのも、致し方ないことなのかもしれなかった。







　ウエディングドレス姿のまま走っても余計に時間がかかることに気づいたひみちゃんに許可を貰って、一度ドレスを返して着替えに戻る。

　スタッフのお姉さんには気まずそうな反応をされてしまったけれど、説明をする間もなく再びひみちゃんに急せかされて出ていく。

　あまりの慌ただしさにどこへ連れていかれるのかと思えば、向かった先は放課後楽園部の部室だった。

「あれ？　到着？　ここで何かあるの？」

「のー！　答えはのーだよエルナちゃん！　電車で言えばここで乗り換えて、また別の駅へ向かう感じかな～！」

　なんで電車で例えられたのかさっぱりわからないけれど、わかりやすくはあったので追及しないことにする。

　それでも、急いでいるのは間違いないらしかった。

　ただ、てきぱきと行動するというよりは、素早く動いているのに明らかに無駄と言うか意味のないアクションが多いだけのようにみえた。

　ドアノブを開ける時も普通に回せばいいのに、高速でガチャガチャガチャッ！　と数回余計に回してみたりしている。

　確かに慌ただしい感は出てるんだけど、たぶん時間は余計にかかっていた。

「あ～！　大急ぎだ！　大慌てだなぁ～！」

　嬉うれしそうにそんな台詞せりふまで言ってみたりして、まるで『忙しい大人ごっこ』をするちびっ子のようだった。

　なんて愛らしいの……？　本当に年上の先輩なの……？　生年月日を間違えて学校に通ってしまっているとかではないの……？

　ひみちゃん一人に『忙しい大人ごっこ』をさせるわけにはいかない。

　一緒に楽しまなくては！　という義務感に襲われる。

「ぐああああああああぁぁ!!　納期が！　締め切りが！　追われる、怒られる、殺されるぅぅぅ！　急いでやらなくちゃ……でもやれるのか……？　今までやれなかったのに今からの短時間で急にやれるか……？　無理だ、終わりだ……」

　頭をかきむしりながら、遠いどこかを見つめる瞳ひとみまで表現して、自分なりの忙しい大人を熱演してみた。

「え、エルナちゃん？　なんか怖いよぅ……」

「ご、ごめん！　何かに乗り移られたみたいになってたよ！」

　あまりにも迫真過すたようで、ひみちゃんを怯えさせてしまった。

　小動物のようにぷるぷると小刻みに震えているひみちゃん。

　通常よりもハイスピードで震えているような気がするのは、もしやそれすらも急いでいるのだろうか……？







「大事な相談のことなんだけどね、ひみの方からもアプローチしたら、このすぐ後なら時間をとってもらえることになったんだよ～」

「アプローチ……？　時間をとってもらう……？」

　私との結婚についてだろうか。

　あ、まさか親戚であるシグレに挨あい拶さつをしておきたいとか!?　筋を通す意味で話しておきたいとかかな!?

　シグレはなんて言うだろうか。ショックで泡を吹いて気絶でもしたらどうしよう。

　でも、シグレは時間をとってもらう、というほどレアな存在ではどう考えてもない。

　だとしたら一体誰だれ……？

「エルナちゃんが私と同じ気持ちで安心しちゃったよ～。先生が人間の姿で歩いてるの、なんだか慣れなくって！」

　お、おやおや……？　先生ってビミィのことだよね？

　なんだか話の雲行きが怪しくなってきましたよ……？　大事な相談って、それ？

　ひみちゃんの言っていたことを思い返してみる。




「うんうん、一日でも早くお願いしたいくらいだよ～」

　一日でも早くビミィに元の姿に戻ってほしかった？




「準備がいるの～？　あっ、そうだよね。いきなりだと心の準備とかも必要なのかなぁ？」

　ビミィも私も元のショッキングな姿に戻るには心の準備が必要？




　あっ。

　パズルのピースがはまる音が聞こえてしまった。

　私、パズルの完成予想図、全然違うの想像しちゃってた。

　あんなに張り切っていた時間はなんだったんだろうか。

「先生のキャラもね、人間モードの時はピンと来ないんだよね～。モンスターモードの時の方がしっくりくると思わないかな？」

　可愛かわいらしい笑顔で非常なことを言うひみちゃんが、少しだけ怖い……。

　ビミィの意向は完全無視だった。

　……モンスターモードっていうんだ、あの姿。

　そんなところにも衝撃を受けながら、ひみちゃんの相談内容はそれだと最初からわかっていたよという風に話を合わせる。

　あまりに無邪気に語るその姿に、頷うなずく以外の選択肢は用意されていないのだった。

　もしかすると、ミカグラ学園で最強の存在ってひみちゃんなんじゃ……？

　この可愛かわいい先輩に言われたら、誰も何も断れないような気がした。

「それでね、先生の姿については学園長先生が全ての権限を握ってるんだって聞いたから、この後なら時間をとってもらえることになったんだよ～」

「他者に容姿の権限を握られているビミィって……」

　ある日突然アフロにされたりする可能性もゼロではないということだ。

　ある日突然女の子になっても不思議はないということなのだ。

「そんなの、絶対心がおかしくなっちゃう……」

　人間の姿になってからどこか気だるげに生きているようにも見えるビミィだけど、そんな事情を抱えていれば無理もなかった。

「……だったらさ、今の姿に馴な染じめないとしても、元の気持ち悪いアレじゃなくって……もっと誰だれからも愛されるような容姿にしてあげてもらおうよ！」

「エルナちゃんってばわかってる～！　ひみもそう思ってたんだよっ。で、これにっ」

　ひみちゃんが言いながら取り出したのは、大きな画用紙だった。

　クレヨンも添えられているのは、これで色塗りもしようということだろう。

「それぞれアイディアを出し合ってお絵かきして、学園長先生に手渡そう！」

　むん！　と張り切った様子のひみちゃんに、ノーと言える人間はいないと思った。







　画用紙が特大サイズのため、テーブルに置くこともできずに床に直に敷くような形になる。それをひみちゃんが見下ろすと、手には大筆を持ち書道が始まりそう、と思うはずなんだけど……。

「ひみちゃん、その幼稚園児みたいなクレヨンの持ち方ってどうなの？　持つっていうより握るっていう感じの持ち方でちゃんと描けるの!?」

　ひみちゃんは筆やお箸の持ち方は綺き麗れいだった記憶があるのに、どうしてクレヨンだけこうなるんだろうか。かわいいからいいけども。

「まっかせといてよ～！　これでも幼稚園のとき、よくがんばりました賞を貰ったことだってあるもんね～」

　それって全員が貰もらえる賞ではなくてだよね……？　ちゃんと描いて出したらそれだけで無条件ではなまるをもらえるヤツではないよね……？

　って、ひみちゃんのことばかり気にしていたら進まない。私もちゃんとビミィの姿を考えないと！

　なんてったってこれにビミィの将来がかかっているって言っても過言でもないもんね！

　スラスラと鼻歌混じり……なぜか童どう謡ようの『ぞうさん』を口ずさみながら描き進めるひみちゃんを尻目に、私はまだ何も手を付けられていない状況だった。

「エルナちゃん、急いで急いで～！　学園長先生、遅くなると帰っちゃうみたいなんだよ～」

「わかってる、大丈夫。私は夏休みの宿題に一切手を付けずに、最終日にラストスパートをかけて一気に終わらせようとして間に合わないタイプだから大丈夫」

「それ、大丈夫じゃないよねぇ……？」

　それよりも、横目に見えてしまったひみちゃんの描きかけの絵が、童どう謡ようの『ぞうさん』に引っ張られたのか明らかに鼻が長くなっているのが気がかりだった。

　あそこから取り返せるの!?　ビミィの語尾は『りゅい！』じゃなくて『ぱおーん！』になるの!?

　だめだ、妄想が止まらなくなってきた。頭の中でビミィが七変化を繰り広げていく。

　ハムスターのような姿になったビミィは、回し車でひたすら遊ぶばかりで、ひまわりの種で釣らない限り私にはついてこなくなってしまったので却下だろう。

　猫型ロボットのような姿になったビミィは、なんだかその青色に見覚えがあるし、秘密道具をポケットから出してきそうだし、権利的に危険な臭においがぷんぷんするからアウトだろう。

　ハエのような姿になったビミィは……って、元のビミィの姿って、どんなのだっけ……？

　七変化の中に人間らしい姿がひとつも存在しなかったことよりも、そっちの方が問題のような気がした。

「よっし、ひみは描けたよ～！　エルナちゃんは……おっ、完成してるじゃんじゃん♪」

「あぇ!?　私まだ何も描いて……って、あれ─────!?」

　手元の画用紙には、まだ何を描こうかと定まってさえいないのにいつの間にか完成した絵があった。

　いつの間に描いてたの私……？　七変化妄想の時……？　手が勝手に動いてたというの……？

　でも、完成していたその絵は、悪くないように思える。

　ううん、むしろ傑作といえる出来だった。賞レースに出したら画家先生への道も開けてしまうかもしれない。

　九く頭ず竜りゆう先輩をも越える、隠された才能の持ち主だったのかもしれない……！

　ひみちゃんも、私の絵の出で来き栄ばえを見て思わず唸っていた。

「これは……深い絵だねっ、エルナちゃん！」

「そうなの！　私が生きているうちは評価されないけど、死後に評価されて高値で取引されるタイプの絵なの！」

　ひみちゃんはそこまでは言ってない気もしたけど、むしろ褒ほめようがなくて無理やりに捻り出してくれた言葉だった気もするけど、そんな後ろ向きな捉え方はしたくないのだ。

「よ～っし！　それじゃあ学園長先生に見せにいくよ～！」

　嬉うれしそうなひみちゃんに連れられて、意気揚々と学園長の元へと急ぐのだった。







　相変わらず、学園長室に辿たどり着くのは困難を極めた。

　いくつものトラップ、裏切り、そして涙の別れ……まではないけど、時間がかかったのは事実だった。

「こうまでするなんて、やっぱりかなりセキュリティには気を配ってるんだね。場所自体も前とは別のところに移動してるし、偉い人っていうのもなかなか大変だなぁ」

　私にはわからない苦労がたくさんあるのだろう。きっと、その姿もまたすんなりと正面からは見せてもらえないに違いない……。

「着いたった～！　ここから飛び降りたら学園長室だって～！」

「飛び降りるの!?　ここ建物の屋上ですけど!?　あっ、でも確かに端末には学園長室って表示されてる……」

　本当に大丈夫だろうか。侵入者を退治するための噓うその地図だったりしないだろうか。

　下を見下ろすと、しっかりとコンクリートで舗ほ装そうされている道があった。クッションになりそうなものもなく、端末の指示に誤りがあれば私たちの命運はここで断たれること間違いなしである。

「なんかアトラクションみたいでワクワクするねっ？　エルナちゃん、お先にどうぞ～！　先輩は後輩に先を譲る優しさを持つべきなんだって教わったの！」

「こんなときに唐突に先輩後輩の関係出してくる!?　それにこれは優しさなの!?」

　思わず反発してしまったけど、ひみちゃんに悪意や恐怖心は本当にないらしく、純粋に先に楽しんでもらおうという気持ちで言ってくれているらしい。

　うぐぐ……。それなら、素直に死ぬしかないのだろうか……って、違う違う何言ってるの私！　素直に飛ぶしかないのだろうか、って思うべきところなのに自動的に死に置き換えられてたよ!?　本能が死の予兆を感じ取ってしまっているよ!?

　ジェットコースターやバンジージャンプに挑戦する直前の緊きん張ちよう感とは全く違う種類の、銃口を頭に突き付けられているような緊張感があった。

　それで言うなら今ひみちゃんは、

「エルナちゃん先に撃たれていいよ～！」

　と笑顔で言っているようなものなのだ。異常者だ。人格破綻者だ。

　どうにかここから絵を描いた画用紙だけ落としたら、学園長が浮かび上がってきてはくれないだろうか。

「あなたの落としたのはこの名画ですか？　それともこの落書きですか？」

　みたいな感じで。現実逃避してそんなことを考えていると、

「えいっ！　どっか～～～んっ！」

　私が行くのが遅いからと、ひみちゃんが背中を押してくれた。押してくれた、という生易しいものじゃない。正確には全力でタックルをかましてくれた。

　そのままの勢いで、ひみちゃんも一緒に屋上から落ちていく。

「ぎゃあああああああああああああああああああぁぁ!!」

「あははははははははははははははははははっ！」

　絶叫しているのは私で、何が楽しいのか狂ったように笑っているのはひみちゃんだった。

　いつからホラーの世界に紛れ込んでしまったの？　私は。お化けより怖くてトラウマになりそうなんだけど？　あ、その前に自分がお化けになりそうなんだけど……？

　ぽむっ！

　地面に落ち、私の身体からだはぐしゃっと音を立てて四散……するのではなく、大きなクッションのようなものに包まれるようにして受け取められた。

　頭上を見上げてみると、さっきまでいた屋上が見える。

　なんらかの結界がはってあって、この部屋だけ見えなくされていたらしい。

　辿たどり着いたその場所が、現在の学園長室だった。

「死ぬかと思った……。これ以外の入り口ないのかな？　普通のお客さん、例えば偉いご老人の来客者とかもあそこから落ちて入るのかな？」

　まだバクバクいっている心臓の辺りを手で抑えながら、深呼吸する。

「そうだよ。たまにそのまま救急車で病院に運ばれるジジイもいるよ」

「だめじゃん……って、学園長？」

　答えてくれたのは学園長、まさにその人だった。この人はキーボードを通じて、投影される人物を通して会話する面倒くさい系の人じゃなかったっけ!?

「ああ、あれはもう飽きたのさ。キーボードの打ちすぎで、ほれ、腱けん鞘しよう炎えんにもなっちまってね」

　なんともコメントしにくい理由だった。この人と星せい鎖さ先輩の間に血縁関係があるのかは本当に疑わしい。あの女神も将来こんな感じになるんだろうか。どこかのタイミングで突然変異するんだろうか？

　果たしてそれは進化だろうか、退化だろうか。ポ○モンでいうと、進化前は可愛かったのに進化すると強くはなるけど可愛さが消失するみたいなタイプだろうか。

「……失礼なことを考えていないかい？」

「まさか！　失礼なことなんて生まれてから一度も考えたことないです。シツレイナコト……あっ、あんまり発音もよくわからないくらいに考えたことがなかったみたいです。カタコトになってしまってすみません」

「物もの凄すごい大胆な噓うそつくね、エルナちゃん」

　ひみちゃんが物珍しかったらしい学園長室を見学し終えたようで、ようやく会話に加わってきてくれた。

　知らない場所に行くと全部匂いをかいで触ってみないと納得しない小犬のようでかわいらしかったけど、言うことは割と鬼畜である。嚙かみつく力が強かった。

「それでねそれでね、学園長先生！　ひみたち、ビミィ先生の新しい姿のアイディアを描いてきたの～！」

　ひみちゃんはそういうと、私の分の絵も一緒に学園長に差し出していた。端末を通した会話で既に目的は伝わっているらしい。

　物もの怖おじしないひみちゃんの髪を一撫なでしてから、学園長は画用紙を受け取ってくれた。

「どれどれ……」

　二枚を順番に眺め、老眼なのか画用紙を目に近づけてみたり遠ざけてみたりしながら眺め、小さく咳せき払ばらいをしたかと思ったら、

「さて、そろそろ帰るかね。今日もよく死なずにすごせたよ」

「絵のことはスルー!?　そしてその一日の締めくくりの言葉、ちょっと切なすぎるから別のに変えません!?」

　腰が痛むのか、自分でぽんぽんと叩きながら絵を返してきた。

　こうなったらと、絵をもう一度強制的に見てもらおうと学園長の目にくっつける勢いで押し付ける。

　右を向いても左を向いても、下でも上でも食らいついて見せつけた。

「ちょっと待っとくれ！　二人ともまさかこの絵しかないのかい!?　最初は冗談みたいな絵でハードルを下げておいて、後から本命の絵を見せてくる流れじゃなかったのかね!?」

　学園長が入れ歯でも飛ばしそうな勢いで聞いてくる。いや、入れ歯かどうかは知らないけども。

「これが本命ですよ！　受験でいうなら単願ですよ！　これに全てを賭けている状態ですよ！」

「とんでもないものに全てを賭けてくるね……？」

　学園長が驚きを隠し切れない様子で、もう一度まじまじと絵を見てくれた。

　そう、一度眺めただけではわからない魅力があるはずだ。何度も繰り返しみることによって段々と旨うま味みが出てくるタイプの、じわじわと洗脳が効いて……じゃない、じわじわと浸透していくはずだった。

「はぁ……。ちょっと待ってな」

　学園長は部屋の隅に隠されていた引き出しをひいてキーボードを取り出していた。そして、まだ腱けん鞘しよう炎えんで痛むのかこらえるような顔をしながら高速でタイピングしていく。

「いや、もう直接言ってくれた方が早いのでは……？」

　そう言うと、あたしはまだやれる！　戦える！　みたいにファイティングポーズをとる学園長。いや、格闘技の試合でギブアップのタオルを投げ込もうとしているセコンドじゃないからね、私。

　ひみちゃんは普通に関心しながら、タイピング音を口で再現していた。

「かたかたかたかた！　かたかたかたかたたっ！」

　可愛かわいいけど、なんなんだこの状況。

「かたかたかた……かたっ!?」

　リズムに乗ってひみちゃんが楽しそうにやっている途中で、キーボードを両手で抑えてクラッシュさせたような音を再現させていた。

　いや、驚いた表現なんだろうけど、そこまでキーボードにこだわらなくてもよくない!?

　で、何か驚くことでもあったのか……とひみちゃんの視線の先を見ると。

　……そこには、二匹のバケモノがいた。

「「うわぁああああああああああああああああああああぁっっ!!」」

　ひみちゃんと共に、恐怖に慄おののく。

　バケモノは声を上げることもせず、のっそりとこちらを見て向かってきていた。

　いや、一匹は瞳ひとみさえ存在しない。

　暗く濁った口だけが大きく広がり、私たちを丸吞みにでもしようとするかのように近づいて……。

　もうだめだ、まさかミカグラ学園の敷地内でこんなモンスターに、芸術的で見れば見る程味の出てくるモンスターにやられるなんて……んんっ？

「エルナちゃん、よく見たらこのバケモノさん達、ひみ達の描いた絵じゃないかなっ」

「そーだ！　どこかで見たことあると思ったんだよー！　想定以上のサイズだからわからなかっただけで、この瞳のないモンスターは私が描いたビミィだ！」

　ひみちゃんの絵は、お子様が描くような恐竜に、色々な動物の要素を足し過ぎてごちゃごちゃになり、結果恐ろしいバケモノみたいになってしまったみたいだった。

「よーしよし！　ひみの可愛かわいい先生、こうなってくれるといいなぁ～」

「えっ、ビミィがそうなるの……？」

　この姿のビミィに朝起こしにこられたら、ビックリしすぎてそのまま二度寝という名の永遠の眠りについてしまうかもしれない。

　ひみちゃんは、字は上う手まくても絵心はないようだった。

「エルナちゃんの描いた先生、いやだよぉ……。世界を滅ぼそうとするタイプのバケモノでしょう～？」

　そんなタイプ分けの仕方があるのか。世界を滅ぼそうとするタイプって。

　私としてはいい出来だと思ったんだけど、愛着がもてるかといえば、朝この姿のビミィが起こしに来たら聖剣を突き刺したくなりそうだった。

　世界を守りたくなりそうだった。

　学園長のタイピング音が鳴りやんだ、と思うと二匹のビミィ候補はその姿を消した。

「わかっただろ？　いくらなんでもビミィ先生がかわいそうだと思わないのかい！」

　とても怒っていた。学園長の課した、ビミィのあの微妙すぎる姿もどうかと思うのに、凄すごく上から来られている。ちょっと心外だった。

　私はブーブーと不満を漏らすものの、

「結局、先生は元の姿が一番いいのかもしれないねぇ。あれが可愛くて安心するもん」

　ひみちゃんのその鶴の一声にあっさりと頷うなずいてしまった。

　その元の姿が段々とうろ覚えになってきているとは言えない。







　私たちは、学園長室の別室に隠れて待機することになった。

　学園長に呼び出されたビミィがここに向かっているらしい。

　それにしても、呼び出し方がいじめっ子のヤンキーといじめられっ子のようだった。

「コーラとダイエットコーラ買ってきて。十秒以内ね」

「どっちかで良くないかりゅい!?　瘦やせたいのかカロリーなんてどうでもいいのかどっちかにしてほしいりゅい！」

　学園長の命令にいつもの語尾を出してしまいながら、慌てたようなビミィの声がこちらにまで聞こえてきた。

　大人になっても、こういうのってあるんだな……。なんだかビミィが哀れになってきた。そして、何分経たっただろうか。

「わあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　私たちと同じように部屋に入ったらしく、上空から落ちてくる形でビミィが登場した。

　缶やペットボトルではなく、なぜか紙コップのジュースを買ってきたせいで全てこぼれてしまっている。

「ぐっ、落ちてるときの滞空時間だけで絶対十秒越えてるだろ……」

　ビミィが小声で不満を漏らすと、学園長は何も言わずに彼に向けて手をかざしていた。

　そして、あの時と同じように。その手に収束するように光の粒が集まって……そして、弾けた。

「ぎゃああああああああああああああああああああ！　りゅい～！」

　ビミィの声が、その姿が。叫び声の途中から変化していき、最終的にはあの耳慣れた声と、絶妙に微妙な元の姿になっていた。

「コーラのお使いを失敗した罰だよ。しばらく……少なくともこの子たちがこの学園にいる間は、それですごしな」

　学園長が、うろたえるビミィに向けて無慈悲な宣告をしていた。

「わーい！　かわいい先生が帰ってきたぁ！」

「ひみちゃん、帰ってきたというかこれが大元ではないんだりゅい……」

　大喜びのひみちゃんに揉みくちゃにされながら抱きしめられ、ビミィは悲しみの声をあげる。

　学園長は、これでいいんだろ？　とばかりに私にウインクをしていた。お婆ばあさんのウインクだから目が痙けい攣れんしているようにしか見えなくて怖かったけど、今にもご臨終の瞬間を迎えそうで恐ろしかったけど、まさかそんなことは言えないので苦笑いだけ返しておいた。

「どんな姿でもビミィはビミィだよ、いつだって頼りになる存在だよ」

「エルナ、そんな風に綺き麗れいにまとめようとしてもオイラは騙だまされないりゅい～！」

　やっぱり、ビミィはこの姿の方がしっくりくるのは確かかもしれない。

　これからもずっとよろしくね、先生！





　　　＊






「もー！　シグレは意味のわからないこと言わないで！　頭が痛くなってきたでしょ!?　もうちょっと嚙かみ砕いて、私にもわかりやすく説明してくれない？」

　エルナちゃんが、頭を抱えながら叫んでいた。

　ボク……二にの宮みやシグレの投げかけた言葉がまるで理解できないようだ。

　こういう時、わからないからもういいや、とスルーしないでちゃんと聞き直してくれるエルナちゃんは優しいと思う。

　例えボクをげしげしと軽く蹴りつけながらだとしても、それも優しさの一部なんだと思う。

　ボクの足に何かゴミでもついていて、それを取ってくれようとしてるんだねきっと。うんうん。

　それにしては、ボクの足自体をゴミのような目で見ている気がするけど、まあ気のせいだろう。

「だからね、エルナちゃんの就寝スペースに空気清浄機をプレゼントするから、一カ月後くらいにフィルターを回収させてもらってもいいかな？」

「んー？　シグレがフィルターを掃除してくれるってこと？」

「いいや？　そのフィルターにはエルナちゃんのいた空間の空気が染みついているはずだから、そのフィルターを切り取って加工してマスクにしようと思って」

「へ、変態だ─────!?　シグレ、とうとう到達しちゃいけないところまで行っちゃったの!?　意味はわかったけどわかりたくないよ!?　私の中の常識が破壊されかけてるよ!?」

「じ、冗談だよエルナちゃん。マスクにはしないよ」

「ネックになってるのはそこだけじゃないから！　それさえしなければセーフみたいな問題じゃあすでになくなってるから！」

　いつも通りに絡みに行って、いつも通りに鬱うつ陶とうしがられて。

　こんな日常が、ボクにとっては何よりも大切だった。

　何があっても失いたくない、宝物だった。

　ふざけたやり取りをしながらも、顔には出さないけれど内心は複雑で。

　九く頭ず竜りゆう君……京きよう摩まに想おもいを吐と露ろしてからというもの、ボクはどこか不安定になっていた。

　今までが安定していた……というのもどこか語弊があるのかもしれない。

　ただ、危ういところでバランスはとれていたのだ。

　……それが、いつ崩壊してもおかしくない、砂さ上じようの楼ろう閣かくだったとしても。

「エルナちゃん……この気まずい感じの空気も、空気清浄機でなんとかなったりしないかな？」

「そんな便利機能ついてないと思うよ!?　なに、臭い物を感知したら強力に清浄機が働きだすのと同じ感じで、アウトなことを言ったら全力で清浄機が動き出すの!?　そんな機械絶対イヤだよ！」

　シリアスな思考と、口から吐き出される言葉のギャップが気持ち悪かった。

　ボクは常にふたつ分の回路を動かしているようなものなのかもしれない。

　そのせいだろうか。最近、疲れやすいのだ。

　いつも通りの、ライフワークのような会話を続けながら、内心では別のことを思っている。今回も、そのはずだった。




「エルナちゃんのことが、好きだよ」




　疲れているせいだろうか。

　不安定さを露ろ呈ていしてしまったのだろうか。

　もうひとつの、心に秘めておくべき回路の側を、表に出してしまっていた。

　……大丈夫だ。このくらいならいくらでも取り返しがつく。

　そもそも、ふざけた雰囲気でなら常日頃から口にしているセリフではあるのだ。

　いつものことだと気持ち悪がられて終わりだろう。そう、思っていた。

「うん。私もシグレのこと、好きだけど？」

　当たり前だとばかりの言い方で、何を再確認する必要があるのだと言わんばかりの表情で。

　彼女は……エルナちゃんは、そう告げてくれた。

　きっと、そこに深い意味なんてない。

　恋愛感情での『好き』ではなく、従兄妹いとことしての……幼おさな馴な染じみとしての、友達としての『好き』。

　ボクも馬鹿じゃないつもりだから、そんなことはわかってる。

　わかってるのに、どうして？

　こんなにも顔が赤くなって、こんなにも言葉が出てこないんだろう。

　軽口の応酬をするべきシーンなんだ、本当は。

　軽口なんていくらだって思いつくはずなのに、それを担うべき片方の回路がショートしてしまったように働かなかった。

　不思議そうにしているエルナちゃんを尻目に、ボクは脱だつ兎とのごとくその場から走り去ってしまった。

　彼女から見えないところまで移動して、壁を背にして立ち止まる。

　そして、そのまま座り込んでしまった。

「あぶない。もう少しで彼女の唇を奪うところだった……」

　あまりにも嬉うれしくて。

　あまりにも愛いとしくて。

　……それが運命に歯向かう行為だと、一瞬忘れてしまいそうになって。

「何してんだろうな、ボクは」

　ため息を吐いて、次に会う時のためにエルナちゃんへの言い訳を思案するのだった。












　授業も対抗戦もそして遊びも、私、一宮いちのみやエルナの全てが充実してきていた。

　……授業についてはカッコつけて言ってみたものの充実というほどついていけてません、噓うそをつきましたすいませんでした。

　とにかく、日々が多忙になっているのは間違いのない事実だった。

　秋も深まり、そろそろ冬の足音が聞こえてきそうな季節。

　……なんとなく使ってしまってるけど、そもそも冬の足音ってどんな音だろう？

　春の足音は、新生活を迎える季節だったり桜のイメージで綺き麗れいな印象だから、『キラキラキラ！』とかそんなのだろう。

　秋の足音は、焼き芋がおいしい季節だから芋を焼いている時の火がはじける『バチバチバチ！』みたいな音かな？

　……早くも雲行きが怪しくなってきたぞ。皆さんの同意の声を得られない予感がするぞ。

　夏の足音には自信があるよ！　夏休みを擁ようするこの季節は遊びの季節！　バーリーピーポーが大量発生するから、深夜になってもそこら中から花火で遊んだりしている『イェェェェェイ!!　フゥゥゥゥウ！』という声を、夏の足音と断言してしまっていいと思う。

　さっぱり足音感がない。春と秋はかろうじて効果音だったのに夏だけ完全に人間のはしゃぐ声だけど、これ以上しっくりくる夏の足音は思いつかない。

　で、肝心の冬の足音はどんな音かというと……。

　うーんと悩むものの、これといったものが思いつかずにいた。

「湊みなと川がわ先輩、冬の足音ってどんな音だと思います？」

　こういう時には誰だれかに聞いてみるのが一番手っ取り早いと、目の前にいる湊川先輩に質問する。

「……冬の足音。それはしんしんと降り積もる雪。クリスマス。お正月。お年玉。素敵なイベントが数ある中で、その人が一番好きなイベントの音があてはまるのかもしれない」

　唐突に聞いたのにも関わらず、湊川先輩は丁てい寧ねいに答えてくれた。

　ふむ、冬の足音は人によって異なるということか。

「私はその中だとお年玉が圧倒的に好きなんだけど、その場合は……？」

「……その場合はこれ。『お婆ちゃんお年玉ちょーだい。コインよりお札の方が好きだなぁ～！』」

「冬の足音、思いっきりセリフじゃない!?　しかも小銭じゃなくて札以上を要求してる強欲な孫だよ!?　そんな冬の足音嫌だよ！　やっぱりクリスマス！　私、クリスマスが一番気になります！」

「……クリスマスならこれ。『サンタさん、プレゼントは今流行のおもちゃの限定版をください。インターネットのオークションでひとつだけ出品されてたので落札お願いします！』」

「凄すごい嫌な子供だね!?　オークションでサンタさんに落とさせようとしてんの!?　サンタさん、落札時間の十分前からパソコンに貼り付いてたりするの!?　非常にいい落札者です、の評価をもらったりするの!?」

　足音からかけ離れているし、冬の足音なのに毎年そんなセリフを聞いて、

「あっ、そろそろ冬だねぇ」

　なんて実感するのも絶対にごめんだった。

　日々が充実していく一方で、静かに過ごして癒いやされたいときには、この湊みなと川がわ先輩のいる華道部の部室にお邪魔するのが最近の私の行動指針だった。それなのに。

「なんか部員増えてるよね!?　来るたびに増加の一途を辿ってるよね!?　癒されにきているはずなのに隅っこに追いやられてるんですけど！　私、花と花の隙間にちょこんと座ることしかできないんですけど！」

　新入部員と、その部員たちが手掛ける華道の作品によって、広々としていた部室は埋め尽くされていた。

「……ごめんね。ゆっくりしていって欲しい」

　湊川先輩は私が遊びに来るたびに嬉うれしそうに歓迎して話し相手にはなってくれるんだけど、以前のようにまったりとというワケにはいかない。

　喜ばしいことではあるんだけど、複雑～！　小さい頃に遊んでいた空き地が開発されてショッピングモールになっていたみたいな、良いことのはずなのに寂さびしいという感覚に陥おちいってしまっていた。

「……帰宅部が存続できなくなって解散になった影響で、一部の部員を華道部で受け入れさせてもらったから。私はハッピー」

　湊川先輩がハッピーならいいんだけどっ！

　ただ、元帰宅部の部員たちはどこからどう見てもクセの強すぎる生徒ばかりに見える。

　学内不適合者といえばわかりやすいだろうか。普段ミカグラ学園の敷地内を歩いていても見かけないタイプの子ばかりだった。

　そんな新入部員たちがどうしてきっちり華道部の活動に参加しているかというと、それはとてもわかりやすい理由があった。

「湊川さんを困らせたら……わかるわね？」

　元帰宅部代表である星せい鎖さ先輩がフォローしに頻ひん繁ぱんに華道部へやってきて、元帰宅部員たちを厳しくまとめあげているからだった。

　教師の言うことも聞かず、手がつけられない生徒までいるという噂うわさの彼らも、星せい鎖さ先輩には頭が上がらないらしい。

「さっすが女神！　ちょっと怖いけど面倒見のいいお姉さんって感じで魅力的です！　湊みなと川がわ先輩を困らせたらどうなるか知りたいっ！　湊川先輩、どうしたら困りますか？」

「……御み神楽かぐらさんが来なくなったら、困る。ずっといてくれたら嬉うれしい」

「ダメダメダメ～～～～～っ!!　それは私がもっと困るというか、困こん窮きゆうするというか、最終的には死を迎えることになるから！」

　のんきにお茶をずずっとすすりながら、湊川先輩は微笑んでいた。それを聞いていたらしい星鎖先輩も笑って答える。

「あら、そんなこと言っていいの？　真に受けるわよ？　私、お花も好きだから」

「……そうなったら、幸せ」

　わざとらしすぎる、星鎖先輩と湊川先輩のコントめいた会話なんだけど、嫉しつ妬と心が燃えまくって鎮火できそうになかった。

　癒いやされにきたはずなのに、気が休まるどころか昂たかぶるばかりだ。

「星鎖先輩！　部を移るのなら多大な違約金……違約ポイントが発生しますよ～!?　湊川先輩も、移籍金……移籍ポイントは莫ばく大だいに必要になってきますから覚悟してください！」












「エルナ、一度『金』って言ってから言い直すのやめてくれない？　あと、そんな契約を結んだ記憶はないわ」

　先輩は楽しみ始めているのか、薄笑いを浮かべて私をからかってくる。

「むき────っ！　じ、じゃあ湊みなと川がわ先輩っ！　星せい鎖さ先輩の求めるような待遇を、そちらの球団は……華道部は用意できるんですか!?」

「……球団？　なんだか野球選手の移籍問題みたいになってきた」

　野球でもサッカーでもなんだっていいのだ。星鎖先輩レベルのスター選手ならぬスター部員になると、おやつの分量を増やすなどの待遇が必要になってくるのだ。

　私は星鎖先輩の好きなおやつがあったら自分の分を涙ながらに少しあげてるもん！　いつも「そんな顔してる子からもらうわけにはいかないわ」って返してくれるけど！　あげようとはしてるもん！　好待遇だもん！

　ムキになっている私を安心させるように微笑んで、湊川先輩は言った。

「……選手のキャリアアップのためにビッククラブへの移籍は大切。御み神楽かぐらさんは即レギュラーとして保証する」

「優しそうな声で何を言ってるの!?　しかも野球の移籍問題でかぶせてきてるし!?　星鎖先輩もまんざらでもないみたいな表情浮かべるのやめてくださいよー！」

「……冗談。それぞれに幸せな場所というものはあって、御神楽さんにとってそれは一宮いちのみやさんの傍そば。つまり、放課後楽園部だと思う」

「よーし、ケンカなら買いますよ！　移籍金を釣り上げてどこにも行けなくなるように……って、あれ？　なんか突然嬉うれしいこと言ってくれてますけど？」

　湊川先輩のその言葉に、星鎖先輩も心配はいらないというように私に寄り添ってくれた。

　天国か。ここが噂うわさの天国というところか。いつの間に死んだんだ私。

「最近は華道部に移った子たちのケアで放課後楽園部への参加が疎おろそかになっていたけど、そろそろ大丈夫そうだから明日からはまた戻るわ」

　元帰宅部の面々は不満の声をあげるけど、星鎖先輩が視線を向けただけでぴたりとおとなしくなった。

　………どれだけしっかりと調教されてるの、君たち。

　でも、湊川先輩は彼らとうまくコミュニケーションがとれているようで、彼の包み込むような優しさが全てをいい方向に向けさせているのだと思えた。

「おーい、湊川。って、俺おれたちの入るスペースなんてなさそうだな？」

　そう言って登場した新たな来客は、元華道部のメンバーたちで。

「……いいえ。大勢の人で賑にぎやかになって、花も喜んでます。ほら」

　湊みなと川がわ先輩がそう言って片手を振ると、花々が踊るようにしてさらに多くの人が入れるようにと空間を作ってくれていた。

　大好きな花と、そしてたくさんの人が訪れて、湊川先輩の笑顔も大輪の花のように咲き誇っているようだった。

「湊川さんにとっての幸せな場所も、しっかりできていたみたいね？」

　星せい鎖さ先輩も、どこか安心したみたいだった。

　彼はもう、孤独を感じることなんてないのだろう。

　また、何度でも遊びに来よう。

　ここで、いつだって癒しのオーラを放つ湊川先輩が出迎えてくれるのだから。





　　　＊






　ボク、二にの宮みやシグレにとって、冬はうんざりする季節だった。

　お正月に親戚一同が一宮いちのみやの本家……エルナちゃんの家に集まるのが恒例化している。

　今この時代に、本家だの分家だのとうるさく分けて話すのは、そんな風に親戚が集った時くらいだろう。普段は、そんなことは意識せずに暮らせているのに、正月は否いや応おうなしに自覚させられることになる。

　エルナちゃんは親戚の子供の相手をして、どっちが子供なのかわからなくなるくらいに全力で遊んでいるのでそんな話は彼女の耳には入っていないだろうことだけが救いだった。

「ボクがどうにか防壁になっていられている、のかな」

　昔はどうだったかわからないけれど、今は一宮も二宮もどこにでもあるような一般家庭だというのに。

　過去を辿れば名家なのかもしれないけれど、それにこだわり続ける親戚筋の態度が、ボクには理解できずにいた。

　だから、冬は苦手だ。そんなことにばかり囚われている自分も、嫌いだ。

　何も知らなかった頃のように、エルナちゃんともらったお年玉を持って一緒に外に飛び出していけたなら。

　何度も何度も、繰り返し予防線を張られることもないのだろうか。

　エルナちゃんと仲がいいようだけど、と嫌いや味みっぽく言われることもないのだろうか。

　ミカグラ学園に入ってからはそんな行事からも逃れられているのに、卒業したらまた繰り返されるのだろうか。

　それでも、ボクは……ボクを、保ったままでいられるだろうか。

　防波堤は壊れずに存在し続けていられるのか。

　ボクは、悲劇のヒーローになりたいわけじゃない。

　エルナちゃんだけの、頼れるヒーローになりたかった。

　その想おもいを持つことさえ、赦ゆるされないというのだろうか。

　自らこの立ち位置を選んだはずなのに、報われないからといって悲観的になる。

　嘆いても何も変わりはしないのに。

　……三月になるのが怖かった。いや。一度距離を置いた方が、あるいは良いのだろうか。

　最近は、一人でいる時間以外にも、元気がないと指摘されてしまうことが増えていた。

　もう、限界にきているのかもしれない。

　……春が来る前に、いっそ。












　私は基本的に、長期の休みを迎えるたびに必要以上にテンションの上がるタイプだった。

　でも、今回の冬休みはちょっと違う。

　新年を迎え、静かに外の景気を白く染めていく粉雪のように切ない気持ちで過ごす残りわずかな冬休みは、盛り上がりよりも寂さびしさの方が強かった。

「まず、粉雪のように切ない気持ちっていう表現がよくわからないのと、盛り上がっていないという割にはコタツに入ってみかんを食べてお餅もちの焼き上がりを待つという、これ以上にないくらいの完全冬満喫スタイルに見えるんですけど？」

　おとねちゃんが中々の長尺を使ってツッコんできてくれる。そんな彼女も一緒になってコタツにもぐりこんでいるから、お餅が焼けるまで暇なのかもしれなかった。

　放課後楽園部の部室にコタツが導入されたその日から、ずっとこの姿勢を保ち続けているような錯覚すら覚える。そのくらいにコタツと同化しつつあった。

　星せい鎖さ先輩が呆あきれて、冬休みが終わったらコタツも撤去する宣言をされてしまったけど、そんな彼女も今はコタツでヌクヌクとしながら編み物を楽しんでいる。

「おとねちゃん、粉雪のように切ない……それはね、手に落ちたらその熱で溶けてしまいそうなくらい繊細な、ということだよ、そんな詩的な表現も思わず飛び出てしまうくらいに寂しいってことが伝わらないなんて、おとねちゃん、私は粉雪のように切ないよ」

「気に入ったのか知りませんがドヤ顔で連発してこないでください、あとお餅を前にしてヨダレを垂らしながらだと詩的さの説得力がゼロですよ？」

「それは腹ペコ差別だよ！　腹ペコ差別だよ！」

「だから気に入ったらすぐさま二連発するのをやめてください、しかも今回のは間に何も挟まずに二連発ですよ!?　創意工夫も何も感じられません！　藤ふじ白しろは粉雪のように切ない気持ちです！」

「ほほう……？」

「……今のは藤白が使いどころを誤った点は潔く謝罪しましょう。実は使ってみたかったというのが露ろ呈ていしてしまったのは恥ずかしながら認めましょう。でも、でも！　そんな風に藤白の分のお餅を罰として横取りしようなんていう暴挙は認められませんよ!?」

　平和なやり取りだった。粉雪の繊細さはどこにも見当たらない、あるのはただお餅の焼ける香ばしい匂いだけという部室だった。

「楽しい時間はあっという間に過ぎてしまうって本当なのね」

　私とおとねちゃんのようにだらけてコタツから首だけが出ているような状態ではなく、きちんと足だけを入れて座っている星鎖先輩がぽつりと呟いた。

　そうですね、と言いながら先輩の分のお餅を食べようとしたら、なかなかの強さのデコピンで阻止される。

　物もの憂うげな表情を崩さないままにノーモーションで放たれたその攻撃は、先輩のお餅もちへの執着を伺わせた。興味なさそうにしてたと思ったら、ちゃんと食べたいのね……。

「追加のお餅を買ってきたりゅい～。まったく、オイラにばっかり雑用をさせるのはどうかと思うりゅい！」

　ビミィがふよふよと飛んで帰ってきた。

　やっぱりビミィはこの姿がちょうどいい気がする。

「ありがとー。ねえ、ちょっと私の代わりにトイレ行ってきてくれない？」

「了解したりゅい……って、代わりにトイレってどういうことだりゅい!?　コタツから出たくないのはわかるけど、何の解決にもなってないような気がするりゅい」

「違うんだよ。人がトイレに行くのを見届けるだけでね、なんだか自分もスッキリしたような気になることってない？」

　私のその主張に、おとねちゃんと星せい鎖さ先輩とビミィは仲良く揃そろって首を横に振っていた。

　ここまで同意を得られないのって逆に凄すごい。どんな突飛な意見でも多少の賛同は得られるものじゃないのか。ちょっとわかる、みたいな感触があったりするものではないのか。

　ところがどうだろう。完全にバカを見る目で、今私は見つめられていた。

「じゃあ、藤ふじ白しろはおトイレに行ってきますね」

「私も行っておこうかしら」

「実はオイラも行きたいと思っていたんだりゅい」

　こうもあっさりとコタツの魔力から逃れられるのは本当に立派だと思う。

　でもこうも連れだって行かれると、女子としての本能が刺激されるというか。

「……私も一緒にいこうかな……」

「「「どうぞどうぞ」」」

　声をそろえて言い、三人はコタツの中に戻ってしまった。

「ずるいよ!!　私もう行く気になっちゃってたから止められないよ！　この想おもい、自分ではもう止められないよ！」

「そんな少女マンガのセリフみたいに言われても。おトイレの話ですからね？」

　おとねちゃんが意地悪なことを言う！　小学校、そして中学校と、仲のいい女子で一緒にトイレまで行くという文化に慣れ親しんでいるせいか、何人かが行くと聞くとその気になってしまう習性があった。

　我が慢まんできなくなりそう、でもコタツからは出たくない！

　ジレンマだった。お餅をびよーんとのばして食べながら考える。

「あ、ビミィ。何か拭くものをとってくれない？　吸水力の強いやつがいいかな」

「ま、まさかエルナ……？　ガマンできずに……？」

「違うよ!?　漏らしたとかそういうんじゃないから！　見て！　お餅もち食べてたらお醬しよう油ゆを結構ダイナミックにこぼしたの！」

「藤ふじ白しろはとてもビックリしました。ダイナミックにおもらしをしたのかと……」

　もしそうだとしてももっとコソコソと解決するよ！

　いや、そんな粗相はしないけどね！

「楽しい時間はあっという間に過ぎてしまうって本当なのね」

「星せい鎖さ先輩、今のやり取りをなかったことにするみたいに仕切り直そうとするのやめてもらっていいです!?」

　粉雪のような切ない気持ちなんて最初から幻だったように思えてきてしまう。

　でも、どんなにふざけた会話があっても、その寂さびしさは確実にそれぞれの根底に、消えずに燻くすぶり続けていた。

　入学してから約八カ月が過ぎた。放課後楽園部ができくてからは特に、放課後までもれなく濃厚な日々になって。思い出の量は、過ぎた期間には多すぎる程になっていた。

　ひとつひとつ振り返っていたら、きっと何冊もの小説ができてしまうかもしれない。

「冬休みが終わって、少し経たったら……三年生が卒業しちゃうんだよね。九く頭ず竜りゆう先輩も、にゃみりん先輩も。それに……シグレも」

　そのことに、全く実感なんてなかった。ずっとみんなで学園生活を送れるような幻想を抱いていた。ミカグラ学園という現実離れした場所は、そう思わせるような空間だった。

　けど、事実として卒業式はやってくる。寂しいけれど、笑顔で送り出したい。新しい門出をお祝いしたい。自分の卒業式でも、仲のいい先輩が卒業してしまう時でも、今までは泣いた記憶がない。

　けれど今回ばかりは予測がつかなかった。

「どうしたんですか、エルナ。そんなに悲しそうな顔をして。トイレ、行ってきてもいいんですよ？」

「トイレに行きたすぎて悲しんでるんじゃないよ!?」

　おとねちゃんは私の急な寒暖差の切り替えについてこれなかったらしい。

　確かに自分でも急だったとは思う。そこは反省してる。

　けど、冬を迎えて……急に焦ってきてしまったのだ。このまま同じように時間を過ごして卒業を迎えて、後悔が残らないかどうか。

「私たちで……放課後楽園部で、三年生に何かできることはないかな？」

　何か一つでもいい。仲のいい三年生にだけではなく、全員に喜んでもらえるようなことはできたりしないだろうか。

　私のその考えにはみんな同調してくれたらしく、一緒になって考えてくれている。

「あっ、オイラのお餅もちがなくなってるりゅい！　犯人は誰だれだりゅい!?」

　一緒になって考えてくれている。

「先生のお餅なんてそもそも最初からあったの？　おとねさん、どうだった？」

　一緒になって考えてくれている……かな？

「分配されていなかったはずです。つまり犯人など存在しないというわけです。盗まれたと思っていたものは、最初から自分のものではなかったのですから」

　一緒になって考えてくれていないかもしれない。

「オイラのお餅は確かにあったんだりゅい！　お餅、お餅ぃぃぃぃぃ！」

「一緒になって考えてもらってもいいですかね!?」

　悲しむビミィの口を手でむぐっと摑んで黙らせ、お願いをする。

　これはお願いだ、断じて強制ではないのだ。

　私の声色で察してくれたらしく、今度こそ一緒になって考えはじめてくれていた。

「サプライズでプレゼントを用意するのはどうでしょうか？　藤ふじ白しろならお餅が嬉うれしいです」

「それ、おとねちゃんが今追加でお餅を食べたい気持ちが前に出過ぎていないかりゅい……？」

　お餅かどうかは別としても、プレゼントは悪くないかもしれない。

　ただ、何をプレゼントするかというのが難しかった。

「全員が一様に喜ぶプレゼントというのは難易度が高いし、それに全員分の予算はどうするの？」

「手作りのお餅をあげましょう。藤白なら大喜びです」

　おとねちゃんにはもう誰も突っ込もうとしなかった。また明日買ってきてあげればこのお餅欲は収まるに違いない。

　……お餅欲っていう単語は生まれて初めて使ったけど、今後の人生でもう二度と口にしない言葉のような気がしてならない。

「放課後楽園部だからこそ、ということがいいのよね？」

　星せい鎖さ先輩が、わかっているけど、と一応確認するように聞いてくれた。もちろんそのつもりだった。

　それからも各おの々おのでアイディアを出し合ってはみるものの、満場一致でこれだという案は出てこなかった。

「うーん。卒業する誰だれかに、それとなく探りを入れてみるのはどうかりゅい？　サプライズっていうのは前提条件としてあるみたいだから、くれぐれもバレないようにする必要があるけど」

　停滞する会議に業を煮やしたのか、ビミィが打開案を提示してくれた。

　確かに、三年生からじゃないと聞けない意見もあるだろう。

　早速、とある人物の元へ直接聞きに行くことにする。

　冬休み中でも、彼はそこで絵を描いているはずだった。







　最近訪れる頻度の減りつつあった九く頭ず竜りゆう先輩の根城……。根城っていうとヤンキー感が増すというか、悪の匂いがぷんぷんするというか、あまりいいイメージは浮かんでこないんだけど、私の中でこの部室は根城と表現するのが一番近かった。

　端末を使って事前連絡をしてあるわけでもない。到着するや否や、ノックもせずにドアノブを回した。

「あれ？　鍵がかかってるよ？　おーい、私が帰ってきましたよー！　おーい、九頭竜先輩やーい！」

　反応がないので、そのまま叫びながらガチャガチャとドアノブを回しまくってみる。

「おかしいなぁ。この時間なら大抵いるはずなのに……あ、鍵をこの辺りに隠してあったりしないかな？」

　部室の近くに合いカギを隠しておくという古典的な手法を取り入れてたりはしないだろうか。

　そう思って掛けられている絵画の裏側を覗のぞいてみると、

「うっ、なんか変なお札みたいなのが貼ってあるんですけど……？　見なきゃ良かった系の、霊的な何かを感じるお札が、しかも剝はがれかけの状態でどうにかくっついているんですけど……」

　私が能力に目覚めた小部屋に貼ってあったようなものとは違う、もっと危険な類たぐいのものであろうと推測されるお札だった。

　見なかったことにして、静かに元に戻しておく。

　それと同時、部室の鍵の開けられる音が鳴り響き、九頭竜先輩が中からドアを開けてくれた。

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　タイミングがぴったりすぎたのでビビりまくる。

「もー！　いたんなら早く開けてくれたっていいのに！　あ、ご飯食べてたんですね！　私の分はどこですか」

「……我が家か!?　ここはエルナの我が家なのか!?　なんだその今日も無事帰宅しましたよみたいな雰囲気は。ねーよ、ご飯は一人分しかな」

「じゃあお風ふ呂ろ先に入ります」

「我が家か!?　ここに風呂の設備ないのなんて知ってるだろ！　それに後になったらエルナの分のご飯も用意されてる前提の話し方をやめろ」

「あー、とりあえず楽な格好に着替えようかなぁ」

「我が家か!?　どんだけリラックスする気だ!?　あぁ!?」

「ねぇ、私のパジャマどこにあるっけー？」

「我が家か!?　どこを探してもそんなのあるわけが……あるのな!?　勝手にこの部室に私物を隠しておくのやめろ！」

「そろそろ疲れてきたので普通に話しませんか？　ここが我が家だと思って落ち着いてください」

「我が家だ！　……いや、部室だから厳げん密みつにいえば我が家ではねぇけど……」

　勢いで言ってしまったことが恥ずかしいらしく、九く頭ず竜りゆう先輩が急にトーンダウンしてしまった。

　初めて会った時と今現在とで一番印象が変わったのは、九頭竜先輩かもしれない。

　ぶっきらぼうではあるけれど、黙って私の分の食事がないかどうか探してくれているのが嬉うれしかった。当初の目的を忘れてまったりしてしまいそうになる。

「……エルナ、最近シグレとは話してるか？」

「直近でいうとつい二分前まで話してましたね。ここに来るまでの道のりをボディガードをするよ、とか言って見えない敵から守るような体勢でついてきてたかな」

「ああ、いつも通りってことな。それならいいんだ」

　それを聞いていつも通りだと判断されるシグレって一体なに？　と思わなくもない。

　ちなみに、最後は存在しない敵からの攻撃を私の代わりに受けたという雰囲気で、

「エルナちゃん……ボクの分まで……生きて……ぐふっ」

　と倒れて息絶える名演技をしていたのでその場に放置してきた。

　後ろから悲しげな視線を感じたけど、甘やかしはしないのだ。

　でも、どうして九頭竜先輩がシグレのことを気にするのだろうか。

　不思議に思ったけれど、先輩が出してくれたスープの方に気持ちがいってしまっていた。

　温かいスープで胃袋が満たされていく。

「ちょっと待ってくださいね、隠し味で調味料足すので。冷蔵庫のどこに入れたっけなぁ、あ、これだ！　『エルナちゃんの』というシールが貼ってあるやつ！」

「だから我が家か!?　なんで兄弟に食べられないようにプリンに名前付きシール貼っておくみたいなシステムで勝手に冷蔵庫に物を入れてんだ!?」

　呆あきれられてはいるけど、本当に咎とがめることはされていなかった。毎日牛乳の出し入れで冷蔵庫を使っていて、私の私物に気が付かないワケはないのだ。

　黙認してくれているのが嬉うれしかった。

　……九く頭ず竜りゆう先輩が卒業したら、この部室は美術部の他の誰だれかが使うのだろうか。

　ここに来たら会えるなんていうことも、もうなくなってしまう。

「ここに九頭竜先輩がいなかったら、牛乳ももう飲めなくなっちゃう……」

「いや、それはてめぇで買えよ？」

　そう思うと、途端に寂さびしくなってきてしまった。あったものが、なくなる。そうやってひとつずつ大切なものを失うことを考えると、残り数カ月という期間がいかに短くて儚はかないものなのかを実感する。

　どうしてここまで寂しさが募るのだろう？

「あっ、そうかっ！」

　その理由が、わかった。

　こんなに重要なことなのに、こうもギリギリになるまで頭から抜け落ちているなんて。

　卒業していく三年生たちのために。そして自分たちのためにもなることがあった。

「九頭竜先輩、ごちそうさまでしたー！」

　挨あい拶さつだけして、部室を飛び出していく。なにしろ、思いついたことが本当に実現可能なのか。そのためにはどんな障害を乗り越える必要があるのか。

　やらなくてはいけないことや、相談しなくてはいけないことは山積みだった。

「……結局何しに来たんだ？　エルナは」

　九頭竜先輩が、私の残した食器を片付けながら呆気にとられて呟いていた。

「我が家だと思ってまた来いよ……。とでも言っときゃよかったか？　卒業するまでに、あとどれだけ話ができるだろうな。完成、させられるか？」

　言いながら、描きかけの絵を隠すためにかけていた布を取り払う。

　そこには、放課後楽園部のメンバーが、輝くような笑顔で描かれていた。





　　　＊






　ボク……二にの宮みやシグレにとって、眠れない夜というのは必要不可欠なものだった。

　夢に溺おぼれることがなくなって、現実を見つめる時間になる。

　都合のいい夢なら、いくらでも見てきた。けど、最後は虚むなしくなるだけだった。

　叶わないから、夢なんだ。

　こうして起きている間中、ずっと考えていることがあった。

　ミカグラ学園の仕組みのひとつとして、卒業してこの学園の敷地から出てしまえば……学園の特異で異質な部分。能力などに関する記憶は全て失われる、というものがある。

　この学園で出会った人。起こった出来事。その全てを忘れてしまうといわけではない。

　ただ、その出来事に能力に関わることが含まれていたら……。

　その記憶は綺き麗れいさっぱり消失してしまうとされていた。

　実体験としてまだその対象になったことがあるわけではないから、どのようになるのかは予想でしかない。

　ただ、これはチャンスでもあるのかもしれないと考えていた。

「卒業を目前に控えた今、エルナちゃんに想おもいを伝える。冗談めかしたりせずに。かわされないようまっすぐに。そして、学園にいる間だけでいい。短い時間だけでも、意識してもらえたなら……」

　学園の異質な部分を織り交ぜて、打ち明けるという出来事そのものがさっぱりと消失するようにコントロールして。

　これは、ボクの勝手な言い分だろうか。ただの自己満足に過ぎないのだろうか。

　きっと、困らせてしまう。戸惑わせてしまう。

　……夜が、とても長いものに感じられた。

　何度時計を見ても、その針はまだほとんど時を刻んではいない。

　もちろん、ボクがこの学園を卒業したところで、二年後にはエルナちゃんも同じように卒業だ。そして、また学園の外で従兄妹いとことして再会する。

　二度と会えなくなるわけではない。今こん生じようの別れということはない。

「そして、ボクは今と同じような立ち位置で過ごすのか。彼女がやがて誰だれかと恋愛をしても、いつか結婚をしても祝福して、それでも尚なおずっと……」

　ボクは自分に噓うそをついている。

　短い時間だけでも意識してもらえたら、なんというのは建前だ。

　想いを伝えて、受け入れてほしい。心のどこかでそう思っている。

　そのことばかり考えているといってもいい。

　そんな刹せつ那な的な思考に囚われてしまうのは、絶対に避けなくてはならないのに。

　……もしも、万が一。この想おもいが報われたとしたら。

　それが禁きん忌きの運命に触れてしまったら、それこそもう二度と彼女には会えなくなってしまうのだ。

　どれだけ妄想しても、それが最大のストッパーとなって、暴走を食い止めていた。

　ボクを繫ぎ止める、封じ込める鎖として、縛りつけていた。

「ただ、傍そばにいられたら。それだけでいいんだ」

　結局、今までと同じようにそう自分に言い聞かせる。

　全てを失うよりは、ずっといい。

　これが答えで、本当にいいのだろうか。自問自答するたびに、胸が苦しくなる。

　この苦しみこそが恋だというのなら、ボクはずっとこの苦しみを抱えて生きていくのだろうか。

　秒針と鼓動の音がリンクして、頭に響いていた。夜はまだまだ明けそうにない。

「痛いなぁ、痛いよ」

　痛くても、共に居たいんだ。












　ミカグラ学園の卒業式は、何もかもが特別だった。

　まず第一に、規模が違う。卒業する生徒も在校生もとにかく数が多いので、普通に執り行われるだけでもスケールの大きなものになってしまう。

　けど、ミカグラの卒業式が普通であるはずがなかった。

「ねえ、朝八時から始まってもうお昼なんだけど、これっていったい何い時つまでやるのかな……？」

　タイムテーブルはあってないようなもので、いわゆる通常の卒業式でよくある内容のものはほとんどが省かれていた。

　それなのにどうしてこんなに膨ぼう大だいな時間がかかっているかというと。

「各部活で出し物がありますし、時間制限も緩いですからね。藤ふじ白しろはしんみりとしすぎるよりはこちらの方が好みですけど」

　おとねちゃんが言ってくれた通りで、各部活に時間が与えられてステージ上で発表を行っているのだった。三年生も交えての部もあれば、そうでないところもある。

　夜には卒業記念の三年生限定の対抗戦もあったりで、およそ卒業式っぽい雰囲気のイベントは早朝だけで終えてしまっていた。

　でも、涙をする暇もないのかと言われればそうでもない。各部の総決算ともいえる発表はミカグラ学園においての学校生活がいかに充実したものだったかが伺えて、自分とは縁のない部でも感情移入してしまうものがあった。

　出席義務があるのは早朝の部分だけなのに、ほとんどの生徒がどこにも行かずステージを見守っているのは、素敵なことのように思えた。

「最後の日までお祭りみたいに楽しく過ごす。学園を象徴するようね」

　星せい鎖さ先輩が、眩まぶしそうに笑っていた。

　今日のステージも対抗戦も、ポイントの賭けられたものではない。

　ただ、ラスト一秒まで余すところなく盛り上がって学園生活を送るためのものだった。

　そこには、ランキングのプレッシャーも何も存在しない。どこまでも純粋に満喫している姿に、先輩は学園のあるべき姿を見ているみたいだった。

「昨年は、こんなに参加者は多くなかったのよ？　あなたの与えた影響は、こんなところにも出ているの」

　何か特別なことをしたつもりはないんだけど、星鎖先輩がそうやって褒ほめてくれるのならと受け止めることにする。

　でも、もしも本当にそうなら、それは私だけの力じゃない。

　星鎖先輩と……そして放課後楽園部と。周囲で一緒に放課後を楽しんでくれたみんなのおかげだと思った。

　昼食の時間になって、料理研究会や製菓部の面々が大量に作って用意してくれたビュッフェがオープンした。

　ルーキー戦で注目を集めていた杠ゆずりはちせ葉はちゃんの姿もみえる。

　彼女がお皿を置いた瞬間に、そのお菓子だけ瞬く間になくなってしまった。目を白黒させて驚きながらも喜ぶ彼女は、さっきステージで卒業する先輩に向けて、特別なお菓子を披露していたのだった。

「ふ、藤ふじ白しろも食べたかったです……。口に入れただけで思わず笑顔になる魔法の粉のかかったお菓子……」

「ステージを見てたらその説明で納得できるんだけど、魔法の粉のかかったっていうと胡う散さん臭くささが激増するのはなんだろうね？」

　法に抵触しないタイプの魔法の粉なのだ。脱法の粉なのだ。

　いや、それも説明の仕方がまずかった。とにかく秘密の粉らしいのだ。

　昼食の間にも、ステージでは様々な部活が発表を続けていた。

　飽きることのない時間は、まるで永遠に続くようにさえ感じてしまう。

　けど、特殊ではあってもこれは卒業式だった。

　終わりは訪れるし、明日になれば卒業生は新たな生活が始まる。

　進学する生徒もいれば、就職する生徒もいるだろう。

　だからこそ、この一瞬一瞬が愛いとおしく感じられる。

　後悔のない学園生活が送れただろうか。

　放課後楽園部は、そのための力添えができていただろうか。

　ステージを見ながら、ずっとそんなことばかりを考えていた。

　日が落ちる時間帯になっても、ボルテージは上がっていくばかりだった。

　今日という日に向けて、放課後楽園部はステージのフィナーレを任されていた。

　それは対抗戦の成績がよかったというだけでは得られない重要な役割で。

　卒業生の投票により任命された大役は、準備に多大なるエネルギーを必要とした。

　手を抜くとか、楽にいこうだなんて意見は微み塵じんも出なかった。

　完全燃焼できたと言い切れる。だからこそ、発表を前にして緊きん張ちようはしていなかった。

　用意周到なら、あとはそれを出し切るだけだ。

　ビミィの合図で、私たちの出番を告げられる。

　おとねちゃんと星せい鎖さ先輩と視線を合わせて、楽器を手にステージへと上がる。

　けれど、私たちの場所はそのセンターではない。中央には大型の映像が投影された。

　それは、四月からの期間、学園で行われた様々なイベントを編集して一本の映像作品へと昇華させたもので。

　合間に各部の代表からのコメントを挟みながらの映像に、誰だれもが見入ってくれていた。

　映像に合わせて生演奏する放課後楽園部は、主役じゃなくていいのだ。

　今日は卒業生を引き立てるための添え物に徹して、裏方としてフィナーレを飾る。

　それが、私たちの決めたステージ内容だった。

　演奏しながら、映像を見てくれている卒業生一人一人の顔を見る。

　その大勢の生徒が全員、ほんの少しずつでも映像に入るように何度も確認してあった。

　各部の代表だけが、対抗戦のスターだけが主役じゃない。

　全員にスポットライトを当てたかった。

　私たちの演奏は上う手まいとはとても言えない代物だけど、気持ちはこもっている。

　偶然目が合ったにゃみりん先輩の口元が、『ありがとっ』と動いているように見えた。

　それをきっかけに、色々な感情が突如として押し寄せてきてしまって涙がこぼれた。

　ありがとうを伝えたいのはこっちの方だった。

　何十回、何百回叫んでも言い足りない。一人一人に、面と向かって届けたい。

　映像に全て詰め込んだつもりだったけど、溢あふれてくるものは止められなかった。

　この演奏が……音楽が終わったら、卒業式は終了してしまう。

　シグレは、九く頭ず竜りゆう先輩は、にゃみりん先輩は……そして三年生全員が、ミカグラ学園を卒業していってしまう。

　終わりたくなかった。

　いつまでも続けていたかった。

　けれど、どんなに泣いてもどれだけ喚わめいてもその瞬間はやってくるんだ。

　とっくに止まっている映像に遅れて、音楽もストップする。

　すすり泣く声だけが、あらゆる場所から聞こえてきていた。

「ご卒業、おめでとうございます!!　私は、ミカグラ学園に入ってよかった!!　みなさんに逢あえて本当によかったです!!」

　予定では星せい鎖さ先輩がスピーチをするはずだったのに、気が付いたらマイクを握ってしまっていた。

　女神は優しく微笑んで見守ってくれている。

　シグレとも、九頭竜先輩とも目が合った。

　応援するような眼差しが、私の背中を後ろから押して……支えてくれる。

「この楽しい放課後も、永遠に続くわけではありません。でも、明日からまた新たな一歩を踏み出せば、頑張った後にまたそれぞれの放課後が広がっているはずなんです！　えーと、結局何が言いたいかというと！　人生を謳おう歌かしてやりましょうよ、ってことです！」

　支離滅裂なメッセージだったかもしれない。

　言いたいことを十分に表現できてはいないかもしれない。

　だけど、今こうして全身に感じている大きな拍手は、学園長も混じって送ってくれている歓声は……気持ちだけでも伝わった証左として浴びさせていただくことにしたい。

　フィナーレに涙はあってもいい。

　けれど、それよりも多くの……大輪の笑顔が満開になっていたら幸せなんだ。

　その光景が眼前に広がっていることに、私は……一宮いちのみやエルナは、テンションＭＡＸになって、「いっけ─────」と思わず飛び跳ねてしまった。
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　二にの宮みやシグレ様、と宛名の書かれた手紙を紙袋に詰めて持ち帰っていた。

　これだけ端末が普及している学園で、こういう時にはまだ手紙が用いられるというのも不思議だ。

「……そうか、明日からはこの端末も使えなくなるのか」

　日付が変わって深夜二時。今の段階でもまだ、端末にメッセージは届き続けている。

　所属する漫画研究会の部員が主だけれど、他の後輩からのものも多かった。

　別れを惜しむものがほとんどで、ボクという人間は不自然さもなく受け入れられてもらえていたのかな、と思う。

　自室へと入ると、もう片付けが済んで荷物はまとめ終わり、ベッドだけが出してある状態だった。

　どの段階で、学園の中枢にかかわる記憶は奪われて……失われてしまうのだろうか。

　今夜眠りについたら？　それとも朝を迎えてこの学園を出る時に？

　それまでに手紙は全て読んでおきたかった。

　……眠る時間があるだろうかと心配になる。

「そもそも、ロクに眠れはしないかな」

　この段階になってもまだグダグダと悩んでいる自分を腹立たしく思いながらも、エルナちゃんからの手紙を最優先で開封する。

　内容は、感謝と今後もよろしくという内容で、そこには恋だのなんだのといった浮かれた文面は存在しない。

　ただ、彼女にしては丁てい寧ねいに書かれた手紙に、これを書いている間はボクのことを考えてくれたのだと思うだけで何かが満たされていくようだった。

　こんなことで、ボクは簡単に落ちてしまう。

　一生、彼女には敵かなわないのだろう。

　……そして、一生叶かなわないのだろう。

　吹っ切れることなんて、きっとない。

　抱え続けて生きて、生きて。

　時折こうして小さく報われたりもして。

　そうやって、向き合っていこう。

　漫画研究会のステージ発表もあって、体は相当疲れているようだった。

　手紙を読んでいる間に、うとうとと微睡まどろんでしまう。

　まだ、まだ学園での思い出……その記憶は全て残されていた。

　このまま眠って、目が覚めたら。何かが欠けてしまっているのだろう。

　そう思うと、いつの間にか涙していた。

「卒業式では泣かなかったのに、な……」

　涙をぬぐうことなく、枕を濡らす。

　ミカグラ学園でのエルナとの大切な記憶を何度も何度も反はん芻すうした。




　どこからが現実で、どこからが夢なのかわからないくらいに、すっと眠りについていた。

　それが夢であっても現実であっても、彼女の笑顔はとてもリアルで。

　それを近くで見ていられることが嬉うれしくて。




　ああ、ただそれだけで……。
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　目覚ましをかけた記憶はないのに、エルナちゃんの声が聞こえている気がした。

　これはまだ夢の中なのだろうか。

　カーテンの外からは、眩いばかりの朝日が射さし込んでいた。

　ロクに眠れないどころか、しっかりと熟睡してしまっていたらしい。

　目がしぱしぱして、だいぶ泣いたのであろう跡が残ってしまっていた。

　体を起こさず、端末を確認もせず指だけで操作して目覚ましを止めようとしても、エルナちゃんの声は鳴りやまない、

　……というより、随ずい分ぶん耳元近くから聞こえてきている気がする。

　こんな音声パターン、あったっけ……？

「エルナちゃん、ボクの知らない間に新録音してくれてたのかな」

「んなわけあるか──────っ！　シグレ、まだ私の声を目覚まし音にたくさん登録してるの!?　全部消すよ!?　あっ、なんで私の『うぐぇ～、体重増えたかも～』っていう嘆きの声を勝手に録音して目覚ましにしてるのよ！　これで目が覚めるのは私だけだよ!?　夜食にラーメンを食べようとした時の私に聞かせるべきボイスだよ!?」

　このマシンガントークは、聞きなれた声は……

　間違いなくエルナちゃんだった。

　慌ててがばっと身を起こすと、そこにはむっとした表情で勝手にボクの端末をいじっている彼女がいた。

「どれだけ呼びかけても起きてこないから、みんなで直接押しかけちゃったよ。おはよう、シグレ！」

　部屋にいるのは、彼女だけではなくて。

　星せい鎖ささん、藤ふじ白しろさん、ビミィさんの放課後楽園部メンバー。

　それに、ひみちゃん、赤あか間ま君、アスヒ君、湊みなと川がわ君。

　そして……京きよう摩ままで。

「おは……よう？」

　やっぱりまだ、夢の中にいるのだろうか。

　みんなが笑顔でボクを見ていた。

「違うよシグレ！　寝ね癖ぐせがヘンとかじゃないよ！　布団の中に逃げ込むのやめて!?」

　笑顔で見ている理由は、他にあるらしい。

　まるで見当もつかなかった。

　違和感だらけだった。

　小さなものから、特別大きなものまで。

　大小取り揃そろえたそれの、どれから解決していこう？

　まだ眠たい頭で考えていると、それを待ちきれないとばかりにエルナちゃんが話し始めた。

「シグレ、何か変だと思わない？」

「変……？　ビミィさんの語尾のことを今言うの……？」

「違うりゅい！　このタイミングでその問題を取り上げるのはおかしいし、そもそもオイラの語尾は変じゃないんだりゅい！」

　違ったらしい。

　いや、そもそもの違和感の中に彼の存在があった。

　既にミカグラ学園の生徒ではないはずのボクには、もう視みえないはずなのだ。

　きっと視えてはいけないはずなのだ。

　学園に関する記憶の、消えてしまう部分。

　常識外の最たるものとも言えるビミィさんのことは、記憶には残されたとしてもその姿を変えているはずで。

　待てよ。

　記憶……？

　学園に関すること、能力のこと。

　なにひとつ欠落してはいないように思えた。失ってはいないように感じた。












　やはり敷地の外に出た瞬間、なのだろうか。

「シグレ、今朝まで黙っててごめんね。放課後楽園部として三年生たちに何かできることがないか、考えたの。ミカグラ学園に存在する旧態依然のシステム……学園を卒業したら、能力やそれにまつわる思い出が、記憶が消失してしまうっていう仕組み。これってとても悲しいと思ったの」

　エルナちゃんは、ボクの目をまっすぐ見据えて話してくれていた。

　背筋はピンと伸びて、こんなにも大きく……立派になっていたんだ。

「だからね、凄すごく時間はかかってしまって、結局卒業式の直前ギリギリまでどうなるかわからなかったんだけど……学園長にずっとお願いし続けて、そのシステム自体を失くしてもらったんだ」

「それってどういう……？」

　まだ事情が上う手まく吞み込めなかった。

　そんなことが可能なのだろうか。

　許されるのだろうか。

　昔から決まっていることを覆して。

　定められた……ルールを、運命を捻じ曲げて逸脱して。

「だってさ、どうせミカグラ学園の外で能力のことなんて話したって信じてもらえないでしょ!?　それに、みんなこの学園のことが大好きで、大切に思ってるはずだから。この学園の存在が問題視されるようなことは誰だれもしないって信じたいんだ。学園長も……信じてくれたんだ」

　彼女の言葉に、星せい鎖ささんも黙って頷うなずいて補足してくれていた。

「問題が起きたら、その都つ度ど個別に対処していけばいい。私も、これから学園の仕事をお手伝いしていくつもりだから」

　……もしもエルナちゃんがボクの立場なら。

　きっと、血の禁きん忌き……呪いにだって立ち向かうに違いない。

　生涯をかけて、可能性を探し続けるに違いない。

　ボクはどうして逃げ腰になってしまっていたんだろう。

　どうしてあきらめかけてしまっていたんだろう？

　エルナちゃんが好きだ。

　これまでも、そしてこれからも。

　いつの日かその想おもいが届いて……結実するように。

　これからも悩んで悩んで。

　試行錯誤を続けよう。

　彼女に、エルナちゃんは……禁きん忌きの物語のことは伝えなくていい。

　お姫様をハッピーエンドに導くのはいつだって王子様の仕事だ。

　そこまでの道程は、自分の力で切り開くんだ。












　豆鉄砲でも食らったような顔になってみたり、決意に満ちたキリッとした顔になってみたり、ニヤニヤいやらしく笑ってみたり。

　シグレの百面相は留まることを知らず、みんなで顔を見合わせて笑ってしまった。

　彼には、まだ驚いてもらわなくちゃならない。

「それじゃシグレ、一緒に登校しようか！　さー、急いで準備しちゃって？」

「……投稿？　ボクの描いている漫画はまだそんな段階じゃ……」

「まだ寝ぼけてるの!?　登校だよ！　学園に行くの！」

「それこそなんで？　京きよう摩ままで制服姿で。ボクらはもう卒業したんだよ？」

　九く頭ず竜りゆう先輩の姿にも違和感を覚えていたらしく、目をぱちくりさせている。

「あのね、シグレは生徒のみんなから随ずい分ぶん慕われてたみたいで……学園長に相談したら、教師候補として雇ってくれるんだって！」

「みんなに慕われている、という部分には藤ふじ白しろはまだ納得しかねているのですが……エルナのごり押しが通ってしまいました。学園長先生は、随分エルナに甘いようです」

　おとねちゃんがシグレに失礼なことを言っていた。

　学園長は、私に期待してくれていると言っていた。

　それに応えられるかはまだわからないけど……そのためには、隣にいて欲しい人がいる。

「ちょっと待って、ボクはまだ夢を見てるのかな……？　あれ？　ボクの悩みに悩んだ末に決めた進路は？　あれ？　ボクの意思確認は？」

「んー、私はシグレに隣に……傍そばにいて欲しいなって思って。……嫌だった？　迷惑だった？」

「エルナは、たまにとんでもない破壊力のセリフを吐くな。ほら、シグレが固まっちまってるぞ。お前、責任とれんのか？」

　九頭竜先輩に呆あきれたようにそんなことを言われてしまった。九頭竜先輩には事前に相談していて、彼は絵の講師として学園に残ると決めてくれていた。

　シグレの肩が小さく震えているように見えた。

　……やっぱりちょっと怒ってる？　何の相談もなく決めちゃって、責任をとれと言われたらできるだけのことはするしかないよね。

　私は、シグレの手を取って引っ張った。

　とにかく、ついてきて欲しい。見守っていて欲しい。シグレだけじゃない。他のみんなにも。一人だけじゃ何もできない。笑顔を、パワーをこれからももらいたい。だって。




「私たちの学園生活は……放課後は、まだまだ続いていくんだからっ」












あとがき




　Last Note.です。

　最近、念願叶って子犬を飼い始めました。生後たった二カ月という赤ん坊のトイプードルが我が家にご登場です。

　僕はインターネットを駆使して世話の方法やしつけの手法をとにかく検索しまくり、知識だけは完璧という状態のつもりでした。

　どんなワガママでも言ってみな！　立派な飼い主としてしっかりしたお利口な犬にしてみせるぜ！　という心構えでした。

　……でも、相手は命ある生き物。

　知識としてあるのと実際にやるのとでは大違いなのです。

「ふむふむ、ケージ（犬のお家）に入れたら外に出たがり、寂しがってたくさん吠えると思いますが、それに反応してはいけません。吠えたら相手をしてもらえると思われてしまうので頑張って無視をしてください、か……。無視をされるのは慣れてるけど、する方はできるかな……？」

　くぅーん、くぅーん……。

「なんか僕がいじめてるみたいになってるんだけどこれでいいのか!?　耐えろ、耐えるんだ僕！」

　きゃいん！　ぎゃいんぎゃいん!!

「な、なんかケガでもしたかのような鳴き方だけど!?　も、もう一度調べよう……」

　がりがりがり！　がりがりがりっ！（何かを激しく嚙んでいる音）

「えーと、目が合うとさらに甘えて吠えるので目を合わせないように気を付けましょう……か。なんだ!?　この子はメドゥーサかなんかなのか!?　目が合うと石にされてしまう伝説上の悪魔なのか！？」

　くぅーん……！

「もうだめだ、抱きしめてあげなきゃ！　この子は愛に飢えているんだ！　ワガママで吠えているんじゃない、ただ僕を必要としているだけなんだ！」

　というような感じで、前途多難すぎるスタートではあるものの（石化はせずに）毎日新鮮な気持ちで楽しく生活しています。

　なんかあれなんですよ、よくペットとか赤ん坊とかを相手にすると、普段は渋い声なのに急に甘えたような口調や声色になる人っているじゃないですか。

　そんな声どこから出してるんだ？　って聞いてみたくなる人いるじゃないですか。僕はああいう人を理解できないとずっと思っていたんです。むしろ、ああはなるまい、と肝に銘じていたんです。でも実際に自分が子犬を飼ってみるとどうでしょう。

「かわいいでちゅね！　ぺろぺろして？　うぅ～ん、おいちい？　おいちいの～？」

　……僕の人格はあっさりと簡単に崩壊していました。

　他人にはとてもお見せできない姿です。録音して脅されでもしたら土下座するしか選択肢がないやつです。めろめろってやつです。

　食べ物も、栄養価の高いスーパープレミアムフードとかいうやつを与えています。飼い主の僕はカップラーメンです。

　ベッドも、寝心地のいい柔らかすぎるクッションで寝かせています。飼い主の僕は全く合っていないサイズのシーツを無理やり伸ばしてベッドに装着して寝ています。（※それはただの自己責任の買い間違い）

　何が言いたいかというと、子犬が最高に可愛すぎる！　と主張したいだけなんですけど、ここまで書いてようやくこのページがペット自慢コーナーではなく小説のあとがきだということを思い出しました。

　思い出したくなかった……できることならあと二百ページ分くらい子犬について語りたかった……。

　子犬と暮らす日々を綴ったエッセイを出版したかった……。そこに愛犬の写真をたくさん載せて自慢したかった……。

　そういうわけで、ミカグラ学園組曲の小説はこれにて完結となります。

　長かったような短かったような不思議な感覚ですけど、最後までお付き合いしてくださった方には感謝しかありません。

　本当にありがとうございました。

　色々な展開をしていただけた幸せなシリーズだったので、とてつもなく大勢の方が関わってくださいました。

　その皆さんに深くお礼を言いたいです。

　僕はハッピーエンドの物語が好きなので、この組曲もハッピーエンドのつもりです。

　エルナたちはきっとこれからも楽しい放課後を送り続けることでしょう。

　辛い時もあったりしましたが、これで終わるとなると寂しいものです。

　また何かの機会でお目にかかれたら嬉しいです。









　著者

　Last Note.（らすとのーと）

　　小さい頃、友達とゲームをしていたら「ねぇ、暗くない？」と言われ、部屋が暗くないかと聞かれただけなのに性格の暗さを指摘されたと思い込みしばらく落ち込んでいたような僕が、こんなにも明るい物語を書けました。でも今でも部屋は暗い方が落ち着くので、暗闇の中で書きました。ありがとうございました。
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